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異世界に拉致られたヒロインは聖女ポジにて忠犬王子の妃になるそうです
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第一章　いろいろあって不幸のどん底へ












「グルルルルルッ」

　唸っているのはゴールデンレトリバーの凜太郎りんたろうだ。普段は優しい彼がこんなに敵意剥き出しなのは、

「ったく、いつもながらマジでこいつ、俺のこと嫌いなんだな」

　そう言ってニヤニヤと笑っている横山よこやま崇たかしに向けてであり、この男は凜太郎の飼い主である梅宮うめみや愛衣あいのカレシだ。

「ウーーーー」

　凜太郎が前足を突っ張り、体を後方に引いた。

「凜太郎、やめて」

「ワン！　ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

　とうとう吠え始めた。

　大きな体で本気の威嚇をする凜太郎を、崇は冷めた目で見つつコーヒーを飲んでいる。

「やめてってば。凜太郎、吠えないの」

「ワンワンワンワンワン！」

「凜太郎！」

「ワンワンワンワンワン！」

　愛衣は崇に向かって全力で吠える愛犬の頭を撫でながら、大きなため息をついた。

「ホント、凜太郎は崇のこと嫌いよね」

　と、同意する。

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「俺に取られると思ってるんじゃないのかな」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「それは嬉しいことだけど、先のことを考えたら仲良くしてほしいんだけどなぁ。ねぇ、凜太郎、崇と」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

　凜太郎の威嚇は止まらない。

「凜太郎～」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「いいじゃないか。ほっとけよ」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「でも～」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「確かにここまで吠えられたら苦笑もんだけど、別に俺は気にならないし。ところで来週末のことだけど、お前、土曜日、誕生日だったよな」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

　その言葉に愛衣の顔がパッと明るくなった。

「うん！」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「それがさ、出張なんだよ」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「え？」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「木曜から一週間。週末は出張先にいるから」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「えーー」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「悪いな、せっかくの誕生日なのに祝ってやれなくて。埋め合わせはちゃんとするから。チキン専門の店があるらしいから、そこでメシとかどう？　お前チキン料理好きだろ」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「チキン専門のお店!?　いいね！」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「決まりな」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

　崇は飲み終えたコーヒーカップをローテーブルに置くと立ち上がった。

「ワンちゃんの機嫌がよろしくないので、退散するわ」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「ええ!?　またぁ？」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「毎度のことだとはいえ、うるさすぎるだろう。会話も聞こえにくいし、気も萎えるしさ。それにいくらペット可のマンションでも近所迷惑だと思うし。やっぱ、お前んちはダメだな。会うのは俺んちか、ホテルかな」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「じゃあ、どっか出かけようよ」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「わんこの傍にいてやれよ。こいつだって大好きな飼い主といたいだろう。平日は散歩に行くくらいしか一緒にいられないんだし」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「でも来週は出張で土日、二日ともいないんでしょ？　だったらずっと凜太郎といられるから今日は」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「犬に時間の感覚はないだろ。いてやれって。こいつ、高齢なんだろ？」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「……まぁ」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「俺たちの時間はいっぱいあるからさ」

「ワンワンワンワンワン！　ワンワンワンワンワン！」

「…………」

　確かにずっと吠えている。まるで二人の会話を遮ろうとしているかのようだ。

　さすがの愛衣でも思わずうるさいと言いたくなるレベルであり、崇の声が聞き取りにくい。これでは崇じゃないが、気も萎えてくる。

　それにこれも崇が言うように、このマンション自体はペット可であり、住人のほとんどがなんらかのペットを飼っているから苦情が来ることはないだろうけれど、それと吠え声がうるさいと思うか否かは別問題である。

　さらに、マンションの住人は寛容でも、マンション周辺の住人はわからない。

　愛衣は玄関の外まで崇を見送り、エレベーターに乗ったのを見届けて、はあ、と大きく息を吐き出した。

（二週間ぶりのおうちデートだったのになぁ）

　愛衣は部屋の中に入った。

　ついさっきまでずっと吠え続けていた凜太郎は、キッチンの脇に置いている皿の水を飲んでいる。

（そりゃあ、あれだけ吠え続けたら喉も渇くわよね。だけど……）

　ゆるゆると長いしっぽを振りながら、ガブガブと水を飲んでいる凜太郎を眺めつつ思う。

（崇と結婚したら一緒に暮らすことになる。それは凜太郎にとっては負担よね。ただでさえ十四歳の老犬なのに。凜太郎は大型犬の平均寿命を大きく超えている。一日でも長生きしてほしい。かといって、看取ってから結婚したいんで待ってって言うのも嫌だしなぁ）

　はあ、とまたしても大きなため息が出た。

（崇から言い出してきたら気持ちを話すとして、私から結婚の話をするのはよそう）

　水を飲み終えた凜太郎が愛衣の傍にやって来た。そして顔を足に擦りつけて幸せそうに、クーン、と鳴く。

「凜太郎、どうして崇と仲良くできないの？　崇は気にしてないみたいだけど、私は困るのよ」

「クーン」

　愛衣は凜太郎の首に両腕を回し、優しく抱きしめた。

「大好きよ、凜太郎」

　凜太郎が頭を愛衣に預けてくる。それがたまらなく可愛い。

　愛衣は凜太郎の体温を感じているうちに、今まで考えていたことすべてが霧散していくのを感じた。

「クーン、クーン」

　凜太郎が小さな声で鳴いている。甘えているのだ。さらに愛衣の服の端を噛んで引っ張っている。

（遊びたいんだね）

　愛衣は顔を上げて頭を撫でると立ち上がった。

「凜太郎、走りに行こう」

「ワン！」

　出かける用意をする。二キロほど歩いた先に、ドッグランが併設された公園があるのだ。愛衣は凜太郎とそこへ行き、首のリードを外した。リュックからフリスビーを取り出す。

「凜太郎、ゴー！」

　軽くフリスビーを投げると凜太郎が走り始めた。

　高齢の凜太郎はすっかり走るスピードが落ちている。それでもしっかりとした足取りで、とても十四歳の高齢犬とは思えない走りっぷりだ。子犬の時から病気一つしなかったから、丈夫にできているのだろう。

　ゴールデンレトリバー特有の黄金の長い毛を靡かせ、ジャンプする。空中で見事にキャッチしたらそのまま体を捻り、着地と同時にまた駆け出す。そこにすかさず次のフリスビーを投げる。凜太郎が走り、全身を伸ばしてジャンプし、銜えた。

「凜太郎！　かっこいいぞ！」

　これもまた高齢を感じさせない見事なジャンプだ。

　その間に愛衣は最初のフリスビーを拾い、そこから体を回転させて拾ったフリスビーを放つ。フリスビーはまた空を切って飛んでいく。凜太郎はキャッチしたフリスビーを捨てると、飛んでいるフリスビーに向けて駆け出し、またジャンプして銜えた。

　それを途絶えることなく次々とこなし、五回ばかり繰り返したら、愛衣は万歳をした。

　凜太郎に向けて、終わったので戻ってこい、という合図だ。愛衣はフリスビーの競技に出たことがないのでどのようなジェスチャーが正解か知らないが、凜太郎との間ではこれが約束事になっている。

　凜太郎は最後のフリスビーを銜えたまま、トコトコと愛衣のもとに戻ってきて、両手を広げて待ち構えている体に飛びついた。

「わぁおー！」

　反動で愛衣は後方に倒れ込みつつ、凜太郎の体をしっかりと抱きしめる。ハッ、ハッ、ハッ、と凜太郎の荒い呼吸が聞こえる。

「お見事だよ、凜太郎！　ははっ、喉渇いたよね」

　ポーチからペットボトルを取り出して口元にやると、凜太郎は銜えて自ら首を振ってミネラルウォーターを飲んだ。

「よしよし。いい子だね～」

「ワン！」

「次は障害物競走だね。できる？　しんどかったらやめとこうか？」

「ワン！」

　凜太郎が愛衣の服の裾を噛んで引っ張る。やりたいのだ。

「よーしよし」

　愛衣は凜太郎の頭を撫で、障害物が設置されているドッグランの左半分側に移動した。

「凜太郎、行くよ！　ゴー！」

「ワン！」

　ともに駆け出す。最初の障害物はタイヤだ。半分埋まっているタイヤと埋めずにそのまま固定されているタイヤが複数ずつ、距離を置いて並んでいる。犬は中心部をくぐり抜けるのだ。

　凜太郎はそのまま固定されている大型のタイヤの中心部を通り越した。

「ジャンプ」

　二つ目は半分埋まっているので凜太郎の体では通れない。だからタイヤを踏み台にして大きくジャンプした。その次はまた中心部を通り抜ける。

　少し走ったら、次にあるのはシーソーだ。

「ゴー、凜太郎、アップ！」

　横について一緒に走っている愛衣が、腕を伸ばして進むように指示する。凜太郎はスピードを緩めず走り乗る。そして半分手前まで進んだ。

「ダウン！」

「ワン！」

　シーソーが凜太郎の体重に反応してバタンと下に動いた。凜太郎が走り抜ける。

「ゴーゴー！　バランス！」

　次はレンガが連なっているところを、バランスを取りながら進むのだが、大型犬の凜太郎には足場が細くて歩きにくい。それでも凜太郎はスピードこそ落ちたが、難なくクリアした。

「ハードル！　ジャンプ、ジャンプ、ジャンプ」

　土に埋まっているハードルが五つ並んでいるのを、凜太郎はピョンピョンと華麗に飛び越えていった。

「よーし、ゴール！」

「ワン！」

「偉いぞー！」

　凜太郎の首に抱き着き、体を撫でてやる。凜太郎は息を弾ませながらも、クンクン言って楽しそうにしっぽを振っていた。

　とはいえ、フーフー、ハアハアと繰り返す。愛衣はドッグランの脇の芝生に寄ると、またミネラルウォーターを飲ませてやった。

「疲れたね。凜太郎もおじいちゃんだもんね。休んだら帰ろうね。帰り道はゆっくり歩くから」

「ワン！」

　大きくて長いしっぽが揺れている。

「楽しかったね」

「ワンワン！」

「ケーキ屋さんに寄ってレアチーズケーキ買って帰るわ。食後は私がレアチーズケーキ、凜太郎は大好きなチュイナー食べようね！」

「ワンワンワン！」

　チュイナーとは今、犬や猫に大人気のチューブ型のおやつだ。凜太郎も大好きで、名前を聞いただけでいつもと違う弾んだ声で吠えた。

　愛衣は凜太郎の全身を撫でてやった。それから並んで座ってしばらく休憩する。

　その後はケーキ屋に寄り、帰宅したら風呂に入れ、ブラッシングをしてやる。食後は互いの大好物、レアチーズケーキとチュイナーを食べて幸せを満喫した。だから崇が帰ってしまった寂しさなど、完全に彼方の世界であった。






　翌週、土曜日。

「たいくつ～」

　思わず言葉が出た。

　目は天井を映していて、そろそろランチタイムだというのに、ベッドの上でダラダラと過ごしている自分にがっかりする。

　今日は愛衣の、二十七回目の誕生日だ。本当だったら崇と過ごし、誕生日を祝ってもらえるはずだったのに。

「クーーン」

　隣では凜太郎が寄り添うように寝転がっていて、とても温かい。

　朝、凜太郎の散歩に行って、朝食を食べ、掃除機をかけるところまでやったものの、そこまでだった。失意が大きくて他のことをやる気になれず、ベッドに寝ころんだあとはスマートフォンを眺めてゴロゴロ、ダラダラして昼になった。

「クーーン」

　凜太郎が可愛く鳴きながら愛衣の顔をペロペロと舐めてくる。

「凜太郎、くすぐったいって」

　ペロペロペロペロ舐めてくる。

　ペロペロペロペロ舐めてくる。

　ペロペロペロペロ……

「もしかして、誕生日だから祝ってくれてる？」

　ペロペロペロペロ……

「ありがとう、凜太郎。お前はいつも私の傍にいてくれるもんね。しかも話してる内容とか、周囲の状況とか、人間並みに理解してるって感じでさ。チョー賢い！　大好きだよ！」

「ワン！」

　凜太郎は愛衣が十三歳の時にやって来た。母親の友人の家で子犬が産まれたということで、一匹譲ってもらったのだ。

　子犬を欲しがったのは七歳年下の弟だった。最初のひと月ほど世話をしたら、飽きて見向きもしなくなった。両親は弟にべったりなので、子犬の世話は愛衣の役目となった。

　男性優位の家で育った愛衣は、弟が生まれてから『お姉ちゃんだから』という理由でほぼ放置されていた。とんでもないことだが、愛衣を一人家に置いて、三人で出かけることが多かった。

　それまでの六年間、家の中で一人ぼっちだった愛衣にとって、凜太郎は特別な存在になった。

　高校を卒業して東京で一人暮らしを始めた時も、別生活など考えられず、連れてきた。自分も寂しいし、愛衣に懐いている凜太郎がどんな目に遭うかとても不安だったからだ。

　凜太郎は穏やかな性格で、誰にでも愛想がいい。散歩の際にすれ違う犬連れの人たちにも受けがいい。それなのに崇だけはダメなようで、気配がするだけで唸り声を上げ、最後は激しく吠えて威嚇する。

「クーン、クーーン」

　甘えたような声で鳴きつつ、頭と体を愛衣に押しつけてくる。体が大きいので押されたらひっくり返されてしまいそうになるが、それが可愛くて仕方がない。

　愛衣が凜太郎の頭や背中を撫でると、そのお返しとばかりに激しくペロペロと舐めてくる。

「はは、凜太郎、くすぐったい」

「ワンワン、ワンワンワン」

「ありがとうって言ってるのかな？　私も凜太郎に感謝してる。とーっても。いつも励ましてくれるもんね」

「ワンワン！」

「私の家族は凜太郎だけみたいなものだから。でも、崇が加わるから、よろしくね」

「…………」

　愛衣の笑みが苦笑に変わる。

　それまで調子よく鳴いていたのに急に黙り込んでしまった。まるで本当に愛衣の言葉がわかっているみたいだ。

「そんなに崇のこと嫌いなのかな？」

「ワン！」

　そんなに嫌いらしい。

「そっかぁ。面白いし、いい人だと思うけど？」

「ウーーーーーッ」

　唸っている。

「嫌い？」

「ワン！」

　嫌いみたいだ。

「私のことは好き？」

「ワンワン！」

　好きみたいだ。

「大好き？」

「ワンワン！」

　大好きみたいだ。

　途端に愛衣の顔がふにゃりとなった。

「ありがとう、凜太郎！　私も凜太郎が超大好き！」

「ワンワン！」

　力いっぱい凜太郎を撫で、ギュッと抱きしめると、心が満たされ、体の奥底から元気が湧いてくる。

　愛衣は凜太郎の長い鼻にチュッとキスをすると、ベッドから降りた。

　机に置いている犬用のおやつのチュイナーを見せると、凜太郎のしっぽが大きく激しく揺れる。

「ワンワン！」

　喜んで食べているのを見ながら、今度は自分の昼食をと、冷凍庫にあるピラフをレンチンした。

　腹に食べ物が入るとやる気が出てくる。外出の用意をし、凜太郎に向けて話しかけた。

「凜太郎、出かけてくるわ。夕方には戻るから、おとなしくお留守番していてね」

「ウーー、ワンワン！」

　同じ『ワンワン』でも、さっきの『ワンワン』とは声音が異なっている、ような気がする。凜太郎の目が寂しいと訴えているようにも思う。罪悪感が湧くが、愛衣は凜太郎に向けて手を振った。

「行ってきます」

「ワンワン！」

　部屋を出て鍵をかけると、扉越しに凜太郎の鳴き声が聞こえる。ワンワンからクーンに変わったのを耳にすると、申し訳なく思うばかりだ。

「ごめんね」

　平日は残業や崇とのデートで遅くなることが多い愛衣だ。週末くらいは一緒に過ごしたいのだろう。

　確かに学生時代は凜太郎と一緒にいる時間が多かった。愛衣には友達と言える存在がほとんどいなかった。

　はっきりとしたイジメを受けていたわけではないが、なんとなく、しかしながら間違いなく避けられていた。

　その時は弟を溺愛する両親が、愛衣のデキが悪い、態度が悪い、と言い、弟もそれに便乗して愛衣の悪口を言っていたからだと思っていたが、実際は違った。

　両親は今でいうところの迷惑家族だったのだ。

　弟になにかあると、いや、弟がなにか言うと、それを真に受けてすぐに文句を言いに行くモンスターペアレンツだった。それゆえ周囲が避けていたわけで、家族である愛衣も同じだと思われていたのだ。

　そんなことは知らない愛衣は逃げ出したい一心で、高校を卒業したら東京に行くと決意して勉強に打ち込んだ。塾や予備校には通わせてもらえなかったので、時間が許す限り図書館で、夜は部屋に籠もって黙々と取り組んだ。

　大学生活では、凜太郎を置いて遊び回るわけにはいかなかったし、大手企業に就職したくて、勉強と就職に有利なボランティア活動などに明け暮れた。

　三年前、たまたま会社の同僚に誘われて参加した飲み会で崇と出会った。

　人づきあいが得意でない愛衣は、飲み会の席でも沈黙系で浮き気味だったが、場を盛り上げるのがうまい崇がフォローしてくれたのがきっかけで親しくなった。

　愛衣にとって崇は自分をわかってくれると思えるはじめての存在で、好きになるのに時間はかからなかった。






　崇が住むマンションに続く道を歩きながら、愛衣は凜太郎のことを考えている。

　凜太郎は今年十四歳でかなりの高齢だ。ゴールデンレトリバーの平均寿命はおよそ十一歳と言われているので、十四歳の凜太郎は長生き派だ。確かに行動に老いを感じさせることが増え、散歩もゆっくりで、ドッグランで一時的に全力疾走することはあっても、普段走ることはほとんどなくなった。

　それでも崇には全力で吠えている。よほど嫌いなのだろう。

（崇との結婚を考えつつも、凜太郎があんなに嫌うから避けてきたけど、私も今日で二十七だし、三年つきあってるし、そろそろって思うんだけどなぁ。一緒に暮らしたら家賃だって抑えられるし。まぁ、崇は焦らなくてもいいって言うけど、凜太郎と仲良くなるための行動をイマイチしないから）

　もしかして、という気がするが、愛衣は即座にそれを押し込めた。

　考えたくない。もしかして、に続く言葉は心の中であっても言いたくない。『言葉』という形にすらしたくない。

　愛衣は強引に意識の向きを変え、これからすることを考える。

（えーっと、部屋の掃除と、お風呂場の掃除、洗濯機の中に洗い物があったら回して、シンクとかも汚れているだろうから綺麗にするかな。それから……）

　目を左右にきょろきょろ動かして思案する。

（そうだ、ポットの中とかも消毒しよう。崇、出張から帰ってきて家の中がピカピカになっていたら驚くだろうなぁ。ふふふっ）

　ビックリしている崇の顔を想像したら楽しくて笑いがこみ上げてくる。

（誕生日に留守宅のカレシの部屋を掃除するって、我ながら人がいいなぁ。でも、崇が喜んでくれるなら、こういう誕生日もいいよね）

　崇の住むマンションが見えてきた。気持ちはますます弾んでくる。

　エントランスの扉を開け、エレベーターに乗る。三階で降りて部屋の前に到着した。

　鞄から合い鍵を取り出して開錠する。ノブを回して扉を開けた瞬間、目に入ってきたのはチェリーピンクのハイヒールだった。

（え？）

　崇の靴もある。

（ハイヒール？　どういうこと？）

　出張中のはずだ。しかしながら愛衣の思考はそのことよりも、ハイヒールがここにあることに囚われている。

　崇の家族を思い浮かべる。実家は北海道で、弟がいたはず。チェリーピンクのハイヒールを履きそうな年齢の身内がいるような話は聞いたことがない。

（うぅん、そんなことはない。年齢で判断するのは失礼よ。何才だろうが好きなものを履けばいいんだし。でも……）

　どう見ても若い娘が履きそうなセットバックヒールだ。

　しばらくジッと見つめてから、我に返ったように部屋の奥に顔を向けた。

（いるの？）

　愛衣は音を立てないように靴を脱いで玄関へ上がり、ゆっくりと短い廊下を歩いた。

　１ＤＫの部屋は玄関付近に水回りが固められていて、数メートル先に扉がある。その扉の向こうはダイニングルームで、さらにその奥に崇の寝室がある。

　玄関にいた時は人の気配は感じられなかったが、ダイニングルームに入ると崇がいることがわかった。それだけではない。もう一人いる。それも会話ではなく、息遣いで理解できた。チェリーピンクのハイヒールの持ち主だろう。

（なんで……）

　全身がヒヤリと冷たいものに包まれる。

　この息遣いがどういうシチュエーションで起きるものか、考えるまでもなくわかることだ。

　愛衣は混乱しながらも、足音を忍ばせて寝室の扉まで進んだ。嬌声が聞こえた瞬間、愛衣の中でなにかがプツンと切れた。

　ガタン！　と勢いよく扉を開けると、ベッドにいる二人が驚いたように振り返り、全裸の女が悲鳴を上げた。

「お前！」

　崇が愛衣と目が合うと同時に怒りをあらわに怒鳴った。

「今日、出張だって言っただろ！」

　愛衣が固まっているなど眼中にないようで、前のめりになってさらに続ける。

「出張でいないってわざわざ釘を刺したのになんで来るんだ！」

「なんでって……」

「帰れよ！」

　愛衣は息をのみ、怒りの形相で怒鳴る崇を見つめた。

（どうして……）

　どうして怒鳴られないといけないのか。

　どうして帰れなんて言われないといけないのか。

　どうして誕生日なのに嘘をつかれて浮気されているのか。

　どうして――という言葉がグルグルと頭の中を回る。だが『浮気』という言葉が愛衣の意識のピントを合わせた。

（浮気？　私の誕生日より、浮気相手を選んだってこと？）

　次第に怒りがこみ上げてきて、愛衣は両の手をそれぞれ握り込み、拳を作って震わせた。

「帰るのはそっちの人でしょ。どうして私が帰らないといけないの！」

「はあ？　お前、なに言ってるんだよ」

「それはこっちのセリフよ」

　チラリと一瞬、浮気相手のほうに視線をやると、布団で胸元を隠してこちらを見ている。カチンときたのは、女の口角が上がっているからだ。

（なによ、その余裕って言いたげな笑みは！）

　そう怒鳴ろうとしたところに、崇の、人をバカにしたようなわざとらしいため息が聞こえた。

「お前、なにイキってるんだよ。浮気相手はお前のほうだってのに」

「……え？」

「だからぁ～、本命はリコで、お前はスペアなんだよ、スペア。リコの都合がつかない時のための予備なんだ」

「…………」

「こいつは自分がヤレない時は、俺が困らないようにってお前とヤルのを容認してくれてる優しい優しい女なんだよ。現場に居合わせてキレてるお前と大違いだ」

　崇の隣に寝ている女は、手で口を押さえながらクスクス笑っている。

「アタシさ、家事したくないんだよね～。タカシには綺麗な部屋で過ごしてほしいから、仕方ないよね～。こういうの、得意な人がするのがいいと思うから～」

　ムカつく話し方だ。わざとかもしれない。どちらにしたって、こんな女に負けたと思うと悔しくてはらわたが煮えくり返る。

「まぁ、バレちまったら仕方ないよなぁ。もう二度と来るなよ」

「…………」

「だってそうだろ？　本当のことを知られた以上もう終わりだろうが。それとも、スペアとして今まで通りつきあう？　嫌だろ。それに俺さ、お前の犬、大嫌いなんだよ。俺の顔見たら吠えやがって。ムカつく。何度蹴り上げてやろうかと思ったことか。お前と一緒になる選択肢なんて一パーセントもないから、どんだけ吠えられようと、どうでもよかったけど。けど、お前んちでヤレないのはちょっと面倒だったなぁ」

「ホテル代かかるもんね～。しかもそこでケチったらバレるし～」

「言うなよ」

「事実でしょ～」

　リコなる女が笑いを含んだ声音でツッコミを入れる。崇は、まったく、と言いながら口を尖らせている。

「大型犬って寿命が短いだろ、小さいのに比べて。だからちょっと待ってりゃ死ぬだろうと思ってたんだけど、俺のほうが先にバレちまったな」

「タカシ、どんくさいよ。せっかくアタシが許してあげてたのに～」

　へへへっと崇が軽率に笑う。

（相手が違うと、こんなに変わるわけ？　平気で惨いこと言う人だったなんて）

　愛衣は呆然となった。

「とにかく、もう二度と来るな」

「サヨナラ～」

　凄む崇の横でリコが手をヒラヒラさせる。

　二人の言葉と仕草に、愛衣は目の前が怒りで真っ赤に染まった気がした。

「土下座されたって来ないわよ！」

　サッと身を翻し、歩き出す。その背に、

「タカシ～これから誰が部屋の掃除するんだろうね～。タダ家政婦がいなくなっちゃったゾ～」

「リコ、やってくれないのかよ」

「やぁだぁ～。さっきの人、お金で雇ったら？」

「会いたくねーよ」

「でも～タカシくらいなんでしょ～？　あの人の相手しようって思うオトコって～、かわいそーじゃない？」

「犬がいるからいいんだよ」

「出た、イヌ～」

「それもめちゃくちゃ可愛げのねーヤツな」

「マジかぁ～」

　あははははっと笑い声が愛衣の背を突く。

　どこまで人を蔑んだら気が済むのか。

（腹立つ！）

　愛衣は早足で歩いた。怒りで頭の中が沸騰状態だったが、マンションから出て視界に青空が入ると、急に目の前が滲んできた。

（…………）

　怒り、悲しみ、惨めさ、いろいろな感情が湧いて混ざってぐちゃぐちゃだ。なにか叫びたい衝動に駆られるというのに、具体的な『言葉』という形にならない。

　その時。






　――ワンワンワンワン！






　脳裏に凜太郎の吠え声が響いた。

　凜太郎は愛衣に向かってドスの利いた声で吠えたことがない。愛衣に危険と思われる相手にしか本気で吠えない。

　今まで凜太郎が真剣に吠えた相手は、弟と崇だけだ。

（凜太郎はあの人の臭いを嗅ぎ取っていたのか。女の臭いがするって私に教えようとしてたんだ。あんなカスと一緒にいたらダメだって。崇に私を奪われるとか、そんなんじゃなかったんだ。純粋に守ろうとして……）

　ゆっくりだった歩調が速くなる。

　早く凜太郎のもとに帰ろうと心が急いた。

　電車に乗っている時間にジレながら最寄り駅に着いたら、走るように歩いて家に帰ってきた。

「凜太郎！」

「ワン」

　いつものように凜太郎が奥の部屋から駆けてくる。

　愛衣は荷物を放り投げ、膝立ちになって、凜太郎が胸に飛び込んでくるのに備えて待った。

「ワン」

　大きな体が体当たりし、愛衣は力いっぱい抱きしめた。

「凜太郎、お前、崇の正体見抜いてたんだね！　吠えて教えてくれてたんだね！　すごいよ、凜太郎は。あいつの本性、見抜いていたなんて。ホント、すごいよ。ありがとう。私、目が覚めたよ」

「ワンワン」

「あんな男だったなんて……利用されてただけだったなんて……自分がバカすぎて、信じられない……」

「ワンワン」

「凜太郎……く、悔しいよぅ」

　温かい。凜太郎の体温がジンと伝わってきて愛衣の体を包み込む。

「う……うぅっ。り、ん……うわーんっ」

　こらえていた感情が爆発し、愛衣は凜太郎の体に顔をうずめつつ、叫ぶように声を上げて泣いた。

「クーン、クーーン」

　鳴き方が変わり、本当に慰めてくれているみたいに聞こえる。優しい凜太郎の声は愛衣の心の奥深くまで沁み込んでくる。

「クーン」

「ありがとう、慰めてくれてるんだよね。優しいね。大好きだよ、凜太郎。私には凜太郎しかいない。凜太郎……凜太郎、ずっと一緒だよ」

　愛衣がギュッと抱きしめても、凜太郎はビクともせずジッとされるがままになっている。そして時折、愛しげに愛衣の手や顔を舐めた。

　失恋の痛みが急速に癒やされていくのを感じる。それと同時に、もし次にカレシ候補になりそうな男性が現れたならば、凜太郎にジャッジしてもらおうと思った。凜太郎が懐いてくれたら、きっとその男性はいい人のはずだから。

　それなのに。

　それから三日後、なんとなく凜太郎の元気がないような気がしたと思ったら。






「凜太郎！」






　急に立つことに苦労するようになり、愛衣は慌てて動物病院の主治医のもとに駆け込んだ。

　検査の結果はどこも悪くない。それなのに立つこともままならないし、食欲がグンと減った。大好きだったチュイナーも食べなくなり……

　間もなく、凜太郎は息を引き取ってしまったのだった。

















第二章　異世界に拉致られる












　凜太郎が天に召されてから一週間が経った。

　その間、愛衣はペット葬儀屋に連絡をして葬儀を行った。凜太郎の遺骨が入った骨壺は、花と大好きだったチュイナーとともに机の上に祀っている。

　有給休暇を取得したのは凜太郎が亡くなった翌日の葬儀の日だけで、その次の日から出勤したものの、なんだか身が入らない。周囲にも休んだ理由は言っていないので、凜太郎のことを話せる者はいなかった。

　だから余計に孤独感と、果てしなくこみ上げてくる悲壮感に愛衣の気持ちは沈み込む。凜太郎のことが頭から離れないというよりも、頭も心も無の状態でなにも考えられなかった。

「梅宮さんっ」

　パソコンを見ていた愛衣に、前の席からヒステリックな声が響いた。後輩の沢田さわだが受話器の送話口を手で覆いながら、こちらを睨んでいる。

「梅宮さんってばっ」

「……え」

「え、じゃないですっ。すごいミスしてますっ」

　ミスという言葉にようやく愛衣の目に感情が浮かんだ。

「ミス？」

「福島支店からです。チラシって書かれている荷物が四十個ほど福島に届いたそうです。数的に十万枚くらいあるんじゃないかって。今週末、福岡で行われるイベントのチラシを手配したのって梅宮さんですよね？　桁と送り先、間違ってますよ！」

　沢田の指摘に愕然となり、すべてを把握したら全身をヒヤッと冷たいものが包んだ。同時に、恐怖にも似たなにかがこみ上げてくる。

「ゼロ一個多い……」

　愛衣の言葉に沢田が、

「です！」

　と、力いっぱい即答した。

「沢田、一万部分を福岡に送ってもらって、残りは処分してもらえるように頼め」

　横から課長の重野しげのが割って入ってきた。

「あ、はいっ」

「吉本よしもとは福岡支店に電話して、一日待ってもらってくれ」

「わかりました」

　課のスタッフが重野の指示に従って素早く動く。一方、愛衣は完全に硬直してしまって声も出なかった。

「梅宮、ちょっとこっちへ来い」

「……は、い」

　重野に呼ばれて近くのブースに移動する。椅子に腰を下ろすと、重野はわずかに身を乗り出すようにして愛衣の顔を覗き込んできた。

「先週、休んだな」

「はい」

「病院にでも行ってきたのか？」

「え？」

「この一週間、ずっと顔色がすぐれないし、元気もないだろう。調子が悪いのなら、みんなに共有して調整しろ」

「…………」

「病気を押して仕事することはないし、無理をして今回のようなポカをされたんじゃ、周囲が迷惑だ」

「すみません」

「どうなんだ？」

　体調不良だと思っている、そう感じて愛衣はヒヤリとした。まさか愛犬が亡くなったので注意散漫になり、このたびのミスを犯しました――とは言えない。

（どうしよう。このまま、そういうふうに流しちゃえばいいかな。でももし大事になって診断書を、なんてなったら困る。家族の調子にする？　でも、それも……）

　重野は愛衣の返事を待っているようで、続けてなにか言いそうな感じはしない。

「先週はおっしゃる通り、その、調子がすぐれなかったんですが、だからって病院に行ったわけではなく、家で休んでいました。えっと、家族のことで悩んでいて、それで元気がないように見えたのだと……すみません、ご迷惑をおかけしました」

「……そうか。体調不良を隠しているんじゃないならいい。プライバシーに踏み込むことはできないが、業務に支障が出るようでは困る。俺や、総務に相談するなりしてくれ。みんなコスト削減の中で一生懸命やっている。こんなことで不要な費用を発生させたら、努力が無駄になる。我々も、下請けも」

「はい。すみません」

　重野が、うん、と頷き、立ち上がった。それにつられて愛衣も腰を上げる。

　席に戻ると、すべてが終わったようで、みなそれぞれ自分のパソコンに向かって仕事をしていた。

「あの、沢田さん、どうなったかな」

　愛衣が沢田に声をかけると、沢田だけではなく七人いるスタッフ全員が顔を上げて愛衣に視線を向けてきた。

「福島が対応してくれました。大丈夫です」

「福岡も一日遅れでＯＫくれました」

　沢田のあとを吉本が取り、結果を口にする。愛衣は目をパチパチと瞬きながらそれを聞き、終わると頭を下げて礼を述べた。

「珍しいミスですよね、梅宮さんにしては。最近、なんだか集中力がなさそうだし、どうしたんですか？」

　吉本が聞いてきたが、愛衣は困ったように項垂れた。

「自分ではちょっとわからないけど、集中力がなかったと思います。とにかく気をつけます。助けてもらって感謝しています。本当に申し訳ありませんでした」

　沢田と吉本は愛衣の謝罪に軽く頭を下げて応じ、他のスタッフはやり取りを見守って終わった。

　その後は特になにも起こらなかったし、愛衣もミスを起こしたことによって自分を戒め、仕事に集中した。

　終業時間が来てもまだやるべきことが山とある。一服を兼ねてまずはトイレと思って、個室に入ったところで人の声が聞こえてきた。複数聞こえるが、そのうちの一人が沢田であることに気がついた。

「っとに信じられないよね、十万枚もチラシ作ってどうする!?　って感じ」

「けど、九万分の処分も大変だよね、福島」

「ホンそれ。印刷代、廃棄代、送料、コスト削減コスト削減ってうるさく言われて、ギリギリでいろんなところにお願いしてるってのに。それに紙や材料もだよ。信じられない」

　発注ミスの話をしている。愛衣は心臓がドキドキと激しく打つのを感じ、思わず手で胸を押さえた。

「でも沢ちゃん、ミスは誰でもするし、そんなに責められないよ。私だってけっこういっぱいやらかしてるから」

「そりゃー私だってそうだけど。けど、同時に発送先も間違えてるのよ？　福岡と福島。ちゃんと確認しろよって思うわよ。イベント前だってのに」

　同僚の女は、うーーん、と唸っている。

「耳、痛いわ」

「だからぁ、ミスは誰だってするんだけど、同時に複数するってのは、よほど浮ついてるってことでしょ？　ここ最近、なんかボーっとしてるし、真面目にやれやーって感じ」

「浮ついてるの？　梅宮さんってカレシいたよね？　結婚するとか？」

「あーー、そういう感じではない」

「じゃあ、逆に振られたとか」

「アリだな。あとは……ワンちゃん高齢だって言ってた気がするから、ワンちゃんになにかあったのかもね。でも、それであっても、あんなヘボミスする理由になんないわよ」

　またしてもドキンと鼓動が跳ねた。緊張と同時に得体のしれないものがこみ上げてくる。

　ドクドクドクと動悸が起こる。愛衣は両手で口を押さえ、その得体のしれないものを必死で押し込めようとした。

「きっつー。沢ちゃんって梅宮さんと仲いいんじゃなかったっけ？」

「えーー、私、梅宮さんのサポなのよ？　誰だってこのシチュなら表向き仲良くするでしょ。梅宮さんってイマイチ暗くて苦手だよ。あんまり近づきたくないタイプ」

「そーなんだ」

「そーそー、なに考えてるか、わかんない感じ」

　その後、足音が遠ざかっていった。用を足しに来たのではなく、帰る前に化粧直しに寄ったのだろう。

　二人がいなくなっても、愛衣は身動きが取れなかった。

（沢田さんとはうまくやっているって思っていたけど、そんなふうに思っていたんだ……そっか）

　ショックだ。気持ちがどよんとなる。全身から力が抜けていくような感じがする。

　それからどれだけぼんやりしていただろう。ガタンと隣の個室の扉が閉まった音がして、ハッと我に返った。慌てて自席に戻るも、周囲の目が気になって集中できない。

（長いこと、どこ行ってたんだって思ってるよね）

　そんなことを考えると妙な緊張が起こる。チラリと目だけ動かして沢田の席を見たが、彼女の姿はない。やはりあのまま帰ったのだろう。

　愛衣は背筋にヒヤリと嫌なものが走る感じがした。

　まったく集中できない。このままここにいてもまたミスをしてしまいそうだ。

（今日は帰ろう。ちゃんといっぱい寝て、気持ち立て直して、明日からしっかりやれ、私。じゃないと、天国の凜太郎が安心して過ごせないだろ！）

　愛衣は急いで片づけをすると立ち上がった。

「お先に失礼します」

　まだ席にいる同僚たちに声をかけ、フロアを出た。

　地下鉄に向かってため息交じりに歩く。

　気が緩むと気持ちは下向きになる。なぜなら帰っても、部屋はシンと静まり返っていて、その静けさが鋭く刺さるのだ。早く帰って寝ようと思うが、その気持ちが霧散しつつある。愛衣は駅の途中にある公園へ入ってベンチに腰を下ろした。

（家、か……）

　凜太郎のいない家がいかに寂しいか、この一週間で思い知らされた。

　呼んでも返事はなく、駆け寄ってくる足音もない。

　返事だけではない。凜太郎はテレビが大好きで、切るとものすごく寂しそうにするので、留守番の際はボリュームを幾分下げつつも、つけっぱなしにしていたのだ。今はその必要がない。だから玄関を開ければ無音で、静けさが心に突き刺さるのだ。

　そのくせ部屋のどこを見ても、多くの思い出が蘇ってきて、そこかしこに凜太郎の姿が見えるし、凜太郎の鳴き声も聞こえるし、匂いも感じられる。

「凜太郎……」

　今も部屋で寝そべって愛衣の帰りを待っているように思えるし、その様子が脳裏に浮かぶ。

　もう凜太郎はいない。

　動かなくなってしまった体を見たし、硬く冷たくなった体も抱きしめた。

　葬儀を行い、骨も拾った。今、凜太郎の体は骨壺にあり、魂は天国にいる。

　十四年間、ずっと一緒にいた大切な存在は、もうこの世にはいない。

　愛衣を置いて、手の届かない世界に逝ってしまった。

　愛しい存在を、完全に失ってしまった。

　人間と犬なのだから、仕方がない。与えられた命の時間は異なっているのだから。

（凜太郎が人間だったらよかったのに。私が犬だったらよかったのに。そうしたら同じ時間を過ごして、ずっと一緒にいられたのに）

　グズッと鼻を鳴らし、愛衣はこみ上げてくる涙をこらえた。

　これを乗り越えなければならない。でないと、凜太郎を安心させてやることができない。

　愛衣はネガティブな自分を叱責し、前を向こうとした。

　その時。

「あーー、アナタ～、元家政婦さんじゃないの～？」

　不意に横から声がして、愛衣は顔を上げ、そちらに向けた。

「ほらぁ～、やっぱり～。タカシ、衝撃の再会～」

　崇とリコがそこにいた。

（なんてこと）

　なんという意地悪な偶然だろうか。

（どうしよう）

　全身がシンと冷える。

　ゴクリと生唾を飲み込む。

　立ち上がろうとするが、体は動かない。

「よぉ、久しぶり、ってほど久しぶりでもないか」

「…………」

「どうだ？　新しいオトコは見つかりそうか？　お前、そろそろ結婚したいとか言ってたもんな。一から始めなきゃいけないから大変だろう」

「…………」

「あの凜太郎とかいうクッソ生意気な犬が人間だったらよかったのになぁ」

　鋭い矢じりが胸に勢いよく突き刺さったような気がした。

「ま、仕方ないか、犬が人間に変身することはないもんな」

「えー、でもおじいちゃんなんでしょ～？　変身したって、おじいちゃんじゃあさぁ～」

　リコが言ってからキャハハと笑った。

「俺、一つだけお前にアドバイスできるぞ」

「なになに～知りたい！」

　リコが脇から茶化して質問をする。崇はリコの肩を抱き寄せて笑う。

「お前、大企業に勤めているから給料はいいからさ、金のないオトコだったら、コロッていくかもしれないってな」

「それ、タカってるだけじゃない～」

「そうとも言う」

　いつもの愛衣なら怒り心頭で、一つか二つ怒鳴って立ち去ることだろう。だが凜太郎がいなくなって心が空洞状態の愛衣は、崇の心ない言葉で暗黒の世界に突き落とされた。

「お金で釣るかぁ～、アリだね」

「アリだろ？」

「でも家事は得意だよね？　リコは苦手だから」

「まぁまぁ金を稼いで家事もやってくれるオンナは便利だけど、それって便利度の話だから、女力がない低レベルヘボヘボオンナに惚れるオトコってどんだけいるんだろうな」

　カカカッと軽快に笑う崇に愛衣は茫然となった。

　そんなふうに思われていたなんて、と。

　三年という交際期間に交わした関係はなんだったのか、と。

　自分は崇のなにを見てきたのだろうか、と。

　今日のミスをきっかけに、しっかりしなければ、と思うようになった。ようやく少し気持ちを立て直せてきたというのに。

（私、やっぱり、ダメだ。私なんて、ダメなんだわ。両親に無視されたのは、我が家が男性優位の家庭で、弟が生まれたからだと思っていたけど、そうじゃなかったんだ。お父さんやお母さんが言うように、私がダメな子で、だから……家の中で、捨てられたんだ）

　鼻の奥がツンと痛くなり、目の前が滲んでくる。

　耳には崇とリコの軽薄な笑い声が聞こえてきて、脳内を侵食してくる。

（もう、どうでもいい……）

　自分を蔑み、嘲笑する二人の前でも、涙をこらえることができないまでに追い詰められた。両手で顔を覆い、下を向いた。

「あーあ、タカシ、泣いちゃったよ？　ひどいオトコねー」

「アホか。俺じゃなくお前だろ？」

「アタシのわけないじゃない～。タカシだよ。自分の正体が便利屋さんだって気づかせたのタカシだもの」

「俺じゃないっての。自分で自分のバカさ加減に気づいてへこんでいるだけだろ」

「えーーーー」

　耳に届く言葉も愛衣の心を傷つけるけれど、もうなにも感じないレベルで、愛衣の限界は超えてしまっていた。

（私なんて……だって、家族にさえ愛してもらえなかった落ちこぼれだから。それでも一生懸命頑張ってきたのに、やっぱり、ダメだったんだ……）

　俯く愛衣の目から大きな涙が一粒流れ落ちた、その時だった。

　頭上から妙に温かなものが降り注いでいる気がする。

「なんだ、これ」

　崇の言葉が耳に入ってくる。それを聞き、自分だけが感じているわけではないと思って顔を上げると、目の前が突然カッと光った。

（え？　え？　なに？）

　大量の煙が発生して周囲に広がり、完全に前が見えなくなった。

　動けなくてジッとしていると、煙がゆっくりと消えていく。

「ちょ！」

　煙が引いて周囲が見え始めた矢先に大声を出したのはリコだった。

「なになに!?　すっごいイケメン！　っていうか、コスプレ王子様!?」

　轟き渡るような声で叫んでいる。その言葉に驚いた愛衣は、きょろきょろと見回した。

「あ」

　愛衣の後方に若い男が立っていた。確かにリコが言うように、王子様衣装に身を包んでいる。

　細かな意匠が施されたジュストコールに、総レース仕立てのクラヴァットをした、十九世紀の王子様風だ。豪華な金髪は公園の街灯に照らされてキラキラと輝いて見える。さらに顔も思わず見惚れてしまうほど秀麗だ。

　文字通りの甘いマスクにリコは頬を朱色に染めてすっかり見入ってしまっている。

　愛衣、崇、リコが唖然呆然となっている中、王子様風の男は愛衣の目の前にやって来たかと思うと、いきなり片膝をついて跪いた。そして愛衣の手を取り、その甲にそっと口づけをする。愛衣はギョッとなった。

「ちょっと」

「やっと見つけました、我が姫」

「……姫ぇ!?」

　あまりの驚きように愛衣の声が裏返っている。王子様風の男はニッコリと微笑んで頷いた。

「あなたは私にとって『運命の姫』であり、国を守る『聖女』なのです」

　その瞬間、愛衣の顔が無になった。

（もしかして、関わらないほうがいい人？）

　ジト目の愛衣の様子に気づいたのか、男がフッと笑った。

「申し遅れました。私はカイン・クレイブ・ローエングリンと申します。異世界バーニアに存在するコーリエント王国、国王の嫡子にして、あなたの夫になる者です」

「……はあ」

　なんと言っていいのかわからず、間の抜けた返事をしてしまう。そんな愛衣を、カインと名乗った自称王子様は愛おしそうに見つめている。
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「今までたくさんつらい思いをされましたね。本当によく我慢し、頑張ったと思います」

「なに、言ってるのよ、我慢って」

「あなたの周囲にはクズが多くて見ていて心配でした。あなたはとても優しくいい人なので、クズが寄ってくるのです。その優しさを享受しようとして。そう、あなたはクズホイホイなのですよ。すぐそこにもいるので、わかるでしょう？」

「…………」

　愛衣の目が「お前、なに言ってんだ？」と語っているが、カインはまったく気にしていない。

「ですが、もう大丈夫です。安心してください。あなたの我慢と努力は報われるのです。これから最高の人生が待っています。私があなたを幸せにしますから」

　そこまで言うと、カインは立ち上がった。顔を体ごと崇に向ける。そして鋭く睨んだ。

「横山崇、よくも我が姫にひどいことをしてくれたな。貴様は最低な人間だ。今後は己の言動の報いを受け、最低な人生を歩むことだろう。己の愚かさを悔いるがいい」

「はあ？　お前、なにクソ言ってるんだよ。そんなわけのわからないカッコしてるくせしてよ。コスプレはイベントの時にしろっての」

「でも超イケメンで、すごーくかっこいいけど！」

「リコ」

「だって！　アタシも超イケメンに姫とか言われてみたい～」

　二人が少々もめているのを無視し、カインはピーー！　と指笛を吹いた。

「アイチャーーーン！」

　カインが空に向かって叫んだ。するとどこからともなく蹄の音がしてくるではないか。

　愛衣はどこから聞こえてくるのか目をきょろきょろさせ、その姿を見つけた。

　遥か頭上、天高い闇夜の中から、銀色に輝く馬が駆け下りてくる。

「えぇ、翼!?」

　どこからどう見ても馬なのに、大きな翼を羽ばたかせているではないか。だが驚きはそれだけではなかった。額からは一角獣を思わせる鋭く長い角が一本生えているのが見える。

「ウソ、どっち」

「どっちとは？」

　カインが尋ねてきたので愛衣は素直に答えた。

「翼があるのはペガサスで、角があるのはユニコーンでしょ。どうして両方あるのよ。反則じゃない!?」

「私の生きる世界、バーニアではあれが標準的な馬なのです」

「馬！　あれが普通の馬！」

「そうです。馬です。彼女は私の愛馬で、名前はアイチャンです」

「…………」

「我が『運命の姫』の名前をいただきました。可愛いでしょう？」

　返事に窮する言葉に、愛衣は両眼をめいっぱい見開き、ジッとカインの顔を凝視する。間もなく到着したアイチャンがカインに顔をこすりつけて愛情を表現する。

（これが、普通の、馬……）

　長い角に大きな翼。顔はユニコーンで体がペガサス。

　コスプレの延長でアイテムをくっつけているのかとも思ったが、ブルブルと鼻を鳴らして顔を振るアイチャンの様子からは、無理やり額に角をつけられている感じはしない。どう見ても生えている。

　それから背中の翼もバサバサと羽ばたかせているので自ら動かしているのだろう。

　愛衣はふと気づいたことがある。

（この馬……馬って言うのも変な感じだけど、でもこの馬って、呼ばれてから舞い降りてきたわよね？　じゃあ、この人はどうやってここに来たの？　煙の中から現れたけど、馬に乗ってここまで来たんじゃないの？）

　頭の中、クエスチョンだらけだ。

「あの」

「では行きましょうか」

「へ？　行く？　どこへ？」

「もちろん異世界バーニア、コーリエント王国です。あなたは私の妃となり、のちに王妃となる、我が国の『聖女』なのですから」

　またわけのわからない言葉が出てきた。

（王太子の妃が王妃になるのはわかるけど、聖女ってのがよくわからない。というか、聖女って、なに？　最初から最後まで、なに言ってるのかさっぱりわからないんだけど。やっぱりイっちゃってる人なのかな。いや、そうでしょ、これ）

　意味不明の王子様衣装の男と、角と翼を持つ銀色の肢体の馬。理解が追いつかないが、愛衣はチラリと崇に視線をやった。

（私一人が幻を見ているわけじゃない……ってことよね）

　崇は口をあんぐり開け、マヌケ面で馬を見つめている。それは崇だけではなく、隣にいるリコも同様だ。

「えーっと……」

「さぁ、乗ってください！」

「えぇっ！」

　なんと返事をしようか迷っている間に、カインが驚く速さで愛衣をひょいと持ち上げ、アイチャンの背に乗せてしまった。

　カインはけっしてマッチョではない。むしろその逆で痩身だ。それなのになんなく愛衣を高い位置にある馬の背まで持ち上げるなど信じられない。

　愛衣が驚いている間にカインもアイチャンの背に飛び乗った。

（えええええーーっ、そのジャンプ力!?）

　腕力だけではなく、脚力もすごい。

（どういう身体能力なの！）

　カインが手綱を握り、アイチャンに向かって叫ぶ。

「アイチャンよ、異世界バーニアへの門が閉じる前に戻るぞ。コーリエント王国へ向けて出発だ！」

「ヒヒーーーン！」

　嘶きと同時に大きな翼をバサバサと羽ばたかせる。そして、ふわりと浮いた。

「飛んだ！」

「当然です。さぁ、我が祖国へいざ行かん！」

「いざ行かんって……ええーーーーっ、ちょっと待ってよ」

「待ちません。あなたはこの世界にふさわしくないし、ここにいても幸せにはなれないのですから」

「でも！」

「私があなたを幸せにするのです。そして異世界バーニアはあなたにとって最上の世界となるでしょう」

　アイチャンが足と翼を大きく動かして空中を駆け上がっていく。

「ええええええーーーーーー！　うそぉーーーーーーーーーー！」

　愛衣の声がこだましている。ぽかーんとなっている崇とリコが見つめる中、二人を乗せたアイチャンは天高く舞い上がり、そして消えていったのだった。

















第三章　聖女ポジらしい












　オーロラのような七色の輝きが筒状になって続いている。なにかのアニメで見たような気がするが、きっと気がするだけだ。

　強い風が吹きつけているので愛衣の髪や服は激しく靡いているが、これも気がするだけだ。そう思うことにする。

（夢、そう、夢！　夢を見てる。私は寝てるんだ。いつの間に帰宅したのか知らないけど、寝てるんだ！）

　自分に言い聞かすのだが。

（えーっと……）

　王子様スタイルの超イケメンがずっと手を握っていて、じんわりと体温が伝わってくるのだが。

（温度まで感じるって、なかなかリアリティのある夢よね。凝ってるわ！）

　さらにその手はギュッと強く握ってきて、圧力まで感じられるのだから臨場感満載なのだが。

（夢、よね）

　夢に違いないという思いがみるみる放物線を描いて落ちていく。

「着きましたよ」

　カインの言葉と同時に、ワーっという歓声が遥か下界のほうから聞こえてきた。拍手の音まで聞こえてくる。

　続いて白い光に包まれ、次に前が開けたと思ったら青空が広がった。絶景だ。

　アイチャンがゆっくりと降下を始める。

　ドイツのノイシュバンシュタイン城を思わせる造りの城、その中腹ほどにある広場のような場所に着地した。

　驚くのは城も着地した場所も、クリスタルで覆われているかのようにキラキラと青白い輝きに包まれていて、なんだかずいぶん近未来的に見える。

　さらに城の周囲には大小様々な岩が複数浮いていて、そこから幾本もの水が滝のように流れている。そのため虹がたくさんかかっている。

（異世界バーニアって言ってたっけ。ホント、まるっきり異世界……ゲームの中に迷い込んだみたいだ）

　映画やゲームで見たような風景が広がっている。ここなら確かに空飛ぶ馬が特別な存在ではなく普通なのかもしれないし、もっとファンタジックな動物がいるかもしれない。いてもおかしくはないだろう。

（キメラとかドラゴンとかいるのかな）

　なんてぼんやり考えてしまう。だが意識はすぐに引き戻された。至る所で老若男女問わず「聖女様ー！」と黄色い声を上げていることに気づいたからだ。

（どういうこと？　聖女様ってなに？　私のどこが、どういう理由で聖女様なわけ？）

　アイチャンから降りたカインが歓声を上げる人たちに向けて手を振ると、ピタリと止まった。

　よく見ると、集まっている人たちはそれぞれの仕事に応じた制服を着ている。官吏っぽい制服の人、執事服の人、メイド服の人、コックコートの人、庭師らしい服装の人、祭司やシスターのような衣装の人。

　城内や敷地内の建物で働く人たちなのだろう。

「みなの者、ようやく聖女をお連れすることができたぞ」

　カインが言うと、また割れんばかりの歓声と拍手が起こる。カインは手を挙げてそれを鎮めた。

「そして聖女は私の妃となり、次代の王妃としてみなを守ってくださる」

　三度目の歓声。聖女様！　聖女様！　と声を揃えて叫んでいる。

「愛衣、手を振って」

「あ、でも」

「みなが待っていますから。さぁ」

　戸惑いながらも右手を顔の高さまで持っていくと、今までにないものすごい歓声が上がった。

「え……」

「振ってあげてください。それに、ほら、笑顔」

　そんなことを言われても、と思いながらも歓声の迫力に押されて手を振り、無理やり口角を上げる。

　官吏とおぼしき制服を着た男が歩み寄ってきた。二人の目の前まで来ると右手を胸にやって丁寧に頭を下げる。

「お帰りなさいませ。ご無事で安心いたしました」

「当然だ。制約の効力は強力であり、軌道魔法は正確だ。お前は何事も過度に心配しすぎる」

　男はニッと得意げな笑みを見せた。

「愛衣、この者は私の近習でブレス・キャトーといいます。なにかと顔を合わせる機会が多いでしょうから覚えていただけると助かります」

「わかった。ブレスさん、梅宮愛衣です。よろしくお願いいたします」

　愛衣が挨拶をすると、ブレスはもう一度深く礼をした。

「ご丁寧にご挨拶いただき、恐縮にございます。ブレス・キャトーでございます。どうぞ、お見知りおきを」

「大切なお方だ、無礼のないよう細心の注意を払うように」

　横からカインが言葉を挟むと、ブレスは軽く頷いた。

「心得ております」

「周囲にもだぞ」

「殿下、くどいですよ」

　なんだか大層な会話を交わしている。

　目がグルグルしている愛衣に気づいたカインは肩をポンと叩いた。

「そんなに緊張しなくても大丈夫ですよ」

「……そ、う。えっと」

　言いながらもう一度周囲を見渡す。

　クリスタルに輝く西洋型の城、宙に浮く大小の岩、そこから流れるいくつもの滝、そして滝の水によって生まれる美しい虹。広場に集まる幾種類もの職業服を着た人々。

　間違いなく愛衣の生きている東京ではない。

（異世界？　マジで？　私、とんでもないところに来ちゃった？　というか、崇の浮気や凜太郎の死とか、ホントにいろいろありすぎて、もうもたない）

　そう思った矢先、愛衣はフッと意識が遠のくのを感じ、そこからのことはわからなくなってしまった。






　次に気がついたのは、高級ホテルのスイートルームのような部屋の、大きなベッドの上だった。

　そのベッドの縁に腰を下ろし、カインが見下ろしている。部屋の端には先ほどの制服姿の男と、三名のメイド服の若い娘が控えている。

　どれくらいの間、気を失っていたのかわからないが、カインはずっと見つめていたのだろうか。

　目が合うと、蕩けそうになるくらいの甘い笑みを向けてきた。

（マジですか？）

　このシチュエーション、どうしていいのかさっぱりわからない。

「目が覚めましたか？」

「……うん、いえ、はい」

「起きなくていいですよ。驚かせてしまったのは私だし、愛衣は疲れているのだから、ゆっくり休んでください。もう満員電車なるものに乗って出勤することもないのですから」

　言われてみれば確かにそうだ。異なる世界に来たのだから、会社に行くことはない……と、そこまで考え、愛衣はハッとなって、ガバリと起き上がった。

「愛衣？」

「異世界に来たって、私の世界では私はどうなっているの？　私がいなくなったら、会社は」

「心配無用です。愛衣の世界では、愛衣の痕跡は消えていますから」

「消えて、る？」

「はい。綺麗さっぱり」

　カインがニッコリと微笑む。

「ここに来る途中、七色の道を通ったでしょう？　あれは『軌道魔法』という魔法の道です。召喚された者は元の世界での存在を消されます。もう愛衣のことを覚えている人はいません」

「…………」

「私が強引に連れてきてしまったけれど、大丈夫。愛衣のことを心から慕っている私が大切にしますから。あなたは私に愛されて過ごせばいいのです。それにあなたは我が国の聖女です。とても大切な存在なのですから、みなみな敬意をもって接してくれます」

　やはりこの男の言っていることは理解できない。

　愛衣の中の不審感はどんどん膨らんでいく。しかしながら、見たこともない、考えられない景色が広がっている世界にいることは確かだ。

（この部屋も……普通じゃない）

　目だけ動かして部屋を見回すが、天井付近、映画に出てきそうな人魂チックな炎が至る所に浮いている。ありえない光景だ。

「ライトが気になりますか？」

　思っていることを尋ねられてドキンとなる。

「あれも魔法で照らしています。この世界には電気はないけれど、魔法という動力がありますから、愛衣の世界に負けないほど便利ですよ」

「……そう、ですか」

「重ねて言いますが、あなたは私にとって『運命の姫』であり、国を守ってくれる『聖女』なのです。二重に特別な存在です。みな、あなたが来るのを心待ちにしていました。ようやく願いが叶いました」

「どうして私があなたの『運命の姫』なの？　はじめて会ったんだけど。さっぱりわからない。きちんと順を追って説明してほしい」

　少しきつい口調になってしまった。カインは驚いた顔をした。その後ろに控えているブレスのほうは顔を歪めて一歩踏み込んできた。それをカインが手で制す。

「ちゃんと説明します。質問には答えます。けれどその前に、愛衣にはゆっくり休んでほしいし、必要なら食事や入浴なんかもしてほしい。リラックスしてほしいのですよ」

「…………」

「あなたが思っている以上に情報量が多いですからね。それになにより、ここがあなたにとって安全であることもわかってほしいのです」

　言われていることはわかるのだが、愛衣は自分の中にカインに対する不信感があることを理解している。信用できないし、信用する材料がない。とはいえ、この状況だ。ストレートにそれを口にするのは得策ではない。もしカインの機嫌を損ねたらどうなるのか想像もつかない。

　愛衣は考えていることとは別のことを口にした。

「休めと言われても、やっぱり落ち着かない。私のなにを知っているの？　さっきも言ったけど、はじめて会うわよね？」

「愛衣のことならなんでも知っています」

　反論しようとすると、カインは人差し指を愛衣の唇に当てた。

「あなたの両親が弟に執着して、あなたを放置したとか」

「え……」

「塾にも予備校にも通わせてもらえなかったのに、自力で学んで東京の有名大学を卒業し、大手の会社に就職したとか」

「…………」

「まだあります。ろくでもない男に掴まって、利用されていることに気づかず健気につくしていた、それが先日判明したとか。どうです？　よく知っているでしょう？　私は愛衣のことならなんでも知っています。あなたがとても頑張り屋で、優しくて、バイタリティーがあることも」

　絶句している愛衣にカインはこれ以上ないと言うほどの甘く魅力的な笑顔を向けた。

　だが、愛衣が思ったのは――

（ストーカー？　ヤだ、こわっ）

　とはいえ、言われたことはすべて正しい。確かにカインは愛衣の諸々を理解しているのだろう。

　そして望んだわけでもなく、半ば強制的にこんなわけのわからない世界に連れてこられて、帰る術がわからない。事の根源の張本人であるカインを頼るしかないのが現実だ。そして彼はこの国の王太子である。思いのままだ。

（怒らせたらどうなるんだろう）

　愛衣は視線を彷徨わせながら思考の方向を変えた。

（これ、やっぱり夢ってことでいいよね？　だって、なにもかもが異常だし。ありえないし。夢確定なら、あんまり深く考えず状況を楽しむって手もあるけど。王子様に異世界へ連行されてプロポーズされるってゲームみたいな話、ないもんねぇ）

　瞼を閉じて人差し指を眉間に当ててグリグリしてみるが、押している感覚はある。

（というか、夢だと思いたいのだけど……夢確定したい）

　そこまで考えて顔を上げるとカインと目が合った。

「夢だと思っているのかもしれませんが、現実ですからね。私はずっとあなたを幸せにしたいと願っていました。私自身が、私のこの手で。ようやくその希望が叶うのです。この胸の高鳴りが伝わるでしょうか」

「……うーん」

　思わず唸ってしまい、慌てて口を閉じる。カインは微笑むばかりで咎めはしなかった。

「私はあなたを心から愛しています。だから、あなたがなにをしようと咎めませんし、怒りも叱りもしません。ですが、あなたはこれから生きていく世界、つまりこの世界の常識やルールを知りません。気をつけないとあなた自身がトラブルに見舞われるので、注意してほしいのです」

「…………」

「この世界のことは無理せずゆっくり理解してください。時間はたっぷりありますから。当座はなぜ私がこれほどまであなたを想っているのか、そのことに気づくための努力をしていただきます」

　返事に窮して首を捻ると、カインは何度も頷いた。

「私が何者なのか、それを知れば、あなたはきっと私の愛に応えてくれるでしょう。信じています、愛しい人」

「教えてくれるんじゃないの？　質問に答えるって言わなかった？」

「質問には答えますが、私が何者かだけはあなた自身で気づいてもらわないといけないのです」

　話が違う――そう言おうとしたら、人の気配がして愛衣は口を噤んだ。

「お話中恐れ入ります」

　シンプルな白と黒のドレスを着た中年の女性がそっと声をかけてきた。

「エルメ？　どうかした？」

　エルメと呼ばれたその女性が丁寧に礼をする。

「間もなくお食事の用意が整います。愛衣様には奥の間に移動願いたいのですが」

　食事と聞いて急に空腹を覚え、思わず胃の上に手をやる。恥ずかしくも、くぅ、と鳴った。

「そうだった。私としたことが申し訳ないことをした。愛衣、食事をしてきてください。この話の続きは夕食の時にしましょう」

「あなたは食べないの？」

「私はもう済ませたのです。エルメについて行ってください。エルメ、愛衣をよろしく頼む」

「かしこまりました。愛衣様、わたくし、愛衣様の筆頭侍女役を仰せつかりました、エルメ・オードリー・アンバリューと申します。どうぞ、よろしくお願い申し上げます」

　エルメは優雅に腰を折って礼をした。

「梅宮愛衣です。こちらこそ、お世話になります。よろしくお願いします」

「愛衣様、ご丁寧にありがとうございます。光栄でございます。それではご案内いたしますので、こちらへどうぞ」

　促され、愛衣はベッドから下りてエルメについて隣の部屋に向かった。

（うわっ）

　部屋にはエプロン姿の若いメイドが六名並んで立っている。

「お召し物を脱いでいただきます」

　エルメが言うと、六人のメイドが動き始め、テキパキと仕事を開始する。

　二人一組のようで、片方が愛衣の服を脱がせると、もう片方がそれを受け取って脇に移す。脱がせ終わると今度はアンダー着用のため片方が下着を渡し、もう片方が愛衣に着せるという感じで作業が進んでいった。

「おかけくださいませ」

　下着姿でドレッサーの前に座ると、長いケープを巻かれた。

　一組が髪を結い、一組が化粧をし、一組がネイルをする。三組の手際は先ほど同様に大変よく、ほぼ同時に作業が終わった。

　化粧はさすがにプロといった感じで、別人のように仕上がっている。アップにした髪には緑色の髪飾りがキラキラと輝いている。

　今度は立ち上がり、ドレスを着せられる。

　生まれてはじめてと言っていい高価でゴージャスなドレスに、愛衣はドギマギしながら袖に手を通した。

　着衣が終わるとアクセサリーをつけられる。

　耳にはイヤリング、首には大玉の宝石がついたペンダント、指には指輪、腕にはブレスレット。そして最後にハイヒールを履いて終わりだ。

「すごい……誰だかわからない」

「大変お綺麗でございますわ。宝石は殿下の瞳の色であるエメラルドでございます」

　胸元で輝くエメラルドのペンダントは雫型にカットされた大玉だ。装飾はシルバーで両翼を広げたような意匠になっている。

（これ、どれくらいするんだろう）

　高級宝石店のガラスケースに飾られているような代物だ。愛衣は食い入るように見つめているうちに、背筋に冷たいものが流れていくような気がした。

（私にふさわしくなさすぎて肌が爛れそう……）

　庶民な自分を痛感して悲しいけれど、これが現実だ。

　そこから移動し、さらに隣の部屋に行くと、テラス窓の近くに丸テーブルが置かれていて、その上には高級フレンチのような食事が並んでいた。

「すご……」

「殿下から愛衣様の好みを教わっておりますので、どれもお口に合うと思います。さぁ、どうぞ、おかけになってお召し上がりくださいませ」

　エルメが椅子を引いてくれたので、愛衣はおとなしく従った。

「本日のランチは鶏もも肉のグリル、クランベリーソース添えでございます」

　メインの皿には艶やかに光っているクランベリーソースが敷かれ、その上にこんがりと焼かれた鶏もも肉が盛りつけられている。添えられているのはひよこ豆と角切りリンゴのヨーグルトサラダだ。

　皿の隣にはやんわり湯気を立てているクロワッサンとコーンポタージュが置かれている。

「食後はバラのジュレをあしらったレアチーズケーキをご用意しております。レアチーズケーキは愛衣様が特にお好きなデザートとのことで、ご用意いたしました」

「…………」

　チキンもレアチーズケーキも愛衣の大好物だ。カインが言った、愛衣のことならなんでも知っている、というのは本当かもしれない。

（こっわ）

　はじめて会った人にここまで知られていることにゾワッとなるが、料理に罪はない。せっかく愛衣のために用意してくれたランチだし、お腹はめいっぱい空いているので気にしないことにした。

「いただきます！」

　手を合わせ、ナイフとフォークを手に取る。

（ん？）

　視線が気になって目だけ上向かせると、エルメをはじめとするその場にいるメイドたちが嬉々とした顔で愛衣を凝視しているではないか。

（なになに？　私、なにかやらかした？）

　一拍待ったが、誰もなにも言いそうな感じはしないので、これもまた気にしないことにした。

　ナイフとフォークをカリッと焼かれたチキンに入れると、パリッと音がして、中からジューシーな肉汁が溢れてきた。

「うわ～、ホント、おいしそう」

　一口大に切って口に入れると、香ばしい鶏独特の味と香りが口内に広がる。少しローズマリーの香りがして、塩味があとに続いた。

「おいしいっ」

　肉は柔らかく、噛むほどに甘みが増す。それに対し、付け合わせのひよこ豆とリンゴのサラダは、リンゴとヨーグルトの酸味がさっぱりしていて、鶏の脂を取り去ってくれる。

　半分くらい食べたらもったいない気がしてきて、もっとゆっくり食べようと、愛衣はナイフとフォークを置いた。

　クロワッサンに手を伸ばす。割ると外側がサクッと裂けたが、中はふっくらしていてまだ少し湯気が立つ。引っ張ると柔らかな中の生地が伸びて切れた。

「焼きたてのクロワッサンなんてはじめて！　うーん、おいしい～。バターの香りがたまらない」

　外側のサクサクと内側のもっちり感が口内で混ざりあってなんとも言えない。

　愛衣はおいしいを連発しながら食べ続け、あっという間に完食してしまった。

「レアチーズケーキ、バラのジュレがけでございます。お飲み物はカフェ・ロマーノをご用意いたしました」

「カフェ・ロマーノ？」

「コーヒーにレモンを入れたものです」

「え、コーヒーにレモン？」

「殿下がご提案なさった飲み物で、最初はわたくしどもも驚いたものですが、今ではすっかり定着しております。お勧めでございますよ」

　テーブルには真っ白のレアチーズケーキの上に、刻んだバラの花の入った透明なジュレがかけられている皿が置かれる。ほんのりバラの香りが漂っているのも上品だ。

　飲み物は言葉通りコーヒーだが、こちらは爽やかなレモンの香りがする。

　愛衣はレアチーズケーキをフォークですくい、ジュレをたっぷりつけて口に入れた。

「！」

　濃厚なチーズにとろりとしたジュレが舌触りを滑らかにして絶妙だ。バラの香りがふわっと広がって芳しい。

「おいしい！　すっごくおいしい！　夢でもこんなにおいしいデザートが食べられて幸せ！」

　続けてカフェ・ロマーノなるコーヒーを飲んでみる。

「あ、確かにレモンの味がする。コーヒーとレモンって合うのか不安だったけど、でも、爽やかで、ぜんぜんイケる」

　ロマーノ、というのだからイタリア系なのかと思いながら、愛衣はクイクイと飲んだ。

「おかわりはいかがでしょうか」

「ぜひ、お願いします」

　メイドはレモン汁を最初にカップに入れ、その次にコーヒーを注ぎ入れた。カップの大きさに対するコーヒー自体の量はそんなに多くはなかった。

（でも、コーヒーは濃くて薄まった感じはなかった。ってことは、エスプレッソくらいの濃度なのかな）

　味に甘みがあったので、レモンはおそらくレモンシロップなのだろう。

　レアチーズケーキもコーヒーもグイグイいってしまう。それだけおいしかった。

「ごちそうさまでした」

　パッと手を離して視線を上げると、エルメや彼女の両サイドにいるメイドたちとバッチリ目が合った。その目が輝いている。

「……な、に？」

「殿下がおっしゃったのです。愛衣様はお食事の前後で両手を合わせ、呪文を唱えられると」

「呪文？」

「はい。なんでも食事をおいしくいただく呪文だそうで」

　両隣のメイドも、うんうん、と激しく頷いている。

「なんとおっしゃっているのでしょうか？」

「殿下は教えてくださらないのです。直接尋ねたらいいとおっしゃって」

「直接伺うなど畏れ多いのですが」

　三人、並んでズイッと身を乗り出してきた。

「え……あ、えと」

　うんうん、と頷いている。

「最初が」

　うんうん、と。

「いただきます」

「いただきます、でございますね」

　三人が声を揃えて確認する。今度は愛衣が、うんうん、と頷いた。

「食事が終わったら、ごちそうさまでした」

「ごちそうさまでした、でございますね！」

　また三人、見事に声を揃えて復唱する。今度も愛衣は、うんうん、うんうん、と頷いた。

「みなに広めますわ！」

「えええっ、そんな、別に広めなくても……」

「愛衣様がなさる習慣は清いものでございますので、みなで行うことが大変重要と心得ます」

「なんと申し上げましても、殿下が心から寵愛なさっておられる女性ですもの。殿下はとても優秀なお方でございまして、ご誕生され、物心がついてから、それはたくさんの知恵を披露なさったのです。小さなお子様ではとても知りえぬ知識でございまして、その通りにすれば大変に便利であったり、食事が豊かになったりと、国の発展に貢献し続けていらっしゃいます」

「そしてあの麗しい容姿で、さらに体力、腕力なども秀でていらっしゃって、もう身分関係なく婦人に大人気なのですよ！」

　なるほど、と三人の迫力に気圧されながら、愛衣は頷き続けた。

「カイン殿下は特別なのです」

「特別」

「もう神が与えたもうた素晴らしい方なのです！」

「そうなんだ。まぁ、えと、容姿は確かに素敵ね。金髪もキラキラしていてゴージャスだし」

「はい！」

　風に靡くカインの豪華な金髪を思い出すと、脳裏になにかよぎったが、それがなにか愛衣はわからなかったし、気にもならなかった。

「愛衣様、お食事は終わりました。もしお疲れでなければ城内をご案内いたしますが、いかがなさいますか？」

　尋ねられ、愛衣は少し考えた。確かに会社で仕事をしたあとなので、休みたい、と思っていたけれど、気を失った際にけっこう深く眠ったようで、疲れや眠気はまったく感じない。

「案内をお願いできますか」

「かしこまりました。こちらへどうぞ」

　愛衣は立ち上がり、エルメについて行く。そして部屋を出てギョッとなった。廊下にたくさんの執事姿の男性やメイドたちがいて、こちらを見ていたからだ。きっとこの部屋に聖女様がいるのだ！　という感じで集まってきていたのだろう。

　エルメも同じことを考えたようで、目をキリリと吊り上げた。

「あなた方、いかに聖女様のお姿を一目見たいからだとしても、これはあまりにはしたないことですよ。持ち場に戻りなさい！」

　エルメの一喝が廊下に響き渡った。

　だが。

「えーーーーーーーー！」

　大きなブーイングが一喝をのみ込んでしまった。

「なによ」

「エルメ様だけズルい」

「そーだそーだ。みんな聖女様とお話ししたいんだ」

「ご利益にあやかりたい」

「それは厚かましい」

「聖女様！　サインください！」

「なんだ、それは」

「殿下がおっしゃったんですよ。聖女様の世界では、人気者はサインをくれるって」

「えー！　じゃあ、私も欲しい！」

「俺も！」

　なんだかもうめちゃくちゃだ。みな口々に好き勝手なことを言っている。それでも愛衣に向けて手を振ってくれるので嬉しくなってくる。

（歓迎されてるのかな）

　至る所から、聖女様！　聖女様！　と声が上がっていて、自分のほうを向かせようとしているのが伝わってくる。

　なぜ聖女と呼ばれるのか、カインに確かめなければならない。そう思うけれど、これだけの歓迎ムードを見せつけられたら気持ちは高揚するし、素直に嬉しい。今日の出来事があまりにつらかったから余計に。

（聖女なんかじゃないけど）

　進めど進めど、みなみな満面の笑みで迎えてくれる。会釈をしたり、お辞儀をしたり。

　エルメの導きで宮殿内を歩いて回るが、ここが広い王宮の敷地内の、王太子用の離宮であることがわかった。

　この豪華さで王太子宮であるなら、本拠地である本宮殿はどれほどのものなのか。それが垣間見えるのは、最上階から見える城の上部だ。東西南北に広く、階層もあって上下にも長い。あそこに国王夫妻やその他の王族が住み、多くの貴族が出入りしているのだ。

「すごい」

「明日、殿下と一緒に国王ご夫妻にご挨拶申し上げに参りますので、その際に内部も観察なさってくださいませ」

「え、明日？」

「はい。両陛下も聖女様にお会いできることを楽しみになさっておいでです。それに明日の夜は、待望の聖女様がこの国に来てくださったことを祝して、盛大なる祝賀会が開かれますので、多くの貴族の方々も紹介いただけると思います」

　冷や汗が背中を伝っていく。そんな大層なことをされるほどの立派な人間ではない、と言いたいが言葉が喉に引っかかって出てこない。

（エルメさんに言っても、困らせるだけよね）

　エルメは愛衣の筆頭侍女だと紹介された。であれば、愛衣の世話に関すること以外、なんの権力も決定権もないだろう。行きたくないと拒否しては、エルメは困るだけではなく叱責されるかもしれない。

（でも……ホントに行きたくないかも。場違いすぎるの目に見えてる。あ、待って、もし国王夫妻に歓迎されたら、それこそ本当に安心して暮らせるわよね？　ん？）

　夢ではなかったのか？

　愛衣はそのことを思い出し、首を傾げた。

（でも、少なくとも今は自分の世界より心地いい……かも？）

　こんなに着飾って、豪華な食事をして、みなから歓迎されて。それに比べて自分の世界では、凜太郎を失い、それを引きずって仕事でミスをし、後輩に好かれていないことがわかり、元カレによって暴言の追い打ちをかけられた。

　人間関係最悪すぎる。そもそも、愛衣は家族との関係もよくない。

　差がありすぎる。天地ほど。

（夢じゃないほうがいいのかな……いやいや、待って待って、染まるの早すぎだよ）

　一人でああでもない、こうでもないと考え、ハッと我に返った。

　エルメがジッとこちらを見つめている。

「あ、えっと、なにか？」

「いえ、愛衣様は表情豊かでいらっしゃって、本当に殿下がおっしゃる通りだと思いまして」

「殿下……カインが？」

「はい」

　エルメは嬉しそうに返事をする。まったく疑いなどないようだ。

「カインは私のことならなんでも知っていると言っていたわ。どうしてなの？」

「どうして、とは？」

「だから、どうして生きている世界が違うのに、私のことがわかるのかってことよ。なにか、そう、魔法とか、そういうのを使って見ていたの？」

「『運命の姫』だからだと思いますけど」

　出た、『運命の姫』！　愛衣はのけ反った。

「愛馬のアイチャンも愛衣様のお名前をいただいたとおっしゃっていましたしね」

　愛衣はその言葉に目を瞬いた。

（そうだ、そう言ってた。家族のことも知っていた。ってことは、私が幼い頃から見ていたってことよね。その時からすでに私を『運命の姫』だと断定していたってこと？）

　首を傾げる。手を口元にやって考え込んだ。

（なんで？　そんなことある？　どこから見ていたの？　なにが原因と理由で、そうなるんだろう？　私のなにが『聖女』だの『運命の姫』なんだろう。というか、あの人、このなんちゃらって異世界の王子様のくせに、やたら私の世界のことも詳しいし。だって、カフェ・ロマーノだっけ？　レモンを入れたコーヒー、私も知らなかった飲み物まで知ってるんだから。いったい何者なの）

　またしてもエルメの視線を感じて我に返り、はははっと愛想笑いを浮かべた。

「今回、愛衣様をこのバーニアにお迎えするために、大きな魔法を発動いたしました。異世界への軌道を作るもので、魔力の消費が大変大きいのです。そのため制約を設けております」

「制約？」

「魔法を発動する者に制限を加えるのです。殿下の事情を愛衣様にお伝えすることはできません。愛衣様自ら、殿下がどのような方か知らねばならないのです。でもどうか、殿下を信じてくださいませ。あの方は本当に愛衣様を愛していらっしゃいますから」

　わからないことが多すぎる。愛衣は返事に窮した。はじめて会った人に想われていると言われても、易々信じられるわけがない。

　愛衣の顔は困惑でいっぱいだ。そんな愛衣にエルメは微笑みかける。

「愛衣様はもう元の世界に戻ることはできません。時間はたっぷりあります。慌てず、じっくり殿下を観察なさってください。さぁ、次に参りましょう」

　エルメが歩き始める。愛衣はそれに黙ってついて行く。

　目は景色を追いながらも、心は別のことを考えている。

（今、さらっと恐ろしいことを言ったよね？　元の世界に戻ることはできないって。夢だと思っているんだけど、もし夢じゃなかったら……）

　肌に触れていく風は優しく、岩から流れ落ちる滝の音は耳に心地いい。

　そして周囲は絶景だ。

　これからどうなるのだろうか。

　夢は覚めるのか、それともこのままずっと続くのだろうか。

　不安しかなかった。

















第四章　王子様の正体












　陽が暮れた時刻になってカインが戻ってきた。そこから二人で夕食となった。

　カインは少し疲れた感じではあったが、愛衣との食事をとても楽しみにしていたとのことで、まるで子どものようなはしゃぎっぷりだった。

　その後はコーヒーカップを片手に、夜空を見上げながらのまったりとした時間を過ごしていた。開放されたテラス窓から入る夜風は心地いい。さらに夜空には数多の星が煌めいていて目を瞠る美しさだ。

（毎日忙しかったから、こんなふうに星空を眺めることもなかった……って、東京の夜空じゃたくさんの星を見るのは難しいけど）

　そういえば、と大学時代のことを思い出す。

（レンタカーで凜太郎と出かけたことがあったっけ。免許取りたての時で、嬉しくて、凜太郎を助手席に乗せて。ペットと一緒に泊まれるペンションで、二人で冬の星空を眺めた。凜太郎はずっと寄り添ってくれて、二人くっついて、あったかかった。懐かしい）

　今ではその凜太郎こそが星になってしまったが、きっと愛衣を見守ってくれているはずだ。そう信じている。

　ふと視線を感じて顔を向けると、カインが穏やかなまなざしを向けて愛衣を見つめていた。

「あ、えと」

　カインが微笑んだ。彼の目を見ていると、人柄を疑うのが申し訳なくなってくる。愛衣は早くもほだされかけている自分に呆れた。

（でも、その、なんというか、カインって絵に描いたような王子様よね。キラキラしてて。それにすごく可愛いんだけど！）

　カインは背が高い。一八五センチくらいあるかと思う。細マッチョなのか、スラリと痩身という感じなので圧迫感はないけれど、横に立たれたら大きいなと思う。

　さらに明るい金髪なので、キラキラと煌めいているように思ってしまう。

　金糸の刺繍が入った白いジュストコールに白いパンツ姿だからかもしれない。長ブーツが黒いので足元は締まって見えるものの、膝から上は後光でも差していて、光に包まれているように錯覚してしまう。

　そんな麗しく凛々しいのに、なぜか醸し出すムードは人懐っこくて可愛らしいのだ。同時に、大切にしてくれているというよりは、懐かれているという感じがする。

（ん？）

　なにかが脳裏をかすめた。

（なんだろ？）

　考えてみるがまったく浮かばず、頑張って候補を挙げてみるもピンと来ないし、なにも掠らない。

（気のせいか）

　うーんと考えている愛衣を、カインは今もニコニコしながら眺めている。

「なに？」

「ん？　いえ、なにもありませんが？」

「なんか言いたそうだったけど？」

「そうですか？　んーー、では、可愛いなぁと思っていた気持ちがダダ漏れだったってことでしょうか」

「…………」

　恥ずかしいことをしらっと言われて愛衣の顔が朱色に染まる。

「どうかしましたか？」

「よくそんなこと言えるわね？」

「そんなこと？　どんなことです？」

「だからっ」

「はい」

「えーっと……」

　カインは素で言っているのだ。

（王子様は思考回路も別格なのかな。それとも異世界人だから？　わかんないっ）

　少し強めの風が吹いて愛衣の髪を揺らした。カインが靡くひと房を手にする。

「そろそろ寝ましょうか」

「寝る？」

「ええ。明日は忙しいですから」

　言いつつ、カインが立ち上がる。そして手を差し伸べてきた。

「ありがとう」

「どういたしまして」

「あっ」

　カインは愛衣を立ち上がらせるのが目的ではなかったようだ。両腕を伸ばしたかと思えば、ひょいと愛衣の体を横向きに抱き上げた。

「ちょっと」

「ベッドまでお連れしますよ、愛しい我が姫」

「……そういうの、恥ずかしいからやめてよ」

「シャイですね。まぁ、知っていますが、やはり可愛いし、愛しい」

　隣の部屋に移動する。そこは寝室で、大きなベッドが置かれている。

　カインは中央に愛衣を寝かせた。そして上着を脱ぐと愛衣の横に並んで寝転がった。

（え……もしかして、一緒に寝る気？　それって、いきなり!?）

　ここに連れてきたその夜に奪う気なのだろうか？　緊張が一気に走る。

「愛衣」

「はぅ」

「申し訳ないのですが」

「はひっ」

「どうかしましたか？」

「いいえ、なにもありません」

　ドクドクと心臓が早鐘を打っている。

（未経験でもないくせに、なにを緊張してるのよ）

　自分を叱責してみるけれど。

（カインは恋人でもなんでもないのだから仕方がないわよっ）

　自分に言い訳をしてみる。

　ギュッと拳を握った。

「愛衣、私の頭を撫でてもらえないでしょうか」

「はい！　……え？　頭、撫でる？」

「ええ」

「頭を撫でる？」

「そうです」

「それでいいの？」

「そうです」

「本当に？　他に」

　愛衣はもう一度、今度はもっと踏み込んだ質問をしかけて踏みとどまった。

（まるで望んでいるみたいじゃないっ。ダメダメ！）

　カインはまるでポチのような目で愛衣を凝視している。文字通り純粋無垢なまなざしで、ズバリの質問は愛衣のほうがいかがわしいことを考えていると白状するようなものだ。

「わかったわよ」

　少し体を起こしてカインの明るい金髪に触れた。

（わっ、ふわふわ）

　ゆっくりと後頭部から側頭部に向けて撫でてやる。カインは嬉しそうに目を細めた。さらには愛衣の手を追って顔を動かしてくる。

（やっぱり、可愛いかも）

　何度か繰り返すうちになんだか愛衣の心も穏やかになっていた。癒やされている感じだ。

　そのうち頭だけではなく、背中や肩や腕なども撫でてやると、カインはうっとりと幸せそうにして、リズミカルな寝息を立てて眠ってしまった。

（寝ちゃった。イケメンだけに寝顔も格別に麗しい）

　微笑ましい。そう思ってしばらくカインの顔を眺めていた愛衣だったが、間もなく心地のいい眠りに落ちていった。






　目が覚めたら朝だった。

　テラス窓からは清々しい風が流れてくる。少しフローラルな香りがするのは、宮殿を取り囲む溢れんばかりのバラの香りのせいだ。初秋だというのにこれほどのバラが咲いているのは、秋咲種と魔力による力業の開花分が混在しているからだそうだ。聞いた時は季節感がないとか思った愛衣だったが、温室栽培を思い出して納得した次第だ。

　ゆったりとした朝食をとったあとは、そこからドレスアップさせられ、広場に導かれた。そして止まっている馬車を見て目を瞠った。

「綺麗……」

　馬車は銀色に輝いていて、形は見事にシンデレラの馬車だ。異なるのは天井部分に翼がついているところだ。扉にはバラの装飾が施されている。

（シンデレラの馬車、乗ってみたかったのよ。別にシンデレラファンじゃないけど、夢があるじゃない。うわ、マジで素敵）

　まるでおとぎ話の中にいるような気さえする銀色のシンデレラの馬車は、白馬四頭立てで、全馬に角と翼がある。カインが言った通り、この世界ではスタンダードなのだろう。

　そして先頭にはアイチャンがいるが、馬車とはつながっていない。おそらくカインが乗って馬車を先導するのだ。

　馬車の横に立っているカインが微笑んで手を差し伸べた。

（うっ、やっぱりイケメンすぎる。神々しいレベル）

　昨日よりもゴージャスな衣装だ。襟元や袖、裾に刺繍されている意匠も凝っているが、縫いつけられている小さな石はおそらくすべて宝石だ。

　喉元のクラヴァットピンについているスクエア型のエメラルドも大玉で、とても目を引く。カインが少し動くと生地は色合いを変えて銀色に見える。相当高級なものだと愛衣は思った。

「愛衣、とても綺麗です」

「……そう、かな」

　それはあなたのほうです――とは言えず、愛衣は言葉を濁した。

「私が言うのだから間違いありません。あなたは魅力的です。もっと自分に自信を持って、堂々とすればいいのです。さぁ、乗ってください」

「あの」

「はい」

「これも、カインが？」

「これとは？」

「馬車よ。シンデレラの馬車」

　問うとカインはいつもの笑みを向けた。

「夢があるでしょう？」

　それはいつも愛衣が言っていた言葉だ。






　――ねえ、凜太郎、シンデレラの馬車って夢があると思わない？






（思うわ。いつも、そう思っていたもの。魔法で変身して、王子様と出会うんだから。夢の塊だって。だけど、どうしてそれを、この人は知っているんだろう）

　カインは愛衣の手の甲にそっとキスをした。

「シンデレラに登場する魔女の魔法は十二時を過ぎれば消えてしまいますが、私があなたにかけた魔法は一生涯続きます。さぁ、乗ってください」

　カインに促されて愛衣は素直に従った。中の椅子に座ると、カインが扉を閉める。

「あなたは乗らないの？」

　乗らないだろうと思いつつも尋ねてみると、

「私はアイチャンとともに、この馬車、大切なあなたを導く役目ですから」

　想像していた通りの答えが返ってきた。そしてウインクをするとアイチャンのもとへ向かった。

「愛衣様、行ってらっしゃいませ」

　エルメをはじめとするここで働く者たちが一斉に礼をする。愛衣が彼らに向けて手を振ると、カインの、参る、という声が響いて馬車が動き始めた。

　少し進むとふわりと浮く感覚。まるで飛行機に乗っているかのようだが、カラカラと音がしていて車輪が回っているのがわかるので不思議だ。

　車窓から外を眺めると、エルメたちがこちらを見上げている。あっという間に豆粒みたいになった。

　進行方向に顔を向けると王宮の塔が見えた。王太子宮は青白いクリスタルの輝きだが、こちらは青が深くシベリアンブルークオーツのようだ。

（すごく綺麗。本当におとぎ話の中にいるみたいな気がしてくる）

　馬車がゆっくりと降下を始め、到着した。

「愛衣、着きましたよ」

　カインが扉を開けてエスコートしてくれる。馬車の外に出ると、またしても人だかりができていた。だが、今回は昨日と違って宮廷使用人ばかりではなかった。むしろそういった職種の人間は奥のほうにいて、前列にいるのは着飾った男女、貴族らしき人々が陣取っている。

「どうかしましたか？」

「あの立派な服装の人たちは貴族なの？」

「そうですね。ですが、地位的にはそれほど高くはありません。本当に高位の貴族たちは、宮殿の中で、国王夫妻の近くであなたを待っていますから。とはいえ、それは今夜開かれる祝賀会からであって、今は来ていません。祝賀会に出席するための準備で忙しいでしょうから」

　カインが言う通り、すれ違うのはそれぞれの制服を着た人たちばかりだ。貴族らしい人は最初に見たエントランスにいた人だけだった。

　広く長い廊下を進み、ひと際ゴージャスな扉の前に来た。衛兵が扉の両サイドに立っていて、カインを見ると長い槍を掲げて挨拶をする。それと同時に扉が開いた。

「さぁ、愛衣、入って」

　広い部屋の奥で中年の夫婦が待っている。二人とも愛衣を見るなり立ち上がり、会釈をする。この国の国王とその妃だ。

（なんだか纏ってる空気が違う）

　進むほどに緊張が増してくる。国王夫妻の前まで来ると、愛衣はお辞儀をした。

　貴族の礼儀作法などは映画やドラマなどで見るが、それが本当かどうかなど愛衣にはわからないし、できないことだ。思い出してやったところでみっともないだけだろう。日本人として挨拶するほうが自然だと考えた。なんといっても異世界人なのだから。

「梅宮愛衣です。よろしくお願いいたします」

「そんなに固くなることはありませんよ、聖女様」

　国王に言われるとますます緊張して頭が真っ白になる。愛衣はどうリアクションすればいいのかわからず、俯き加減に立っているだけだ。

「かけてください。食事をしながら話をしましょう」

　カインが優しく声をかけて椅子を引いてくれたので、おとなしく座った。

「ありがとう」

「どういたしまして」

　カインが微笑む横でメイドたちがランチの用意をしている。目が合うと彼女たちも微笑んでくれたので、ここでも歓迎されているのだと感じて少しホッとした。

「すでに諸々聞いていると思いますが、息子がどうしてもあなたでなければならないと言いまして。異世界の方なら、慣れない世界の作法に戸惑われると思います。どうしても自分の世界に戻りたいなら、そうおっしゃってください」

　愛衣は返事をしそうになり、ふと止まった。

　戻れないのではなかったのか？

　カインに顔を向けると、そのカインはそっぽを向いている。

（嘘だった？　帰れないと言ったのはエルメさんだった。結託してる？　それともカインがそう言ったから？）

　国王の言葉に見開いた目が、今度はジト目になった。

「はははっ、やはり息子はあなたに嘘をついたようですな。カイン、いけないな、いくら手放したくなくても」

「父上、あまりこちらの事情を話してほしくないですね」

「お前からそんな咎めを受ける覚えはない。我が国の『聖女』であり『運命の姫』だからと、無理を言っているのはお前のほうだ。聖女様にも希望や考えがおありだろう。無理強いはいけない」

「そうですよ、カイン。こちらの事情が聖女様には迷惑になるかもしれません。そこをきちんとお話しした上で、聖女様があなたとの結婚を望まれたならばのことでしょう」

　なんだか空気がよくないのだが。愛衣は三人の顔をそれぞれ眺めながら、カインの表情を観察した。

（ごり押ししていた？）

　不安がふつふつとこみ上げてくるものの、口を挟むのはどうかと思って黙って食事を進める。カインたちがなんだかんだと親子で会話し、落ち着くところに落ち着いたようだ。三人揃って顔を愛衣に向けてきた。

「今宵の祝賀会は我が国の有力貴族が集います。聖女様には少々窮屈かもしれませんが、これからつきあっていかねばならん者たちばかりなので、どうかよろしく頼みます」

「私が愛衣をしっかり守るので安心して参加ください」

　国王とカインが言い、王妃はニッコリ微笑んで頷いている。それから国王夫妻は愛衣の世界での、日常生活を尋ねてきた。とはいえ、家族のことには触れないので、カインから大方の事情を聞いているのだろう。

　どんなことに興味を持ち、どんな仕事をしていたのか。具体的な趣味や、好きなことなど。世界の成り立ちが異なるので、文化面では話が通じないこともあるけれど、音楽や自然の景色などの話になると盛り上がり、落ち着けば異世界バーニアやコーリエント王国の各所を案内すると言われた。

　食事が終わると、愛衣は本宮殿に勤めるメイドたちに導かれて別室に行き、そこで祝賀会出席に向けての湯浴みやマッサージを施されたのだった。






　昨日もそうだが、今日もまた別人のような姿が鏡に映っていて、ため息がでる。感嘆のような疲労のような。

　バラ風呂は気持ちよかったが、マッサージは強烈に痛かった。担当メイド曰く、全身が凝り固まっているそうで、相当入念な施術を受けた。とはいえ、ほぐれてくると気持ちよくてウトウトしてしまい、頭皮のマッサージでは完全に寝てしまった。

（頭皮マッサージ、たぶん三分待たずの寝落ちだったわ。めちゃくちゃ気持ちよかった）

　などと考えている間に化粧、ヘアセットが終わり、ドレスを着せられ、アクセサリーをつけられ、終わった頃には陽が傾き始めていた。

　柱時計は四時半を示している。メイド曰く、この時期は陽の暮れが早いそうだ。

（厚手のコートが必要になるのは二か月くらい先で、その時期もひと月くらいで終わるそうだから、かなり過ごしやすい気候みたい）

　お茶を差し出されたので、飲みながらあれこれ考える。自分主人公の祝賀会は戸惑うけれど、みな親切丁寧なので大きな不安はなかった。

　というよりも、たった二日なのに居心地がよすぎて、よくわからない世界に連れてこられたというのに馴染んでいるし、しっかりバッチリ受け入れている自分がいる。

（もう自分の世界に戻れないってのはカインがついた嘘だった。望めば帰れる。だから不安になることはない。ここがいいのか、自分の世界がいいのか、よく見てから判断したらいいんだわ。それに、私、まだ夢説を捨ててないし。あんなイケメンの王子様に好きだとかなんとか言ってもらえているんだから、幸せ者よね？　よね？）

　ふつふつと楽しいというか、嬉しいというか、幸せというか、ワクワクするというか、そういうプラス的なものが湧いてくる。

「愛衣」

「あ、はい。――！」

　愛衣の名を呼びながら近づいてくるカインに向けて振り返り、固まった。

「愛衣？　どうしました？」

「……え、と」

「そろそろ始まるので迎えに来ましたが、なにか？」

「なんでもない、です。ごめんなさい。あ、うぅん、その、カインがあんまり素敵だから、ちょっとビックリして」

　素直に褒めるとカインは嬉しそうに笑い、それからそっと近づいて愛衣を抱きしめた。

「カイン」

「素敵だと言ってもらえて嬉しいです。愛衣、あなたに褒めてもらえると、私は本当に天にも昇る心地になります」

「そんな、大げさな」

「本当です。愛しい愛衣、さぁ、行きましょう」

　カインに手を引かれて歩き始める。カインは本当に麗しかった。

　豪華な金色の前髪を軽く後ろになでつけ、総刺繍のレースのクラヴァット、漆黒に輝くオニキスのクラヴァットピン、ホワイトシルバーのジュストコールには襟に沿って黒と金の糸を使った蔓バラの意匠が施されている。ベストは金のレース仕立てだ。

　今までも見るからにおとぎ話系の映画の王子様だったが、今はより王子度が上がっていて、あまりのかっこよさにクラクラしてしまう。

「あの」

「はい」

「こういう時って、腕に手を添えるんじゃなかった？」

　そう尋ねると、カインは破顔して握る手に力を込めてきた。

「いいのです。私は腕を組むより、手をつないでいたいのです。人間の手は本当に便利ですから」

「人間の手って、カインはなんでも大げさね」

　今度は答えずニッコリ。

（この人は怒るなんてこと、あるのかな。いつもニコニコしてるから）

　間もなく天井まである高い扉の前にやって来た。すでに国王夫妻が待っていて、愛衣とカインが到着すると、一つ頷き、従者に合図をする。両方の扉にそれぞれ二人ずつ、計四名の体格のいい衛兵が立っていて、

「国王陛下、王妃様、王太子殿下、聖女様のお出ましである」

　との言葉で、大きな扉を左右に開いた。

　中から音楽が流れてきて、四人で中央を歩き始めると、広間に集った人たちが一斉に頭を下げた。紳士は胸に手をやり、淑女はドレスの端をつまんで広げ、それぞれ礼をする。たったそれだけのことなのに、優雅な身のこなしが彼らの身分や立場を如実に知らしめる。

（すごい）

　広間の最奥、少し高くなっている場所まで行くと、国王が口上を述べた。

「本日はよく集まってくれた。礼を言う。周知の通り、王太子がかねてから申していた我が国の『聖女』である『運命の姫』を見つけ、迎えることができた。正式な発表は後日改めて行うが、王太子の婚約の運びはまことにめでたい。そしてこちらが聖女、愛衣様だ。心からの歓迎の拍手を願いたい」

　広間を揺るがすほどの歓声と拍手が起こった。

　愛衣はカインとともに一歩前に出て、手を振る。広間は沸き、愛衣は歓迎のムードに安堵した。

　その後、用意された椅子に腰をかけ、挨拶のために並ぶ人たちの対応となった。

　官吏が名を呼び上げると、今まで面前にいた人が下がり、名の主がやって来て礼をする。それを延々繰り返すようで面食らった。とはいえ、一人にかかる時間は数秒なので、一時間ばかりで終わったのだが。

　そこからはいかにもパーティーといった感じで、アコーディオンドアを取っ払うと広間は倍の大きさになった。食べ物や飲み物がふんだんに置かれている。また一斉に給仕がトレーを片手に動き出し、紳士淑女にグラスを渡していく。

　みな国王たちと会話しようと集まってくる。

「私が受け答えをするので、愛衣は返事をしなくていいですよ。どんな者がいるか、私たちの会話を聞きながら観察していてください」

　カインがそう言うので愛衣は従った。

　聖女様、と話しかけられても返事だけをし、あとはカインに任せる。

　グイグイ来る人、少し引いて会話を聞いている人、様々だ。

　最初は国王夫妻と一緒に四人固まっていたが、時間が経つほどに宴は盛り上がり、人もとっかえひっかえ入れ替わる。みな我も国王夫妻と話がしたいと考えているのだ。愛衣はカインとともに行動していた。だが、かなり高位と思われる紳士から声をかけられたカインは、ちょっと待っていてと言い置いてその男性と去っていった。

「聖女様、聖女様は殿下の『運命の姫』とのことですが、いつ知り合ったのですか？」

　と、さっそく核心に迫る質問が飛んできた。

「どこでお知り合いになったのかも知りたいですわ」

「なにをもって『運命の姫』なのでしょうか？」

「聖女様はどのようなお力をお持ちなのでしょう」

「聖女様は本当に我が国をお守りくださるのでしょうか？」

「本当に聖女の力を有しておられるのですか？」

「異世界の住人が聖女の力を持っているのかしら」

「この世界の者でないのに」

　だんだん不躾になってきた。

「殿下にどのような貢献をなさるのですか？」

「殿下は聖女様のどこを気に入られたのです？」

「聖女の力を殿下に使って近づかれたのでは？」

　言葉が勢いづいてきて、彼女たちの本音があらわになってきた。

　その時。

「殿下にどうやって取り入ったのですかな？」

　今までの甲高いものとは異なり、野太い声が低く響いた。異質な声に愛衣を取り巻いていた令嬢たちがハッと息をのんで口を噤む。それから一方向に体を向けた。愛衣も彼女たちの視線を追うと、立派な衣装に身を包んだ中年の紳士が立っていた。えらが張った四角い輪郭の顔立ちが特徴的だ。

　その隣にいる淑女はこの紳士の妻だろう。立ち姿は上品だが、やや吊り上がった細い目は、妙に迫力があって怖いレベルだ。

「取り入ったとは？」

　愛衣が返すと、紳士は片方の眉を吊り上げた。聞き返してくるとは思わなかったようだ。

「これは失礼いたしました。これだけ多くのお嬢さん方に囲まれておいでなので、ちょっとやそっとでは私の声は届かないと思いましてな、注目されそうな過度な言葉を選んだのですが、本心ではありませんよ、聖女様」

「そうですわよ、聖女様、世の中、声の大きな者が勝つと言いますから」

　夫人も好戦的な人間のようだ。この手のタイプは会社でよく見かけたものだ。

（上司とか、得意先とか、学歴を鼻にかけたヤツとか、あと……）

　元カレの恋人も似たタイプだろう。

（あの耳につく話し方、あれ、絶対嘘よ。私をバカにするために、わざとやってたんだと思うわ、って今はそんなこと考えてる場合じゃない）

　意識を中年の夫婦に向ける。

（ん？）

　よく見ると、夫婦の真後ろに若い娘がいる。四角い輪郭の顔立ちに吊り上がった細い目をしている。明らかに二人の娘だとわかる。

「私はラドイン伯爵家の当主でございまして、モンド・ラドインと申します。殿下の妃候補であるという聖女様に、ご挨拶いたそうと参った次第です」

「伯爵……」

　反射的に反芻しかけて愛衣は悟った。

（ああ、そういうことか）

　二人の後ろに立つ娘に鋭く睨まれ、同時に自分を取り囲んでいる令嬢たちの目つき顔つきもこの娘と同じであることに気づく。

　カインはこの国の王太子だ。その妃に選ばれるということは次代の王妃になるということだ。ここにいる令嬢は、みなそのポジションに収まるにふさわしい家柄の人たちなのだろう。

　王宮の使用人たち、王太子の妃候補になるには地位の高くない貴族の令嬢たち、彼らにとって『聖女』は歓迎たり得る存在なのだろうが、妃候補に手が届く令嬢とその親にとっては、愛衣は突然現れてその座を掻っ攫おうとする邪魔な存在なのだ。

　この夫婦は自分の娘を王太子妃にしたい、あるいは娘がカインを想っていて、その願いを叶えてやりたい、そのどちらか一方もしくは両方で、こうやって文句を言っているのだろう。

（こんなことを言ったらアレだし、私だってごく普通の顔で美人でもなんでもないけど、この娘さんでは王太子妃に選ばれるのは無理だろう。けど、伯爵令嬢ならイケるって感じなのかな。だったら娘思いのいい親よね。羨ましい）

　愛衣は急激に自分の心に影が落ちるのを感じた。文字通りの失意だ。ここに来てまだ二日だが、みなニコニコと歓迎してくれるのでそういうものなのだと思っていた。

　聖女なのだからすべての人に歓迎されているのだと。

（この人たちにとって私は招かれざる者なんだ。そっか、そうよね。だって未来の王妃様よ？　国のトップの妃になれるかもしれなかったのに、それを奪われちゃったんだから。ん？　待てよ、『聖女』とか『運命の姫』とか、それってもしかして、カインが考えたこじつけだとか？）

　愛衣が自分の思考に囚われてぼんやりしているからか、伯爵が苛立った様子で、こほん、と咳払いをした。

「聖女様、聞いておられますか？」

「え、あ、はい。聞いています……けど、なんの話でしたっけ？」

「なんの話とは、これは私も侮られましたな。この国では伯爵の位をいただき、国政を担う一人であるというのに」

　鋭く咎められて、愛衣はひえっと背筋を正した。

「それは大変失礼いたしました。申し訳ございませんっ」

　愛衣がつい仕事モードで最敬礼をするものだから、今度は伯爵のほうが慌てたようだ。

「これは聖女様！　顔をお上げください。聖女様にそのようなことをされると、私のほうが不遜と咎められてしまいます」

「その通りだ、伯爵。我が姫は心根の優しい思いやり深い人だが、謙遜がすぎるきらいがある。それに大変傷つきやすい。言動には気をつけてもらいたい」

　鋭い声が伯爵の言葉に重なった。

「カイン……」

「愛衣、そう軽々しく頭を下げるものではありませんよ。あなたは我が国を護ってくださる麗しき聖女なのです。聖女とは、私はもちろん国王夫妻よりも位が上なのです」

「……え」

　カインが麗しく微笑んで頷く。

「そうです。あなたが我が国で最も位が高いのです」

「えええっ」

　愛衣の驚きに、またしても頷く。それから愛衣の肩を掴んで抱き寄せ、ラドイン伯爵に視線を向けた。

「ラドイン伯爵、いかなる理由があろうとも、聖女に不遜な態度を取ることは許されない。そう心得よ」

「不遜などと、そのようなことを申し上げた覚えはございませんが」

「私にどうやって取り入ったのかと尋ねたのは貴殿ではないのか？」

　その瞬間、ラドイン伯爵はじめ周囲の令嬢たちも息をのんだ。カインはそこから聞いていたのだ。もっと前から聞いていた可能性もある。とすれば、愛衣を囲んで言った諸々の言葉も聞かれていたことになる。

「殿下、それは」

「私は耳がいいのでな。聞き損じるなどということはない。ここに集っている者たちが心を入れ替え、正しく聖女に接してくれることを望む」

　シン、と静まり返るのを、愛衣はいたたまれない思いで見ているしかできない。

「愛衣」

「はい」

「話があるのでこちらへ」

　肩をぐいっと引っ張られる。話というのはおそらく口実だろう。

　おとなしくついて行くと、金縁の扉の前にやって来て中に通された。そこは十畳くらいの部屋で、テーブルや椅子、ソファが置かれている。カインはさらに奥に進み、開放されているテラス窓を越えてバルコニーに出た。

　風が心地いい。愛衣は思わず、ふう、っと大きく息を吐き出した。

「疲れましたね」

「そんなことはないわ、大丈夫よ。ぜんぜん平気」

「あなたは我慢強いからなかなか弱音を吐きません。でも、それは手放しで褒められることでもないと思いますよ」

「…………」

　カインのまなざしは優しく温かい。こちらが恐縮してしまうほどに。しかしながら、なんでも見透かされているようで、落ち着かない気持ちにもなる。

「ここは王族専用のバルコニーです。一人ゆっくりしたい時は使ってください」

「カイン」

　カインはバルコニーの手すりに両腕を乗せて、少し乗り出すようにして身を預けた。その姿勢で顔だけ愛衣に向ける。

「誤解があったらいけないので、これだけは伝えておきたいです。『聖女』も『運命の姫』も、あなたを私の妃にするための口実に使っているわけではありません」

「……え、でも」

「本当にそうだから言っているのです。この世界には魔法が存在します。その魔法は生物の内側にある魔力、あなたの世界では生命のエネルギーと表現するのが近いかと思いますが、その魔力を魔法という手段をもって変換して使うのです。つまり、魔力は食材で魔法は料理方法、というわけです。また魔力にはいくつかの属性があり、人々が使う魔法はその属性によって異なります。冷やすことが得意な者、熱することが得意な者、飛ばすことが得意な者、砕くことが得意な者、などです。『聖女』であるあなたは、護ることが得意な魔力を持っています」

「そんなの感じたことない」

「それはそうです。あなたの世界では魔力を使う必要はないし、その技術もないからです。あなたの世界には科学という力があるのでね。この世界は、魔力を有効利用することに力を注いできたので、あなたの世界ほどに科学は発達していません。まったくないわけではありませんが。それから『運命の姫』のほうですが、これはあなたが私の正体を、なぜ私があなたをこれほどまでに愛し、求めているか、自ら気づいてもらうしか方法がありません。そういう制約を設けて、異空間の扉を生み出し、開いたからです」

　愛衣は困惑のままに首を傾げた。

「いいのです。そんなにすぐには理解できないでしょう。聖女としての力は折々で、まずは私の正体を考えてほしいです」

「でも……みんながみんな、私を歓迎しているわけではないでしょ？」

「王妃の座を狙っている者たちだけです。見栄や権力に縛られている愚か者のことなど気にすることはありません」

「愚か者って」

「私に愛されていないのに、妃になってどうするんです？　幸せになれるのでしょうか？　娘が王妃になり、権力を手に入れてなにがしたいんです？　周囲に疎まれながら贅沢して人生を終え、死しても疎まれ歴史に名を残して嬉しいのでしょうか。私には愚かにしか見えませんが」

　正論だ。だが、歴史が正論では成り立たないことを証明している。その正論が永遠の理想であり夢であるから、人は物語を生み出し、それに共感し、涙するのではないのか。悪漢悪女はいつの世の、どの世界にも存在し続ける――愛衣はそう思いながらも、口にすることができなかった。

「私は神ではありませんからできることは限られていますが、この国の王太子として、次代の国王として、なるべく公平に、平和に、人々が安寧に暮らせるよう努めていきたいと思っています。ですが、そうするなら、まず私自身が幸せにならないといけない。衣食足りて礼節を知る、私が正しく寛容に政ができるように、私の心を満たしてほしいのです。だからなんとも思っていない女性を妃にするなど考えられません」

　言葉なくカインの顔を見つめる愛衣に、カインはいつもの笑みを向け、それから背筋を伸ばした。

「エルメを呼びます。続きは祝賀会が終わってからにしましょう」

　カインは腕を胸にやると、優雅に礼をしてバルコニーをあとにした。愛衣はその背を見送り、広く美しい庭園に視線をやる。

　知らない世界が広がっている。

　これからここで暮らさないといけないらしい。戻ることは可能なようだが、カインは認めないだろう。

　両親、弟、クラスメイト、会社の同僚、元カレ――うまく関係が築けなかった人たちの顔が浮かんだ。それは先ほどの敵意の籠もったまなざしを向けてくる人たちと重なる。カインはああ言うが、愛衣には歓迎してくれる面々よりも、そうでない人たちのほうが心に重くのしかかってくるのだ。

（結局、ここでも同じで、私は邪魔者なのかな。だって、聖女様か姫様かは知らないけど、私のことを邪魔だと思う人たちが一番近くにいるってことじゃないの？）

　はあ、と盛大なため息をついた。

　そう思っても、どうしようもできない。

（カインを頼るしかないもんね……カインに嫌われないようにしないと）

　状況に浮かれていた。嫌なことから逃れられたと喜んでいた。そんな能天気な自分を思い知り、へこんでみても、なにかが変わるわけではない。今はただカインのもとで言われるままに過ごすしかない。

　カインが向けてくれるまなざしを信じるしかない。

　それから間もなくエルメがやって来た。愛衣にピタリとくっついて離れず、令嬢たちの質問にも彼女が答えた。

　どのような返事も否定しないでください、と言われたので黙っていた。エルメにはいろいろ脚色されて冷や汗ものだったが。

　その後、祝賀会はお開きとなり、愛衣はカインと国王夫妻とともに退席した。食事や飲み物、音楽はまだしばらく提供されるそうだ。

　国王主催の催しは多くの人たちが出席する。普段、あまりこういう場に顔を出さない人たちも、国王の顔を立てて参加してくる。王族がタイミングを見計らって会場を後にするのは、いつまでも王族がいることで、集まってきた人たちが話したいこと、したいことができないからだ。最高の社交場なので、皆が有効に活用できるよう、配慮されているのだ。

　王太子宮に戻ってきた。そこから湯殿に行って湯浴みをする。精油を使った入念なマッサージで全身の緊張をほぐす。ブランデーを少し垂らした温かな紅茶を飲むと、心底ホッとできた。

　寝室でくつろいでいるとラフな恰好をしたカインがやって来た。愛衣の隣に座ると、ふわりと石鹸の香りがする。

（なんだか……懐かしい気がするんだけど。なんでだろ）

　口を開けば『運命の姫』だの、愛しいだのと言う相手だ。そしてカインは見惚れるほどの美形。あまりの至近距離に緊張が高まり、愛衣の心臓がドキドキと鼓動を打ち始める。

（エルメさんが勧めるからお願いしたけど、アルコールの入った飲み物なんて、やめたらよかった。緊張したら一気に酔いが回った感じで……顔、熱い）

　愛衣はチラリとカインを見、目の前の空のティーカップに手を伸ばした。

「お茶、飲む？　エルメさんのお勧めでブランデーを入れたら、なかなかおいしいわ」

「お茶はお願いしたいですが、ブランデーはけっこうです。私はアルコールを飲まないので」

「それ反則」

「どうしてです？」

「あ、いえ、なんでもありません」

　ドギマギしている愛衣の反応が面白いらしく、カインはクツクツと笑っている。

「なによ」

「緊張しているのかと思いまして」

「……そんなこと」

　ない――とは言えなかった。確かにこのあとのことを想像したら緊張はますます強くなる。

　昨夜は撫でることを所望され、そうしている間にカインは眠ってしまった。そのため男女のステップには至らなかったのだが。愛衣はそれを、この世界に来たばかりで疲れているだろうというカインの配慮だと考えた。であれば二日目の今日は違うはずだ。

「愛衣」

「はっ、はい」

「そんなに緊張しなくていいですよ。今日も疲れたでしょう。異世界に連行されて、翌日は大勢の前に引き出されて。アルコールが入っているなら心地よく眠れると思います」

「まぁ、えっと、はい。でも、お茶は……？」

「明日にしましょう」

　カインが立ち上がり、愛衣の脇腹に腕を差し込むと、そのままひょいと抱き上げた。

「ええっ！」

「愛衣は軽いので、これくらいできますよ」

　なんて言って笑うが、けっして軽くないはずだ。

（大きな声で言えないけど、私、標準体重なんだけど）

　標準体重の算出方式で計算したら、見事ピッタリの数字になる。だから軽いという表現は間違っていると思う。カインがそう思うのであれば、彼が力持ちだということだろう。

（めっちゃスリムなのに）

　細マッチョということなのだろうか。いろいろグルグル考えてしまうけれど、我に返るとベッドに寝かされていてまた焦った。

「本当にあなたが愛しい。こうして二人きりになれると心が休まります」

「！」

　額にキスされた。それどころかペロリと舐められて飛び上がりそうになった。

「そんなに驚かなくても」

「だって！　おでこ舐められたらビックリするわよ。それに」

　愛衣は口を噤んだ。いきなり黙り込むものだからカインが首を傾げる。その仕草と表情がなぜだかとても可愛く見えるから不思議だ。

「舐めるって変でしょ」

「そうですか？　愛情表現です。ですが……そうですね、せっかくキスできるのだから、キスすべきですね」

　カインは言うと愛衣に馬乗りになった。

「ちょ！」

　額から始まり、瞼、眉間、こめかみ、鼻の頭、頬、次々にキスをする。チュッチュッとリップ音がするので愛衣は耳からも羞恥を感じたのだが。

（あ……あれ？　なんか、キスっぽくない？）

　キスの雨、甘く艶やかで愛の行為に引き込まれる、そう思った愛衣であったが、なにか違う気がしてきて、思わず大きく目を見開いてカインの顔を凝視した。

「カイン」

「？　はい」

　目が合い、見つめ合う。

「なにか？」

「……あー、うぅん、なんでもない」

　湧いてくる感覚をうまく言葉にできず、誤魔化してしまった。とはいえ、違和感は消えない。

（なんかキスというよりは、犬に舐められてるような気がするんだけど……どういうこと？　いやいや、私ってば、あんまりカインのことを可愛いとか思うあまり、男性じゃなく犬コロみたいな目で見ちゃってるんじゃない？　それって失礼……）

　なんてことを考えるけれど、カインのまなざしは恋情というよりも、思慕を感じさせるのだ。

（そうよ、目よ。愛されているというより、あ、愛されてるとは思うけど、それ以上に懐かれてる感じがするのよ。なんで？）

　キスの雨がやむと、愛衣をジッと見つめ、そして顔を近づけてきた。

（あ……今度こそ？）

　緊張が強くなった。

　今度こそ恋情のキスをされる。マウストゥマウスで濃厚な口づけを……

（えぇっ？　えええっ？）

　カインが愛衣の頬に顔をつけてスリスリしている。これは恋情ではなく……

（どういうこと？）

　しかも大きなクッションに背中を預けて、半寝の状態の愛衣の体をギュッと抱きしめて力を緩める気配がない。次は抱きしめたままコロリと転がった。ギュッギュッと体をすり寄せてくるばかりだ。

「愛衣、愛衣」

　とうとう名前を連呼し始めた。

（やろうって気はなさそう……そういえば、昨夜も同じだった。私を好きだの愛してるだの言うわりに、色っぽいムードは皆無よね？　もしかしてカインってエッチには興味ないのかな？）

　顔を見ると、カインはうっとりした様子でべったりくっついている。

　なんだかどこかで見た光景である気がしてならないのだが。

（これって……私ってばカインを犬コロみたいだなんて思ってるけど、実際やってることって犬と同じ――！）

　その時、全身が雷に打たれたような衝撃を覚えた。

「凜太郎」

　そう、先日老衰で亡くなった、愛してやまない凜太郎と同じではないか。

（そうだ。匂いも。凜太郎に使っていたシャンプーと似てる。え、でも……いやいやいや、待て待て、凜太郎は本物の犬で、この前、老衰で亡くなったのよ。死んじゃったのよ。私、骨拾ったし、今も部屋に祀ってるよ）

　カインの麗しい顔に凜太郎の面影を重ねる。そしてしょぼんとなった。

（私、いくら凜太郎のことが大事だからって、私のことを好きと言ってくれる男性に重ね合わせるなんて失礼だし、どんだけ凜太郎ラブなのよ）

　だが。

「愛衣」

「なに？」

「やっと気づいてくれましたね」

　いつの間にかカインの顔が思いつめたような、深刻な表情になっている。

「なにが？　気づく？　私、なにか言ったっけ？」

「私の名前を呼んでくれたでしょう」

「？　だっけ？　ん？　今？」

「ええ」

「今、口にしたのは凜太郎っていう愛犬の名前だけど」

　カインが目じりを下げて頷いている。目が潤んでいるように思うのは気のせい？

「凜太郎は、犬……」

　また頷く。

　愛衣の脳裏に、バラバラだった情報というピースが次々とはまっていく。

　愛衣の家族のこと、塾などへ行かずに勉強していたこと、崇のこと、チキンやレアチーズケーキが好きなこと、愛衣のことを努力家だと褒めること。

　人間の手が便利だと言って腕を組まず手をつなごうとしたこと、せっかくキスできると言ったこと、シャンプーの香りが似ていること。

　それらが繋がり、一つになった。

　凜太郎とカインが重なる。

「え……まさか、あなた、凜太郎だなんて言わないよね。だって」

　カインが満足そうに大きく頷く。

「本当に、凜太郎なの？　どうして？」

「答える前に、きちんと呼んでくれませんか？」

「でも、あなたの名前は」

　愛衣を凝視する瞳に、色は違えど同じ輝きを見る。

「凜太郎」

「はい。ですが、もう一度」

「凜太郎」

「はい。もう一度」

「凜太郎！」

「ワン」

「…………」

　声が重なる。目の前が滲んでくる。

「凜、太郎」

「ワンワン」

「…………」

　カインはニッコリと微笑んだ。

「凜太郎！」

　あらゆる感情が吹き飛び、愛衣は両腕を突き出してカインを抱きしめていた。

　沈黙。

　沈黙。

　沈黙。

　たっぷりの沈黙の中、愛衣はカインの体温をどっぷりと享受する。

　やがてカインは愛衣の両肩にそっと手を置いて、二人の体をわずかに離した。

「ありがとうございます、愛衣。あなたが気づいてくれたおかげで制約が外れました。封じられていた私の魔力が解放されました。愛衣、説明しますね」

　愛衣はいまだ言葉が出てこず、頷くしかできない。

「私は天寿を全うし、死を迎えました。あなたを一人残して。とても心配で、不安で、死んでも死にきれないというのは、こういうことなのだと思いながら、導かれるままに意識は上昇し続けました。あなたの泣き声が今でも耳に残っています。ああ、神様、あの人の傍にいさせてください。大好きなんです。悪い男に騙され、利用されています。私に守らせてください。お願いします。そのためならどんな労苦も受けますから。どうか、どうか、どうか……そう呟き続けて、やがて意識は途切れました。ですが、その後、私は再び覚醒し、意識のピントが合い、この世界に転生したことを知ったのです」

「転生？」

「はい。私はこの世界に転生し、人間の体を手に入れました。あなたを想い、同じ時間を過ごしたい、同じ人間になって生涯をかけて大切にしたい、そう、ずっと、ずっと、ずっと願ってきたことが叶ったのです。物心ついた時が意識の目覚めでした。私は子どもながらに魔力を使ってあなたを捜し始めました。長かった。あきらめかけたこともありました。三十年かかりましたが、ようやく見つけて実現することができました」

「でも、凜太郎はこの前亡くなったのよ？　あなたは私より年上じゃなかった？　え、何歳だっけ」

「三十二歳です。時間の流れがそれぞれの世界で異なり、時差があるのですよ」

　一秒は一秒ではないのか、そう尋ねそうになったけれど、聞いたところで現状が変わるわけではない。凜太郎は一週間前に亡くなったが、その魂はこのバーニアに生まれ出て、三十二年が経った形で存在しているのだから。

「もし今、あなたが自分の世界に戻ることができたなら、浦島太郎状態になるんじゃないでしょうか。まぁあなたは女性なので、浦島花子、って感じでしょうか」

　よくそんな冗談を言えるものだ、と言いそうになったが、太郎と花子、なんて妙な説得力がある。このネタは確かに日本を知らないと出てこないだろう。

「気づいてもらえて本当によかった。軌道魔法は正確なだけに難しく、大量の魔力を使います。だから制約を設けて力の強化を図るのですが、その制約はあなた自ら私の正体に気づくことでした。私からは告げられなくて、歯がゆかった。ですが、信じていました。私たちが築いた絆は深く強いですからね」

　深く強い絆――その言葉に愛衣の全身がジンと痺れた。同時に鼻の奥がツンと痛くなり、目の前がじんわり滲む。

「本当に、本当に、本物の凜太郎なの？」

「はい。本当に本物の凜太郎です」

「本当に」

　カインは愛衣の手を取り、甲にキスをした。

「私はいつもあなたに訴えていました。幸せになってほしいとか、あの男はダメだとか。どんなに吠えても、けっして私の声は届かなかった」

「ワンワンじゃわからないわよ」

「そうですか？　通じていたことは多かったですよ？　冬の星座が美しかったこと、寄り添ったら暖かかったこと、散歩が楽しいこと、いろいろと」

「そう言われたらそうだけど。あ、ねぇ、崇にものすごい勢いで吠えていたのは、私を取るなとか言っていたの？」

　カインが少し首を傾げるように動かした。

「取るな、ではなく、こいつはクズだ、と叫んでいたのです。私はあなたの傍にいられたらそれでよかった。多くは望んでいませんでした。私の願いはあなたが幸せになることです。あなたと同じ時間を過ごすことができませんのでね。ですが、希望が叶い、この世界で人間の王子として転生しました。立場、権力、魔力、魔法という技、あらゆる力を使い、利用して、好きで好きで、好きで好きで好きでたまらない、あなたを妃にしようと計画しました。あなたは私にとって『運命の姫』ですからね」

『運命の姫』――今ならその意味がよくわかる。よく伝わってくる。

「……うん」

　愛衣は素直に頷いた。

「愛しい人。また私の傍にいてください」

「うん、うん、凜太郎。大好きよ」

　愛衣の言葉に、カインは最高の笑みを浮かべたのだった。

















第五章　『運命の姫』を証明せよ！












　愛衣は王太子宮の庭園内にあるガゼボで、バラの紅茶を飲みながらぼんやりしていた。

　初秋の風が心地いい。

　愛衣の瞳には数多咲くバラが映っているが、意識は昨夜のことに向いている。

　凜太郎がカインに転生し、再会できたことに驚きながらも感動、感激した。失った愛犬が戻ってきてくれたことは嬉しいし、その愛犬が自分のために悪戦苦闘しながら助けに来てくれたことはもっと嬉しい。本当の本気の愛に心が震える。

　だが。

「はあ」

　愛衣は盛大なため息をついた。

　いろいろなことが頭の中を巡って混乱している。整理しようにも、感情が渦を巻いてどこから手をつけたらいいのかわからない。そのくせ違和感だけは確実に存在している。

（なんか……スッキリしない。素直に喜べないのは……うーん、もうめちゃくちゃだ。一個一個、考えていくべきか）

　カインが凜太郎であることは疑っていない。

　カインの、愛衣が好きだ、という言葉も気持ちも疑っていない。

　自分の世界に戻れないと言った言葉が偽りだったことについては、真意は知りたいと思うけれど、怒ってはいない。

　カインのことは好意的に思っている。

　カインの求婚を受けることにためらいはない。それでいいと思っている。

　カインの容姿は範疇どころか好みド真ん中だ。

　昨夜のキスは――

（えーっと）

　キスされることは嫌ではない。

　カインがキスをして、そこから愛衣をギューーっと抱きしめて、寝てしまったことも別にいいと思っている。

（だって、私、別にセックス好きってわけじゃないもの。でも）

　愛衣は目を瞬いた。

　もし、あのままカインに求められたとして、すんなり喜んで受け入れられただろうか。

（うっ……！）

　自分の中にある違和感の正体に行き着いた気がした。

　カインはかっこいいのに。

　カインは王子様なのに。

　カインは――

（確かにカインはカインで、大人の男性なんだけど、中身は凜太郎で）

　カインは間違いなく人間の男だ。だから結ばれてもおかしくない。けっして獣姦などではない。そんな恐ろしいものではない。

（だって、だからこそ、凜太郎は人間の体を求めたんじゃないの。その願いが叶って、私を捜して、見つけて、迎えに来たのよ。今の凜太郎は魂が凜太郎であって、肉体は人間なのよ）

　そう思うのに、愛衣はカインを凜太郎の、ゴールデンレトリバーの姿と重ねてしまう。

　同じなのは黄金に輝く毛と髪くらいなのに。

（あ、いや、体が大きいのも同じ、かな。でも、その、凜太郎とそういう関係になるのはなんかちょっと違う気がするのよ。大好きだけど、ホント、大好きだけど、ずっと一緒にいたいけど、凜太郎だけ愛していたいと思うんだけど、うん、違う気がするのよ）

　はあ、とまたため息をつく。

「なにをそんなに悩んでおられるのです？」

　不意に声がして、顔を上げたらエルメが立っていた。

「あ、エルメさん」

　エルメはドレスの端をつまんで淑女の礼をする。

「愛衣様の話し相手になるようにと殿下が仰せで。よろしいでしょうか」

「もちろんです。座ってください」

「では」

　エルメが座ると、後方にいるメイドがテーブルの上のティーカップを下げ、新しいものを用意して紅茶を注いだ。

「愛衣様が殿下に課せられた制約を無効になさったと聞きました。おめでたいことでございます」

「いや、それは」

「大変お喜びでした。愛衣様がこちらにいらしてからの殿下は、それは明るくなられましたけれど、あんなに嬉しそうなお姿を拝見するのは久しぶりです。もちろんそれも愛衣様がらみで、所在がわかった時でしたが」

　愛衣は言葉なくエルメを凝視し、それから視線を下げた。

「教えてほしいことがいくつかあります」

「わたくしでわかることならば、なんなりと」

「一つ目は、カインの正体。私が飼っていた犬が死んじゃって、その犬がカインとなって生まれ変わった……ってことなんだけど、そんなことあるのかなって」

　チラリと目だけ動かしてエルメを見ると、彼女は青い瞳を大きく見開いていた。

「あの」

「犬、でございますか」

　その言葉にドキンと心臓が跳ねる。

（しまった！　失礼だった）

　この国の王子を犬と言ってしまったのだから不遜極まりない。

「あっ、いえ、その、ごめんなさい」

「魂の転生は、別におかしいことではありません」

　エルメの言葉が愛衣の声に重なって押し潰した。

「え」

「なるほど、犬でございますか。ふふっ、それで殿下は愛衣様をあれだけ慕っておいでなのですね。ご主人様だと思って」

　エルメはまた、ふふふっ、と笑った。

「同じ人間になって添い遂げたいと。どれほど深く強く想っておいでだったのか、よくわかります。生命がどういう行為で生まれるのか、それは解明されていますが、なぜ命が芽生えるのか、という部分は解明されていません。愛衣様の世界ではどうですか？」

「いえ、されていないと思います、たぶん」

　エルメが、うん、と力強く頷く。

「ここからはわたくしの勝手な想像なので、そのつもりで聞いていただきたいのですが、女性の卵子の数は生まれた時に決まっていて、途中で増えることはないと言われています。生命も同じではないかと思うのです。世界が異なり時空が捻じれていても、この世界ができた時に生命の数が定まっていて、あらゆる空間を行き来して適合できる肉体が発生した時に吸着する、と」

　愛衣はよくわからず首を傾げた。

　エルメはメイドが使うワゴンから空のティーカップを取り、テーブルの中央に置いた。

「これが肉体です。空の肉体に両親から受け継ぐ命が入り、誕生する」

　カップの中に水を注いだ。

「しかしながら今回の殿下は犬であった前世の記憶があるわけです。人格、この場合犬格と申しますか、自我があるわけですから、本来生まれるはずだったカイン王子はどうなったのでしょうか」

　エルメは紅茶のポットを手に取り、水の入ったカップに注ぎ入れた。水は紅茶に押し出されてテーブルに溢れる。カップの中は紅茶に代わり、赤く輝いている。

「凜太郎が本来のカインの魂を押しやって、肉体を奪ってしまった？」

「もう一つ考えられるのは」

　エルメがメイドに向けてカップを指さすと、そのメイドはカップを下げ、テーブルを拭き、新しい空のカップを置いた。

　エルメは角砂糖をカップいっぱいに入れ、その上から紅茶を注ぎ入れた。角砂糖が溶けていく。エルメはスプーンでカップの中を混ぜた。

「完全に融合しました。二つの魂は肉体の中で混ざり合い、一つになる。こういうことを繰り返しているのではないかと思います。ただ、多くの者は前世の記憶なんてありません。本来は後者ではないかと思います」

「凜太郎、あ、愛犬の名前なんですけど、凜太郎の場合が前者だったとして、カイン王子の魂はどうしちゃったんでしょうか」

「新たな肉体を求めて旅立ったか、消えてしまったか、あるいは後者なのだけれど凜太郎さんの意識や願いがあまりに強くて、目覚めてしまったか」

　凜太郎をさん付けで呼ばれて、愛衣は思わず目を大きく丸く見開いた。

　エルメが、ふふっ、と笑う。

「愛衣様のことが本当にお好きだったのですね。あるいは、愛衣様のお身を案じて、なんとしても守りたかったのか。いずれにしても愛されていますね」

「そう、かな。……そうだと、思います、うん」

「殿下は立派な方です。公務をこなしながら、愛衣様を捜し続けたのですから。ですが、愛衣様も立派です。もしかしたら殿下の正体に気づかなかったかもしれないのに、たった二日でわかってしまわれたのですもの。お二人の絆がいかに強いことか。感銘いたしました」

　愛衣はなんだか居心地が悪くなってきて、ティーカップに手を伸ばした。その時、砂糖がたっぷり溶けている紅茶が目に入った。

（凜太郎と本来のカイン王子。混ざり合っているなら、百パーセント凜太郎というわけではないということ。凜太郎であって凜太郎でない）

　口の中に広がる紅茶は甘くなかった。当然だ、愛衣の持つカップの紅茶はストレートで、ミルクも砂糖も入っていないのだから。

「エルメさん、もう一つ聞きたいことがあります」

「なんでしょう」

「私には魔力もないし、魔法も使えません。それでもカインは私が間違いなく聖女だと言います。なぜでしょうか」

　するとエルメは少し驚いたような顔をして小首を傾げた。

「愛衣様は間違いなく聖女ですよ」

「私には魔力なんてないですよ。まったく感じないもの」

「感じないことと、ないことは異なります。それに魔力がない人間はいません。魔力を使う生活をしていないと、なにが魔力なのかわからないのです」

　そう言われてもピンと来ない。感じたことがないのだから。

「魔力には種類があります。国によって『聖女』の定義は異なりますが、我が国では祈りの魔力を溜めて王族が使う魔法を強化し、底上げする存在が『聖女』です」

「祈り、ですか。うーん」

「この世界に来てまだ三日目ですよ？　慌てなくていいでしょう。愛衣様はここで暮らすのですから」

　それを聞いて愛衣はハッと息をのんだ。

「それ！」

「それ？」

「それも聞きたいことなの。国王陛下がおっしゃっていたわ。自分の世界に戻れないというのは嘘だって。カインは嘘をついた。エルメさんはそうと知らされずに……え？」

　エルメがかぶりを振ったのだ。

「なに？」

「愛衣様はもうご自分の世界に戻ることはできません」

「え……でも」

「説明いたします」

　エルメはそう言って少し表情を曇らせた。

「戻れるか戻れないか、これだけの問いなら確かに戻れます。しかしながら、戻るには手順や強力な魔力が必要となります」

「手順と魔力」

「そうです。ただ戻ればいい、というわけにはいかないですよね？　愛衣様がいらした時間軸よりも過去すぎてはいけないし、未来すぎてもいけない。その時間軸目指して異世界の道を作り、移動するのです。その際、消えた記憶を復活させないといけません。これらすべてを行うには、相当量の魔力が必要です。殿下はその魔力を補うために、『制約』の力を利用しました。この制約の力は魔力を底上げし、より難関であるほどに魔力を増幅させます。そして制約が働いている間、自身の魔力には負荷がかかるので、自由自在に使うことができません」

　愛衣はカインが言った言葉を思い浮かべた。






　――あなたが気づいてくれたおかげで制約が外れました。封じられていた私の魔力が解放されました。






「これだけの労力をもって、狙った時間軸の異世界に飛ぶのです。愛衣様が元の世界に戻ることを望まれても、我らは望んでいませんから協力はしません。さて、愛衣様、どうされますか？」

「どうって……」

「ご自身の力のみで飛ぶか、愛衣様の世界に愛衣様が制約を施し、その制約を解いてくれる人物がいるか」

　愛衣は口を噤み、俯いた。

（いないわ、そんな人物。家族も、知人も、とても期待できない）

　エルメと目が合い、愛衣はきまり悪そうに視線を逸らした。

「恐縮ですが、殿下から伺っている内容を鑑みると、愛衣様が元の世界に戻れる可能性は皆無と思います。それゆえ不可能と申し上げました。いかに殿下が愛衣様を導くために努力なさったか、理解いただけると思います」

　そう言われると納得してしまう。カインが愛衣を本気で想ってくれていることは理解しているけれど。

「殿下は完璧なお方です。その殿下の愛を、どうか疑わないでくださいませ」

「疑ってなんていません。凜太郎は大好きだし、その凜太郎がカインになってもなお、私を想ってくれるなんて、こんな幸せなことはないと思っています。ただ……」

「ただ？」

　愛衣は少し考え、かぶりを振った。

「慌てて考えたことはろくなもんじゃないので、もう少し時間をかけて気持ちを整理して、この世界を冷静な目で見て、心を整えようと思います。でも、カインのことはちゃんと受け止めて、受け入れているので安心してください。私は自分の世界に戻りたいとは思っていませんから」

「そうですか。ありがとうございます。それが聞けたら、わたくしは安心です」

　それは、ここにさえいれば、あとはどうとでもなるということだろうか。

（うぅん、どうとでもなるわよ。人の心なんて移ろいやすいもの。私の心配は自分がどんな判断をするのか自分でもわからないこと……）

　その時、ガヤガヤと騒々しい声が聞こえてきた。

「なにかしら」

「見て参ります」

　エルメがすぐさま立ち上がり、歩いていく。愛衣はその背をジッと見送った。間もなく、騒々しさは収まったが、エルメが戻ってくる様子はない。

（なんだったんだろう）

　エルメがいないと確かに誰かと話をすることがない。メイドはたくさんいるけれど、聖女様との会話など畏れ多い、という空気がビンビン伝わってくるのだ。だから愛衣から話しかけるのもなんだかなぁという感じで、つい面倒で一人でいてしまう。

（仕事、忙しくてろくに有休とか取れなかったんだから、いいかな、のんびりして。カインがいるんだし。それにカインからいろいろ教えてもらって、知識を得てからじゃないとなにもできないしね）

　などと考え、ティーカップ片手にぼんやりを決め込む愛衣であったが。

「聖女様、おかわりはいかがですか？」

「あ、はい。お願いします」

　メイドの一人がカップに温かい紅茶を注いでくれる。その様子を見ながら、愛衣はふと疑問を口にした。

「聖女ってたくさんいないの？」

　メイドは手を止めて愛衣の顔を見てから、隣にいる同僚に視線を移した。そしてまた愛衣に戻す。

「いませんね。聖女様の力は特殊だと聞いております」

「そうなんだ」

「ですが、それが真実かどうかはわかりませんが」

「え？　どういうこと？」

　二人のメイドは互いを見合い、躊躇したような表情を浮かべている。そこに口を挟んだのは、三人目のメイドだった。

「祖母から聞いた話では、裏聖女と呼ばれる存在がいるとか」

「裏聖女？」

「はい。王家を守る聖女は同時に狙われやすいので、本当はもっといるのだけれど、すべて公表せずに隠し、人目につかないようにして使役させていると。そういう存在を裏聖女と呼んでいると言っていました」

　二人のメイドは三人目のメイドの脇腹を肘でツンツンしている。言うなと注意しているような仕草だ。

「それって、内緒のことなの？」

「知っている者は知っているし、知らない者には知らされません。ですが、裏聖女になるのは、よほどの魔力を持った者だそうです」

「どれくらい？」

「制約を複数結んでも、なんともないくらいです」

　それはすごい、と愛衣は思わず呟き、三人の顔を観察した。

「聖女様のお耳に入れるのは間違いかもしれませんが、殿下が聖女様にご執心なのは王太子宮で働く者はよく知っています。そしてそれを快く思わない者も、確かにいますので、誤解があって傷ついていただきたくありません」

「けっこう潜んでいるのです」

　二人目のメイドが口を挟んだ。

「潜んでる？」

「はい、王太子妃の位を狙っている方々の間者が」

　なるほど、あり得る話だ。

「ありがとう。言いにくいことを話してくれて。いずれにしても、表向き聖女は希少な存在で、祝福されるってことね。わかったわ。私、まだしばらくここで考え事をするので、みなさんは下がってもらって大丈夫です」

　三人は微笑むと、愛衣に礼をして下がった。

　その背を見送り、これからのことを考える。

（間者かぁ。映画みたいだ。努力するしかないけど、前途多難だな）

　愛衣は、はあ、と大きく深呼吸をした。






（どういうこと!?）

　一週間が経った。

（そりゃあカインは王子様なんだから、公務とか、公務とか、公務とか、で、忙しいのはわかるけど！）

　カインと顔を合わせる時間は、早朝の散歩と、その流れからの朝食と、寝る前のわずかな時間だけだった。朝食後に見送ると、もう夜まで戻ってこない。その間はずっと公務だそうで、文字通りの激務だ。

　しかも顔に『疲れた』と書いてある様子を見ると、早く寝かせてやりたいと思ってしまうし、撫でてほしいと言われて顔や背中を撫でているうちに、気持ちよさそうに眠ってしまう姿を見たらなにも言う気になれない。実際、眠っているのだからなにも言えないのだが。

　早朝の散歩と朝食では話はできるものの、歩きながら食べながらではそれほど深い内容に触れられず、今日はどんな仕事をするのかだとか、休みが取れたら出かけようとか、そういうことで終わってしまう。

（出かけたい、出かけたいって毎回言うけど、いったいいつになったら休みが取れるのよ。そもそも王子様なんだから、休むって宣言したらいいだけじゃないの？）

　首を捻るが仕方がない。愛衣は待つことしかできないのだから。

　エルメが時間を作って話し相手にはなってくれているが、彼女も本来の仕事があり忙しい身で、ずっと愛衣付きとはいかないようだ。

（私の筆頭侍女って言うのだから、もっとべったりついて世話してくれるのかと思ってたわ。いやいや、別にそんなの望んでないけど。自分のことは自分でできるし、上げ上げ待遇なんかぜんぜん興味ないし。でも、聖女聖女って言う割には、なんかさぁ）

　ぐるりと人のいない王太子宮の庭園を見渡す。

（ほったらかし感満載なんだけど）

　漫画だったら、シーン、という文字がゴツゴツしたフォントでガッツリ書き込まれているであろう空間と化している。

（公務って、どんなことをしているのかは知らないけど、朝の八時くらいから夜十一時くらいまで、十五時間くらい？　立派だけどさ。働きすぎはいけないと思う）

　愛衣は頬杖をついて景色を眺め、モヤモヤする気持ちを考える。カインが働きすぎだということだけが原因ではないことくらい気づいているからだ。

（わがまま娘みたいで、自分にもやっとするのよね）

　もっと一緒の時間を過ごしたいと思うのは、いけないことか。あれだけ好きだとか運命だとか言うのだから、しっかり時間を取ってかまってくれたっていいだろうと思うのだが、それと同時に自分がわがままを言っているように思えてしまう。

　愛衣は口を尖らせ、次にへの字に曲げた。

　その時。

（……ん？）

　脳裏に浮かぶものがある。






　――ごめんね、凜太郎。土曜日になったらいっぱい遊んであげるから。テレビつけていくから、今日もお留守番、よろしくね。






　寂しそうに、クーン、と鳴いている凜太郎に手を振って、部屋から出ていく自分の姿。愛衣が消えてもしばらく玄関扉を眺めている凜太郎。そのイメージが浮かんだ。

（立場が真逆になってる。そっか、そうだよね。仕事だから仕方がないとはいえ、凜太郎を一人ぼっちにしていたんだから。土日も、崇と約束している時は置いてきぼりだったし。そーかぁ、私、凜太郎に寂しい思いをさせていたんだなぁ）

　もやっとした気持ちは反省に変わった。

（だけど……私さ、正直なところ戸惑っているんだよね。凜太郎は大好き。カインだって好きよ？　だけどそれってまだ人としてであって、男性としてどうかってなると怪しい。でもってカインの中身は凜太郎なんだから、恋愛対象かってなると、うーん、ってなるのよね）

　うーん、と唸る。

（カインの気持ちに応えたいとは思ってる。だって、好きだもの。それもたくさん。でも一歩踏み込んだ関係になれるかというと、怪しい……あー、私、なんかずーっと体の関係のことばかり気にしてる。好き者かっての。そこじゃないでしょ！）

　好情と恋情は似て非なるものだと愛衣はつくづく思った。

「聖女様」

　いつの間にかメイドが横に立っていて、困惑したような表情で声をかけてきた。

「おくつろぎのところ申し訳ございません。客間にお越しいただきたいのです」

「どうかしたの？」

「それが……」

　メイドは目をきょろきょろとさせ、返事に窮している。しかし視線を愛衣に戻すと、意を決したように話し出した。

「聖女様が殿下との結婚を運命づけられた存在であり、この国を守る聖女だなんて信じられないし納得できないという方々が詰めかけておりまして」

「…………」

「今まではエルメ様が対応なさっていたのですが、本日は聖女様に会わせてほしいと複数で押しかけているのです」

　なんと。

「わかったわ」

　愛衣が立ち上がるとメイドはホッとしたように安堵の表情になった。

　客間に向かい、中に入って愛衣はギョッとなった。

（嘘、こんなにいるの？　それもご令嬢だけじゃなかった）

　ざっと見て六、七十人はいる。しかも居並ぶのは若い娘だけではなく中年の男女もけっこういる。親子か夫婦で押しかけて来たのだろう。それも示し合わせて。

　愛衣は祝賀会の時に嫌味を言ってきた男のことを思い出した。あの時はカインが現れ、やり込めて愛衣を華麗に救ってくれた。

「愛衣様、こんなところに！」

　エルメが悲鳴のような声を上げ、愛衣を我に返らせた。

「誰がお連れしたのです！」

「埒が明かぬゆえ誰かが動いたのであろう。下がっておられよ」

　そう非難したのは、あのえらの張った四角い顔の男だった。名前はラドイン伯爵。

「なんと！　わたくしは殿下より直接指名を受け、聖女愛衣様の筆頭侍女を務めているのです。いかに伯爵であろうと失礼ではありませんか」

「たかが侍女の立場で」

「なにをおっしゃる。わたくしがオードリー侯爵を父に持ち、アンバリュー侯爵の妻であることをお忘れか！」

　エルメの言葉にラドイン伯爵は唇を噛んだ。

「出自で威嚇なさるなら、続きは私が預かろう。公爵たるこのローラン・ドラグエが相手なら文句はなかろう」

「！」

　今度はエルメが両手に握りこぶしを作り、黙り込んでしまった。

　ローラン・ドラグエと名乗った男が顔を愛衣に向け、まずは丁寧に頭を下げた。

「聖女様、お休みのところ、まことに恐縮。しかしながら、我らは聖女様がまことに我が国の『聖女』で、殿下にとってどう『運命の姫』なのか説明を受けておらず、理解できておりません。殿下に問えばはぐらかされるばかり。本日は無礼を承知で、聖女様御自らに説明していただこうと参ったものでございます」

　明瞭簡潔に言われて愛衣は胸の内で、ぐう、と唸った。どちらも愛衣には説明しづらい。

　カインの前世がペットの愛犬だったなんて言っていいものなのかどうか。

　そして自分の中に聖女なんて大層な力があるなんて、今のところ微塵も思えないのだが。

（どうしよう）

　愛衣の横ではエルメが口惜しそうに公爵に睨んでいる。ここはもう愛衣にしかこの男に対抗することはできないのだろう。

「説明しろと言われても、事実だから仕方ありません。というか、それはカイン殿下の事情で、私自身が『運命の姫』かどうかを示すのは難しいと思います」

「ご自身ではわからないと？」

「はい」

「聖女であることも？」

「殿下やエルメさんは間違いなく私を聖女であると言います。魔力の使い方がわからないだけだと。魔力がなんなのか、それがわかれば証明できると思いますが、時間が必要です」

　公爵は、なるほど、と呟いた。

「聖女様の世界では、魔力は使わないのですか？」

「科学というものがあって、人間はいろんなものを生み出し、それを利用していました。自分の体からなにかを出して使うということではないのです」

「いろんなものを生み出すのが魔力ではなく？」

「頭脳を使って、生き物に頼らずとも動く箱とか物を開発するんです。口で説明するのは難しいわ」

　公爵はまた、ふむ、と呟いた。

「動力が魔力ではない、ということですかな」

「動力……そうね。私たちは電気とか電力とか化石エネルギーとか言っています。自然界に存在するものを、形を変えて利用するんです。それも一つではなく、いくつもの手段を使っている。風力とか水力とか蒸気とか、そういうのもあります」

「なるほど、わかりました。聖女の力は、まだあなたご自身が気づいていないだけで、目覚めれば示せるというわけですか。確かにそれでは今すぐここで、というわけにはいきませんな。まだいらして一週間程度。もう少し様子を見させていただきましょう」

　少しホッとする。

「今は『運命の姫』の証明に焦点を当てさせていただきましょう」

「えっ、焦点？」

「さよう。聖女様がおっしゃるように、あなた様は殿下に連れてこられた。よって『運命の姫』と判断されたのは殿下でしょう。しかしながら、あなた様はそれを否定されず、お認めなさったのです。なにをもって認めたのか、その『なに』を示していただきたいと存じます」

「…………」

　そんなことはカインに聞けばいいではないか――愛衣はそう言いそうになって、公爵の真意に気づいた。

（そうか、王太子にケンカなんか売りたくないから、私が辞退するように持っていきたいんだ。心象を悪くしたくないから。自分の世界に帰れ、それができないなら、とっととどこぞへ失せろ、そう言いたいんだ。邪魔者だってことを察しろと）

　腹立たしい。負けず嫌いな愛衣の闘争心に火がつくというものだ。

（こんな人に負けたくない）

　そう思ってしまう。

（だって、聖女って、王族より位が上だって言ってたじゃないの。国王陛下ですら敬意を払ってくれるのに、どうしてこんなオッサンにクソぼろくそ言われないといけないのよ！）

　ギリリと唇を噛むが、公爵は愛衣の表情を手も足も出ず悔しがっていると解釈したようで、余裕綽々といった感じで顎を突き上げて見下ろしてくる。

「証明すればいいのでしょう？　簡単だわ」

「おお、これはこれは、簡単とは」

「本当のことですから」

「よろしい。ではもし、証明できなければ、断罪させていただきますぞ」

　小娘が、とでも言いたげにふてぶてしく公爵が続けると、後方に控える数十名の面々が、おお！　と歓喜を上げた。

「望むところです」

「三日後、王宮広場で証明していただきましょう」

「三日後？」

「場の用意や、みなみなに声をかけるのに、三日くらいは必要でしょう。簡単ならば充分のはず」

「…………」

「では、みなさん、帰りましょう。殿下のお留守に大勢で押しかけたというのは高位貴族としてはしたないですからな」

　公爵は高笑いを上げ、先頭を切って客間から去った。それに他の者たちも追随していく。最後の一人の、豪華なドレスを身に纏った令嬢がきつい目つきで愛衣を睨んでいる。

（なによ。やる気!?　負けないわよ！）

　愛衣もギッと睨み返す。するとその令嬢は、フン！　と顔を背けて客間から出ていった。

（ムカつく。なによ、ちょっとご令嬢だからって！　いったいどこが偉いってのよ、親のスネかじりのくせして。自分で働いて稼いでみろってのよっ）

　目を吊り上げてギリギリと彼らが消えた扉を睨んでいる愛衣だったが、深々と頭を下げるエルメを見て、表情を変えた。

「どうかしましたか？　エルメさんに謝られるようなこと、なんかありましたっけ？」

「愛衣様はお優しいですわ。この手の問題を防ぐのがわたくしの役目ですのに、それができず、使用人が怯えて呼びに行ってしまうなんて……己の不甲斐なさが情けなく、死んで詫びとうございます」

「死ぃ!?　やだ、そんな冗談やめてよ」

　するとエルメはキッと目を吊り上げた。

「冗談などとっ。わたくしは本気でございます！　殿下より直々に愛衣様の筆頭侍女の役目を賜ったというのに、このような不甲斐なきことになろうとは、このエルメ・オードリー・アンバリュー、父と夫、ともに侯爵という位をいただく者として名折れでございます。生き恥晒すわけには参りません！」

　すると脇から数名のメイドが駆け込んできた。

「お待ちください！　死して詫びねばならぬのはわたくしでございます！　勝手なことをいたしました！　わたくしの責でございますっ。エルメ様はなにも悪くございません！」

「わたくしもです。なんとかしようと、この者に聖女様を呼んできたらどうかと相談いたしました」

「わたくしも賛成いたしました」

「わたくしも！」

　メイドたちが泣きながら訴えている。愛衣はまるで演劇のワンシーンのような状況に面食らって言葉を失ったが、これが冗談などではなく、本当に本気で言い合っているのだから、全身が恐怖で冷たくなる。

「やめてやめて！　みんな怖いこと言わないで！　みんながいなくなったら、私、話し相手も、世話をしてくれる人もいなくなってめちゃくちゃ困る！　それに大事な人に死なれたくない！」

「大事な人？」

　誰かが言った言葉に愛衣は盛大に頷いた。

「そうよ！　だって、私がこうやって安心して過ごせているのは、みなさんのおかげだもの。とっても大事な人たちよ。みなさんにはみなさんの矜持とか、立場があるんだと思うけど、私のために怖いこと言ったり、したりしないで。『運命の姫』を証明したらいいだけのことなんだから」

　必死の愛衣にその場にいる者たち全員が静かになった。そこに、

「ですが」

　と、エルメが口を開く。

「愛衣様、結局は愛衣様ご自身に、『運命の姫』を証明いただくという結果を招いてしまいました」

　うんうん！　とメイドたちが激しく頷く。

「それは私があのオジサンに挑発的な態度を取ったからでしょ」

「あれはドラグエ公爵が不遜なのです」

　うんうんうん！　と、またメイドたちが激しく頷く。

「それでも簡単って言ったのは私だもの。大丈夫、なんとかなるから」

「まことに、でございますか？　無理はいけませんわよ、愛衣様」

　うんうんうんうん！　と、またまたメイドたちが激しく頷く。

「本当よ。カインが頑張って私を見つけてここに連れてきてくれたんだから、これくらいのことで断罪されてたまるものですか。ちゃんと証明して、カインの努力に報います」

　エルメたちは互いを見合い、心配そうなまなざしながらも納得してくれたようだった。

「私、これから手順とかいろいろ考えようと思うので、部屋に戻ります。しばらく一人にしていてください」

　愛衣は笑って言い、客間を出た。そして急いで部屋に向かう。

　戻ってくると足が震えていることに気づいた。そのままベッドに潜り込む。

（どうしよう！　どうしよう！　簡単だとか言っちゃったよ！　どうしよう！）

　愛衣はベッドの中で頭を抱えたのだった。






「なるほど、それはなかなか大見えを切った啖呵ですね、あなたらしい」

　夜、公務を終えて戻ってきたカインは、愛衣の話を聞き終えると笑いながら返事をした。

「笑い事じゃないわ」

「ですが、心当たりがあるから言ったのでしょう？」

「ないわよ」

「ないんですか」

「ない」

　するとカインがますます笑いを深める。

「だからぁ～笑い事じゃないんだってば。証明しないと断罪されるのよ？　いいの？　カイン凜太郎様は」

「よくないですね」

「ほらぁ～。どうしよう～オッサンにムカついて、売り言葉に買い言葉やっちゃったよぉ」

「オッサンって。国内最大派閥の公爵家だというのに」

「ひぃ。笑ってないで、なんかいい方法ないの？」

「私がワンワンと吠えたらいいんじゃないでしょうか」

「またそんな冗談を！　真面目にしてよ。『運命の姫』なんて大層なこと言ってるの、カインじゃないの」

　カインは愛衣の頭を撫で、額にキスをした。

「私に妙案があります」

　愛衣の顔が一瞬で歓喜に変わる。

「ホント!?」

「愛していると言ってくれたら授けます」

「え」

「嫌ですか？　ご自分で考えるというのであれば、それでもいいですよ」

「嫌じゃないわ！」

　その瞬間、カインの目じりが下がった。大きなしっぽがブンブン揺れるのが見える気がするまなざしだ。

「嫌じゃないわ。好きよ。心の底から愛してるわ。この言葉で満足するならいくらでも言える。ただ、その――ん」

　カインが愛衣の口に手をやって塞いだ。

「せっかく言ってもらったので、私の妙案を授けます」

　カインは愛衣の耳元に顔を寄せ、口元に手をやってそっと囁いた。見る見る愛衣の顔が驚きに染まる。

「ええーー！　でも、それって！」

「完璧だと思いますよ。これは私たち二人しかできないことですから。誰が見ても、私にとってあなたが『運命の姫』だと思うことでしょう」

「その方法だと、ほとんどあなたが頑張ることになるじゃない」

「手段はいいのです。結果、みなが納得すればね。さぁ、問題は解決しました。もう寝ましょう」

　カインは心底嬉しそうに微笑むと、いつも通り愛衣を抱きしめて横になり、そのまま気持ちよさそうに眠ってしまった。

　愛衣は呆然とカインの寝顔を見つめる。そして毎晩、同じことを思う。

（カインと呼ぶべきなのだろうと思う。だけど、凜太郎って思ってしまう。名前なんてどっちでもいいんだけど、どういう目で見るべきか、迷う）

　エルメがティーカップで表現した様子を思い浮かべた。

（カインという人物の意識は追い出されてどこかに行ってしまったのか、あるいは砂糖と紅茶のように混じり合ってしまったのか……だけど、凜太郎は一度死んでしまって、骨になったのだから、やっぱりこの人は凜太郎の意識を持ったカインという王子様なのかな）

　いつまで見つめ続けても答えは得られない。愛衣は手を伸ばし、金色のカインの髪にそっと触れた。

（いつか、答えを得ることができるのかな。私の気持ちが違和感なく収まる日が来るのかな。私はこの人を、男性として愛せる日が来るのかな。可愛い私の凜太郎）

　愛衣は大きく息を吸ってから、ゆっくりと目を閉じたのだった。






　三日後、王宮本宮殿、庭園内広場。

　広場には国王夫妻はじめ、多くの貴族や使用人たちが集まっている。愛衣とカインは首から下をマントですっぽりと隠す出で立ちで現れた。

（本当にこんなことで証明できるのかな）

　大いなる疑問が愛衣の心を占めている。愛衣はかぶりを振った。

（私はカインを、凜太郎を、信じてる）

　準備はカインがすると言ったので、愛衣はすべてを彼に任せた。

　目の前には短めのシーソーや大きなタイヤ、ハードル、ジャンプ台が並んでいる。

「みなの者、集まってくれてご苦労。これより聖女愛衣が、私の『運命の姫』であることを証明する」

　カインのよく通る声が響いた。カインを見上げる愛衣は、その凛々しさに目を奪われた。

（かっこいい）

　凜太郎はゴールデンレトリバーなので体は大きく、小さな子どもなどには怖がって泣かれることもしばしばだった。大型犬は確かに迫力がある。黄金の長毛は美しかったし、走れば迫力はさらに増した。それでも愛衣は、一度も凜太郎をかっこいいとは思わなかった。愛衣にとって凜太郎は可愛くて可愛くて仕方がない存在だったのだ。

　カインが胸を張り、人々の前で堂々と告げる姿は凛々しく、たまらなくかっこよく見える。彼は徹頭徹尾、王子様なのだ。愛衣は素直に見惚れた。

　そのカインが顔を愛衣に向けた。

「さぁ、愛衣、我々の愛と絆を証明しましょう」

「はい」

　二人は揃ってマントを脱ぎ棄てた。

「おおっ」

　どよめきが起こる。二人は腕まくりをした白いシャツに、パンツ、長ブーツを履いた姿になった。愛衣の手には五枚の円盤が握られている。

「行くわよ！」

「ワン！」

　カインの返事に居並ぶ者たちが目を丸くする。

　愛衣は円盤の一枚を投げる方向に示し、そして体を丸めてから高く投げた。

「行け、凜太郎！　ゴー！」

　カインが駆け出す。なかなか速い。

　円盤が緩やかなカーブを描いて下りてきたところをジャンプ、伸ばした右手でキャッチ。その瞬間、愛衣が二投目を放つ。

「次！　ゴー！」

　カインは着地と同時に手にした円盤を捨て、二投目に向けて走る。対して愛衣は、三投目を狙って移動する。

　カインが二枚目の円盤をジャンプしてキャッチし、空中で体を捻って円盤を投げた。

「愛衣！」

「はい！」

　空を飛ぶ円盤を今度は愛衣が追いかけ、キャッチする。
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「凜太郎！」

「ワン！」

　愛衣がキャッチした円盤を投げると、カインがダッシュし、前屈みにジャンプして掴む。着地したら反動を利用してでんぐり返りで勢いを殺し、素早く立ち上がった。

「ライト、ゴー！」

　愛衣の声にカインは右に走り出した。脇から円盤が飛んでくる。それを伸ばした右手で見事に掴んだ。

「凜太郎、レフト、ゴー！」

　今度は左に駆ける。その際、カインは持っていた円盤を愛衣に向けて投げた。

「愛衣」

「サンキュー！」

　愛衣も走り、飛んでくる円盤を胸で止めてから掴む。愛衣が円盤を投げ、カインが絶妙な高さでキャッチする、を繰り返して、

「フィニッシュ！」

　最後の一投を叫びながら投げる。二人はそれぞれの目的に向けて走った。

　愛衣は地面に落ちている円盤四枚を走って拾い集め、カインが空中で円盤をキャッチする。成功すると愛衣のもとに戻ってきた。

　二人とも肩で息をしながら手をつなぎ、一礼をする。メイドがグラスに入った水を運んできたので、それを飲むと、また観衆のほうを向いた。

「『運命の姫』の証明、二つ目を披露する」

　カインの声が響く。二人は同時に駆け出した。前をカインが走り、その後ろに愛衣が続く。二人の目の前には跳び箱が置かれている。

「凜太郎、ジャンプ！」

　愛衣の腕が天を指す。カインは跳び箱に手をついてジャンプし、見事に着地した。と、同時にくるりと反転して大きく足を開き、後方に続く愛衣を待つ。愛衣はちょうど飛んでいるところで、着地と同時に両手を伸ばして駆け込んでくる。二人がしっかり手をつないだ瞬間、愛衣は揃えた足を滑らせてカインの足の間を潜り抜けた。そして走り出す。カインも身を返して愛衣を追って走った。

　次はシーソーが待ち受けている。

「凜太郎、次。シーソー！」

　愛衣は足を開いてシーソーの前で止まった。そこにカインが屈んで頭を入れる。そして愛衣の太ももを掴むと、持ち上げた。

「ゴー！」

　カインは愛衣を肩車にした状態でシーソーに駆け上がる。

　登って、中央を過ぎるとシーソーが動き、今度は駆け下りる。カインが屈むと愛衣はぴょんと飛び降りた。

　障害物競走には相棒たる飼い主は横を走るだけだが、カインは人間だ。だったら一緒にやろうということになったのだ。息がぴったり合って一緒に障害物をこなしていけば、見た者は二人の絆を感じることだろう。

「次、タイヤ！」

　タイヤを模した大きな輪っかが二つ並んで設置されている。二人は同時に屈んで輪をくぐった。

「次はジャンプ！」

　今度は半分に切られた輪っかを同時に飛び乗り、それを台にして飛び越えた。

「凜太郎、ハードル！」

　今度はカインだけが並べられているハードルに向かって走った。

「ジャンプ！　ジャンプ！　ジャンプ！　ジャンプ！」

　掛け声に合わせてカインがハードルをぴょん、ぴょん、ぴょん、ぴょんと越えていく。

「ラスト、バランス！」

　高さ五十センチくらい、幅三十センチくらい、三メートルほどの長さのバランス台が、二本並行に設置されている。二人は手をつないでそれぞれ飛び乗った。そしてうまくバランスを取りながら走る。終わると一緒にひょいっと飛び降りた。

　いつの間にか、前方に白いテープの端をそれぞれ持った二人のメイドがいて、待ち構えている。愛衣とカインは手をつないだまま、張られたテープに向けて走った。そして見事、テープを切ってゴールする。

「ゴーーーール！」

　カインの近習ブレス・キャトーが大きな声で叫び、終了を告げた。

　愛衣とカインはそのまま観衆の前にやって来た。はあはあと肩を大きく上下させている。顔は汗だくだ。

「この競技は訓練しないと息の合ったプレーができない。私の前世は愛衣の世界にあり、凜太郎――先まで愛衣が何度も叫んでいた名前だが、私は凜太郎という名で愛衣とともに生き、天寿を全うしてカイン・クレイブ・ローエングリンに生まれ変わった。だが、私は愛衣のことが忘れられず、ずっと捜し、ようやく見つけて我が世界へ導いた。これこそ奇跡だ。愛衣が『運命の姫』だからこそ成せた業だ。そして愛衣も私がともに生きた凜太郎であることを、たった二日という短い時間で悟った。私たちが強い愛と絆で結ばれているからだ。私たちは前世から結ばれる運命だった」

　その瞬間、おおおーーーーー！　という歓声が沸き起こった。

「素晴らしい！」

「なんと息の合ったお二人なのだろう！」

「まさしく運命だ！」

　などと、そこかしこで声がする。

「ドラグエ公爵、ならびにラドイン伯爵、なにか言いたいことはあるか？」

　二人の男は礼儀正しく頭を下げた。

「なるほど殿下が聖女様に固執する理由がわかり申した。前世からの縁であり、それを殿下が強く求められているのなら、致し方ありますまい。聖女様が『運命の姫』であること、認めざるを得ないと思います」

「認めざるを得ない、ではなく、感銘を受けてもらいたいところだが」

　ドラグエ公爵が無駄なあがきを述べた横で、今度はラドイン伯爵が顔を上げた。その目が大きく見開かれていて輝いている。

「殿下！　まことに感銘いたしました。素晴らしく息の合ったお二人に存じます！」

　ドラグエ公爵がギョッとなって、叫ぶように言ったラドイン伯爵を見る。

「そう思うか？」

「思いますとも！　掛け声に合わせてのハイジャンプ、ハイキャッチ、聖女様が円盤を投げるタイミング、スピードを落とさず流れるように次の動作に移る殿下、本当に素晴らしい。殿下が聖女様とともに障害物をクリアしていく様子も洗練されておりまして、わたくし、このような競技があることを知りませんでした。我が国でも広めて参りたいと考えます。ぜひともお許しいただきたい」

「かまわんが、できたら私がやった役は犬に当ててほしい」

　ラドイン伯爵が目を見開いた。

「犬、でございますか？」

「そうだ。人間がやるよりよほど絵になる。貴殿に任せるのでよろしく頼む」

「ありがたき光栄にございます！」

　ラドイン伯爵は胸に手をやって深々と頭を下げた。

　カインが貴族の令嬢たちが固まっているほうに歩いていく。そして張りのある声で言った。

「聖女愛衣が我が『運命の姫』であること、異議ある者はいるか？」

　令嬢たちはシンと静まり返った。それを見て、カインは甘く微笑んだ。

「では、みな、愛衣が『運命の姫』であることを認め、断罪は行わないことを同意するな？」

　ははーっと集まった者たちは深く礼をし、この場は収まり、一件落着となった。

















第六章　愛のパワーが大爆発












　夜風が心地いい。特に火照った体にはなおさらだ。

『運命の姫』を証明するため広場でフリスビーと障害物競走（といっても競争相手はいないが）を行って、なんとか断罪から逃れることができた。

　愛衣は帳の下りた庭園を眺めながら、大きく深呼吸をした。

　最初、カインから妙案を授けると言われて、耳打ちされた時は信じられなかった。そんなことで納得なんかするのかと思ったけれど、カインが愛衣に嘘や可能性の低いことを言うわけがないと思い直した。それにカインの協力なしに証明なんてできるわけもない。

　王太子宮内の広場で少し練習すると、違和感はまったくなかった。カインは人間でゴールデンレトリバーの凜太郎ではないのに、呼吸はピッタリだ。あとはフリスビー代わりの円盤をどの高さに投げるか、だった。カインのジャンプ力を見極めるだけだ。

　障害物競走については、どこでどんなふうにするのか話し合って決めたが、やってみたら息がぴったりで、愛衣自身が驚いた。おそらくカインが愛衣に合わせてくれたのだろうと察する。いかに凜太郎時代、愛衣のことを見ていてくれたのか改めて感じて、ジーンとなった。

　それでも競技をこなすことと、それを見た者たちが納得するかどうかは別問題。なんだ、これは？　と言われそうで愛衣は終始心臓が痛かったのだが。

（あのオッサン以外、みんな納得しちゃうんだから信じられない）

　ドラグエ公爵が文句を言うのはわかる。内容よりも矜持を優先するだろう。なにせ公爵なんて位なのだから、自分が引き下がるなんて嫌だろう。だがラドイン伯爵があっさり感銘したのは驚きだ。そしてその後ろに居並ぶ令嬢たちも、誰一人文句を言う者はいなかった。

　正直なところ、愛衣はキツネにつままれたような感じで、騙されているのではないかと、今なお、ちょっとばかし思っていたりする。

（しかも、うまいこと犬だってことを濁しつつ、凜太郎って名前まで言って説得力持たせて。強い愛と絆とか、前世から結ばれる運命だったとか……どうよ？）

　横で聞いていて恥ずかしくて仕方がなかった。とはいえ、嬉しくもあった。

　あんなイケメンの王子様に、あそこまで言われたら嬉しくないはずがない。しかしながら、愛衣には問題があった。どうしても、悩んでしまうこと、それは――

（凜太郎のことは超大好き。ずっと一緒にいたい。だからカインだって好き。一緒にいたいと言ってくれるなら、もちろんＯＫ。なんだけど……男性として見れるか、愛し合えるか、エッチできるか、ってなると疑問。いやらしいことばっかり考えてんじゃねーっていつも思うけど、いつも同じこと考えてるってことは、それだけ重要ってことの裏返しだからね）

　バルコニーの手すりに前屈みに全体重を預け、両腕で俯き加減の頭を抱える。そして、

「はあ」

　と、盛大にため息をついた。

「そんなに悩まなくていいですよ。愛しいあなたに何事にも無理強いなどしませんから」

「！」

　背中にかけられた言葉に飛び上がる。振り返ると、ラフな恰好をしたカインが立っていた。風呂上りだろうか、髪がなんとなく湿っているように思うし、ふわりと懐かしい香りがする。

「カイン、あの」

　カインはフッと微笑み、右手の人差し指を曲げて愛衣の頬に当て、二度三度上下に擦るようにして撫でた。

「結婚してほしいと願っています。それは本当です。あなたを幸せにしたいとずっと思っていましたから。もちろん、独り占めにしたいとも願っていますが、それはあなたが幸せになった次の話です」

　愛衣が口を噤んだまま、視線を下げているのもかまわず、カインは愛しげな声音のまま続ける。

「両親に愛されず家庭内で放置されても、あなたは誰にもそのことを言わずに耐えていました。さらには家族の行いのために近所からも同類と思われ、疎まれても、自分が悪いんだと自己の責任として捉え、家族に原因があると思わず、責めようともしませんでした」

　下ろされている愛衣の両手がそれぞれ拳を作る。

「腐らずに真面目に生きてきたというのに、ろくでもない男に引っかかり、気づかず利用されていました」

　拳が震える。

「私はそれを何度も何度も伝えようとしましたが、人の言葉は操れなくて、人の耳には犬の吠え声としてしか認識されず、歯がゆかった。そしてなによりも切なかったのは、私とあなたでは決定的に寿命が異なり、私は老い、あなたを置いて、傍を離れなければならなかったことです」

　愛衣は俯き加減のまま、大きく目を見開いた。

「己が死ぬことの悲しさよりも、あなたが心配で、心配で、耐えられなかった。どれほど神や仏なるものに祈り願ったことでしょう。愛しい人の傍にいさせてほしいと」

「カイン」

　カインの指先が愛衣の頬に触れる。

「願いが叶いました。誰が叶えてくれたのかは存じませんが、私はこの世界に転生し、人の言葉を操り、五本の指で物を握れるようになりました。さらに魔力というものが存在していて、その魔力と、王家に生まれた幸運を最大限に利用し、あなたを捜し続けました。そしてようやく見つけて、ここに連れてくることができました。今日はみなみなにそれを認めさせた記念すべき日です。ですが、肝心のあなたが私との結婚を否と言うのであれば、私はあなたのことはあきらめ、元の世界にお帰しします」

「え、でも……」

「もちろん、結婚はいいが夜の営みが嫌だというなら、それでもかまいません。待てと言うならいくらでも待ちます。しかしながら帰りたいと言うならば、あきらめるしかありません。あなた一人の力では元の世界には戻れないので、私がお帰しします」

「…………」

「私が最も望んでいるのは、ただただあなたの幸せですから」

　愛衣の瞳が潤み、涙が溢れて流れた。カインの指先がそれをぬぐい、拭き取る。まなざしはどこまでも優しい。

「私は心で、魂で、あなたを愛しています。それをどうかわかってください。その上で判断してください。どんな返事も、私は受け止めますから」

　涙が止まらない。息をするのも苦しくて、愛衣は何度もむせ、嗚咽をもらした。

「愛衣」

「ごめ……ごめんなさい。こんなに私を想ってくれているのに、私、ちゃんと凜太郎のこと、カインのこと、好きなのに、見かけにばかり囚われて、人の目ばっかり気にして、何度も揺れて迷って。バカすぎて、ホント、泣ける……泣けるよ」

「愛衣」

「姿かたちなんてどうでもいいのに。大切なのは心なのに。どんだけ深くて大きな想いで私を見ていてくれたのか、私……うううっ、バカすぎて……」

「バカなんかじゃありません。そんな言葉は使ってはいけません。あなたは優しくて、思いやり深くて、真面目で、頑張り屋なんです。自分を誇ってください」

「カイン……」

「はい」

　自分の口から出た言葉が、今を生きているカインという名前だということに、愛衣は驚いた。同時になんとも言えない安堵に包まれる。

（私はちゃんと、相手を見れていた。凜太郎が生まれ変わって新たな姿になった人を、考えなくても、悩まなくても、ちゃんと呼べた）

　愛衣、とカインが優しく名を呼ぶ。

「返事を聞かせてもらえませんか？」

「カインの傍にいる」

「……本当に？」

「大事な人がいるのに、どこにも行きたくない。ごめんなさい。こんなわかりきっていたことを、迷っていたなんて」

「私のプロポーズを受けてくれるのですね？」

「はい」

「今は人間ですが、意識は凜太郎です。本当に大丈夫ですか？」

「大丈夫。もう迷わない。だって、想い合うことに外見は関係ないから。うぅん、そう、外見でも、性別でも、人種でも、年齢でもない。とっても大切なことを教えてくれてありがとう。凜太郎もカインも大好き、どっちかじゃない。でもあなたは、やっぱりカインだと思う。カインとして生まれて、カインとして育って、カインとして生きているのだから」

　愛衣は両腕を伸ばし、カインの背に回して抱きしめた。

「凜太郎はこの体の奥深いところにいる」

「愛衣、キスしていいですか？　額ではなく、唇に」

「うん、はい」

　愛衣は顔を上げ、目を閉じた。少しの間があって、ゆっくり気配が近づいてきて、そして触れた。

　優しく温かな唇の感触。

　そして離れ、今度はカインが愛衣をギュッと強く抱きしめてくる。

「愛衣、愛しい人」

　耳元でこぼすような、囁くような、切ない声が響く。

「愛衣、私の愛衣、やっと手に入れた」

　愛衣は一度目を開け、もう一度閉じ、カインの温かな体温を全身で感じた。

「あの、カイン、私……」

「我が国では、男女互いに成人すれば貞操は個人の自由に任されていますが、むしろ逃がさないために早く結ばれる傾向があります」

「あ、うん、えと」

「ですが私は慌てていません。私たちは心を通わせたのですから。愛衣、まずはこの世界に慣れることが大事です。あなたはご自分が思っている以上に緊張しています。だから魔力も感じにくいんです。まずはしっかり慣れてリラックスし、自分が何者かを理解することに心を砕いてください。私たちの一歩先の関係は、それからにしましょう」

　愛衣は無意識のうちに頷いていた。それは確かにその通りだったし、事を急がないことは愛衣にとってなによりも安心できる。

　ゆっくり、着実に進みたい。

　カインは愛衣の性格をよく理解している。だから任せていればいい。

　カインに。

　自然に。

「さぁ、寝ましょう」

　寝室に戻り、二人してベッドに入る。

　愛衣は安堵の中、今宵もカインとピッタリとくっつきながら、何事もなく心地よい眠りの海に落ちていった。






　明朝、さっそく愛衣とカインの婚約が正式に発表された。

　安堵の中でのゆっくりした生活――は、嘘――と言っては言い過ぎだろうが、そうだった。

　いや、カインとの関係は嘘ではない。『運命の姫』として正式に認められ、王太子妃になることを約束され、愛衣が慣れた頃に挙式ということで決まった。ここは正しいのだが、聖女としての立場については、『聖女修業』をするよう言い渡されてしまった。

（無茶言わないで）

　と思っても、周囲は強烈なお祝いモードで、とても水を差すようなことなど言えるはずもなく、おとなしく従うのみだ。

　カインは愛衣からは正しく聖女の魔力を感じると断言する。ただ、あるかないかわかるだけで、どれくらい溜まっているのかという量的なものまではわからないとのことだった。

（自分で感じて、操る……無茶よ、絶対無理）

　絶望感満載の中、愛衣に聖女修業の内容を教示するのはエルメだ。

　最初は筆頭侍女だからだと思ったが、違った。彼女は魔法を操ることに長けているので、導き役にふさわしいと判断されたと説明を受けた。

（よき理解者で話し相手だと思っていたのに、師匠の立ち位置だったとは）

　エルメの態度はまったく変わらないけれど、なんだか近寄りがたく感じるようになってしまった。

「そう構えることはございません。魔力とは愛衣様の世界の言うところの、元気であったり、活力であったり、そういったものでございます。あるいは、暑いなとか、寒いななど、自然に感じるものでもあります。殿下を含め、わたくしや他の者たちとともに有意義な時間を過ごしながら、内なる活力を意識していただければけっこうでございます」

　などと、簡単に話してくれるのだが。

（それができたら苦労しないんですけどっ）

　愛衣の顔が露骨に引き攣っているが、エルメは華麗にスルーし、最初の指示を出した。

「本日から一週間、殿下の午後の公務はなしとし、愛衣様と過ごしていただくことになりました。愛し合う者と過ごすことが一番のリラックスになりますからね。その後は、わたくしがお役目を果たさせていただきます」

「よろしくお願いします」

　エルメは嬉しそうに、うんうん、と何度も頷いた。だが、目がギラリと光っている。

（絶対、なんとしても聖女にしてやろうって目よね。どっかで見たことあるような目つきだもん）

　視線を斜め上に向けてちょっとばかし考えてみると、ピンと来た。

（そうだ！　新入社員研修でスパルタだった人事部長！）

　スクエア型のメガネをした人事部の女性部長の顔が思い浮かぶ。

（怖かったんだ～あの人。エルメさん、同じ目をしてるんだけど……）

　背筋がヒヤァ～とするが、拒否はできないし、逃げ出すこともできない。

　新入社員研修で鍛えられてなんとか形にしてもらえたのだから、ここでもエルメに従って頑張れば、聖女の力を感じられることだろう。愛衣は腹に力を込めた。

（やる。カインに報いるためにも。私たちが幸せになるためにも）

　そう決意し、午後に臨んだ。

　身軽に動ける服装に着替え、斜めがけのリュックを背にし、カインとともにアイチャンに跨がって空を駆ける。そしてそれほど標高の高くない山にやって来た。東京では高尾山くらいだろうか。

　ただでさえ空気が澄んで心地いいというのに、山の中はマイナスイオンの宝庫で心と体がさらに洗われる気がする。

　愛衣は大きく深呼吸をした。

「あ～、すっごい気持ちいい！」

「それはよかった」

「で、ここでなにをするの？」

「走ります」

「……走、る？」

「ええ、走るのです。狩りをしようかとも思ったのですが、あなたに狩りをさせるのは酷でしょう」

　愛衣はコクコクコクと小刻みに何度も頷いた。

「ですよね。動物好きだから」

「おいしいとか言って食べてるくせに、自分では狩りとかできないって言うのはわがままだって思うけど」

「仕方がありません。それは今、私たちが求めていることでもありませんから気にしないでください。ですが、そういうわけで、走ることにしたのです。山の中だからけっこう大変でしょうが、これも修業と思って頑張ってください。まぁ、かつてはよく走っていたから大丈夫でしょうけど」

　ニコニコニコ、と会心の笑みを浮かべているカインの顔を愛衣は凝視する。

　本気のようだ。

（まぁ……そうよね、カインが冗談を言うとは思えないし。そっかぁ、走るのか。いやいや、大丈夫よ。だって昨日も障害物競走もどきでカインと一緒に走ったんだから、なんの問題もない）

　昨日は『運命の姫』を証明するためのもので、ここで走って聖女の魔力を感じることができるのだろうか？　という疑問を抱いたことには気づかないことにした。

　カインの言うことにひたすら従う。それに徹する。

（そうよ、覚悟を決めたんだから）

　よし、と自分に気合いを入れる。

「私についてきてくださいね」

「わかった！」

　カインは愛衣の返事を聞くと身を翻し、走り始める。愛衣はすぐにあとを追った。

　けっこうなスピードだ。

（うっ、キツ……）

　簡単ながらも人の手が入った道は、悪くはないが走りやすいものでもない。でこぼこの場所も多いし、石などに足を取られそうだ。

　登ったり、下りたり。アップダウンで息を取られる。それでも必死で追いかけた。

（胸が苦しい。けど、なんか、気持ちいい。頭、真っ白になる）

　家族とのこと、崇とのこと、仕事のこと、悩みが尽きない日々だった。考えを避けていることも多い。昨日といい今といい、こんなふうに無心で走って、汗をかいて、体を動かしたのはいつ以来だろうか。

（風が心地いい）

　ずっと一緒に歩き、走り、寄り添った、凜太郎といる時だけ心が穏やかだった。今、その姿は背の高い男性になっている。そして一生、傍にいることを約束した。

　息が切れる。けれど、追いかける。どこまで、いつまで走るのだろう。

　はあ、はあ、と自分の荒い息と、風の音だけが耳に響いている。

（苦しい）

　それでも愛衣は必死にカインを追い続けた。

　どれくらい走り続けただろうか。頭の中がクラクラしてきた。

　前方にはカインの背が見えるけれど、けっこう小さい。かなり引き離されている。

（早く追いつかないと）

　そう思って足を速めようとするが、思うように動かなくなってきている。

（もうダメ、息が、心臓が、続かないっ）

　そう思った時だった、カインが愛衣の名を呼んでいる。顔を上げると、カインが立ち止まって手を挙げていた。愛衣は苦しいながらも必死で足を急がせた。

（あ）

　ザーッという水の音がする。ようやく追いつくと、前方に滝があった。

（富士山の麓にある白糸滝みたいだ）

　横に長く連なった滝が美しい。そして滝つぼの水が青く澄んでいて魚が泳いでいる様子が鮮明に見える。

　肩で息をしている愛衣をカインが愛おしそうに見下ろしている。

「あんだけ、走った、のに、ぜんぜん、平気、そ、うね、息、普通、じゃない、信じられ、ない」

「まぁね。私には魔力がたんまりありますから」

「そ……」

　なかなか息が整わない。

「それでも汗はかきましたよ。泳ぎましょう」

「え？　泳ぐ？」

「気持ちいいですよ。さぁ」

　カインはそう言って服を脱ぎ、全裸になった。

（ひいぃ）

　男性の裸は何度も見ているが、だからといって真っ昼間にこんなところで見せられても……なんて思うけれど、カインの肉体があまりに引き締まって洗練されているので思わず見入ってしまった。もちろん、とある部分は礼儀正しく視界に入れないように気をつけているが。

　ドボンと大きな音がしてカインが滝つぼに飛び込んだ。

「愛衣ーー！」

「…………」

　カインの金色に輝く髪が水に濡れ、さらに太陽の光を反射させてキラキラしている。

　愛衣は見惚れながら、自分も服を脱いで川に飛び込んだ。

「ひゃー、冷たい！」

　走って熱をため込んだ体に冷えた水は衝撃だ。一瞬、ヒュッとなったが、慣れたら気にならないし、気持ちがいい。

　カインがどんどん泳いで遠ざかっていく。愛衣も必死に泳ぐ。

　ヘトヘトだが、なんだか楽しいし、この美しい自然と一体になるような気がしてきて不思議だ。

「カイン、待ってよ」

　カインが潜って姿を消した。きょろきょろしていると、いきなり腰に腕が回され、捕まった。

「わわっ」

「走れば獣のようになった気がするし、水の中だと魚になった気がしませんか？」

「えー、そんな余裕なかったよ。カインってば速いんだもん」

「自然のエネルギーを全身で感じてほしいのです」

「それが魔力？」

　うん、とカインが同意する。

「風とか、匂いとか、水とかはもちろん感じるけど、魔力はぜんぜん」

「ゆっくりでいいのですよ。頭で考えることではないのです」

　カインは愛衣を抱きしめたまま顔を近づけてきて、そっとキスをする。しばらく互いの唇の感触を確かめ合い、また泳ぎ始める。

　さんざん泳ぎ回り、クタクタになったら岩の上に登って休憩することにした。

　リュックからタオルと服を取り出す。体を拭いて服を着たら、カインが魔法で火を熾したので温まった。

「便利ね、魔法」

「そうですね。ですが、正確には、魔力を消費しているのです。あなたの世界での感覚ではその論理をうまく説明できないので、魔法という便利な言葉を用いていますが」

「自分の中にある魔力を自在に操って、なんでも便利に利用するのが魔法」

「自在……うーん、それも正確にはちょっと違います。私は王家の血と力を継承していて、さらにオールマイティな魔力なのでその言葉は正しいですが、他の者は属する魔力の性質に合った方法でしか消費できません」

「聞けば聞くほど、わからなくなってくる」

「だから、ゆっくりでいいですって。愛衣は相変わらず真面目です。まぁ、その真面目さが私には愛おしいのですが。大好きです」

　正面切って褒められてからの甘い囁きに、愛衣の顔が真っ赤に染まる。

「もう、すぐに甘やかすんだから。私は気が緩んだらダメ子になるから甘やかしたらいけないのよ」

「そういうところが愛衣らしい。ゆっくりそんな不要な縛りから解放されればいいですし、私が解放して差し上げます」

　シェフが用意してくれたサンドイッチを食べると、二人は立ち上がって次の目的に着手した。

　今度は山の中の景色を眺めながら歩く。手をつないで歩くのは照れくさいが、誰もいないし、カインが下りは危険だからと言うのでおとなしく従った。

「紅葉が綺麗ね」

「初秋ではありますが、この世界は気候に左右される樹木と、魔力に左右される樹木があって、魔力に左右される樹木は、自らの魔力を持つものと、宿る生物の魔力に影響されるものがあるのです」

「そうなんだ。ややこしい」

　なにもかもに魔力があって、大きく左右されている。魔力を感じないことは、この世界では生きることが難しいのかもしれない。

「今日はこのまま下山して帰ります。明日は街に出かけます」

「街？」

「ええ。人の営みはあなたの世界と大して変わりませんがね。いずれは我が国コーリエント王国を巡っていただきますし、さらにはここ、異世界バーニアも見学できるように手配します」

　カインは愛衣のことをとことん考えてくれているのだろう。

（クヨクヨ考えずに、カインに全部任せておけばいい。私はこの世界を全身で感じて、魔力がどういうものなのか、早く感知できるように努めればいい）

　不安は晴れた愛衣だった。






　翌日。

「ヨーロッパの田舎町へ旅行に来たみたいな感じ」

「田舎だけ余計です」

「ごめん」

「東京のような近代的な大都市からしたら、否めませんが」

　貴族とはわからない恰好で街にやって来た。中世ヨーロッパか、もしくは近代でも昔ながらの町並みが残る田舎町に迷い込んだような気にさせる。

「王都と言っても、より洗練された地区とそうでない地区がありますからね。東京でも銀座や新宿、品川などは最先端でも、北千住や赤羽は下町風情が情緒的でしょう。ここだって同じです」

　カインの説明を受けながら、愛衣は居並ぶ店のショーウィンドウを覗いて回っていた。

「可愛い～」

　小物を売っている雑貨店、スイーツ店、鞄や靴の店で足を止めてしまう。服にはあまり頓着しない愛衣であったが、鞄と靴には目がなかった。とはいえ、

「もう出勤しないから不要よね～」

　なんてつい言ってしまったものだから、

「欲しいものは全部買いましょう。私からの贈り物です」

　などと言われてしまい、本当に無制限に購入するものだから始末に負えない。そして購入した商品は王太子宮に届けるよう言い置くので、店員はさっそく宣伝用の黒板に『王室御用達！』なんて書いて騒いでいる。

「そんなにいっぺんに買っても使えないし、どこに持っていくの!?　どこに履いていくの!?」

　焦る愛衣に、

「飾っておけばいいのです。絵画や彫刻と同じように。あなたにとっては目の保養なのですから」

　と、軽く往なされる愛衣だった。

　連れていかれる場所、見せられるもの、すべてが愛衣の好みド真ん中だ。凜太郎と散歩の際に、なんだかんだと話しかけていたことを、彼は全部覚えているようだ。

　どれほど愛衣の言葉に耳を傾け、心に留め置いてくれていたのだろう。

「そんなに甘やかさないで」

「その言葉は昨日聞きました。ここまでしても足りないと思わせるほど、あなたは私を慈しんでくれたのです。ご恩と愛情はけっして忘れませんし、それ以上をあなたに注ぎたいのです」

「カイン」

「情けは人の為ならず。因果応報。己の行いは己に返ってきます。あなたは、私にかけてくれた愛情の恩恵を、今、手にしているだけなのですよ」

　嬉しくて握り合う手に力を込めると、カインも優しく握り返してきた。

「ありがとう」

「どういたしまして」

　一人と一匹で過ごした日々が脳裏に蘇る。そしていつも願っていたことを思い出した。

（そうだわ。私は凜太郎と過ごしながら、どれほど彼が同じ人間だったらいいのにって思ってきたことか。カインは死に際に私の傍にいたいと願ったと言っていたけど、それは私も同じだった。私も凜太郎の傍にいたくて願った。私が犬だったらよかったのにって。私こそが凜太郎の傍にいることを願っていた。神様は、私の願いを叶えてくださったのかな）

　じわじわと体と心の奥底からなにかがこみ上げてくる。

「愛衣、どうかしましたか？」

「え？」

「急にこんなに泣いて」

　カインの指先が目じりに触れる。

「どうもしない。カインが好きだって、思っただけ」

「……愛衣」

　こんなに想っているのに、魔力なんてこれっぽっちも感じない。体にも感覚にも、なんの変化もない。

「早く、自分の魔力を感じて理解して、名実ともに聖女になって、カインを守りたいし、守らなきゃいけない。私って助けられてばっかりで、ダメダメだ」

「そんなことはありませんよ。あなたが私の隣にいてくれるだけで幸せなのです。焦らなくていいのです。新しいことを理解するには時間がかかるものです。一年でも二年でも、いくら時間がかかっても大丈夫ですから」

「うん」

　カインの優しい言葉と笑顔に、湧いた不安や情けなさは吹き飛んでいった。






　しかし！

　ぜんぜん、まったく、これっぽっちも、大丈夫ではなかった！






　一週間が過ぎ、カインが取った聖女休暇の期間が終わった。

　その間、二人はデートを重ねて親睦を深め、誰が見てもラブラブだったけれど、それを快く思わない者たちが一定数いたのだ。

　その一定数がまたしても王太子宮に詰めかけ、客間で主人公の登場を待っていた。そして現れた主人公、愛衣に対し、見覚えのある男が二人並んで一歩前に出た。

　ローラン・ドラグエ公爵とモンド・ラドイン伯爵だ。

（またこの二人か。っていうか、こっちの伯爵のほうは感激したんじゃなかったの？）

　愛衣はラドイン伯爵を不満そうに見た。無意識のうちに眉間に皺が寄り、口がへの字に曲がっていたのだろう。目が合った途端、ラドイン伯爵がビクリと肩を震わせ、困ったように目じりを下げた。

「えーーっと、聖女様が殿下の『運命の姫』であることは承知しております。大変に承知しております」

　言いつつ、チラリと隣に立つドラグエ公爵に視線をやった。

（あーー、なんか言われたんだ）

　愛衣が小さく小刻みに、うんうんうん、と頷くと、ラドイン伯爵はホッとしたように口元を緩めた。目も潤んでいるように見える。

「なのですが、魔力を感じないというのであれば、聖女様とお呼びするのもどうかという意見が出ておりまして」

「殿下はじっくり時間をかけて、とおっしゃるが、そう呑気なことも言ってはいられますまい」

　ドラグエ公爵が援護射撃に出てきた。

「聖女と認められないというのであれば、認めなくていいです。ただの異世界人、愛衣でいいし、私の立場、というか位は、今ならカイン王子の婚約者で、近い将来の王太子妃、となるだけだと思いますが」

「いやいやいや、そんな簡単なことではございませんよ。あなた様が『運命の姫』であることに固執し、求めているのは殿下です。わたくしどもが王太子妃として認めようというのは、あなた様が『聖女』だからです。ここが違うと言われたら、話は振り出しに戻ります。王太子妃にふさわしいのは、国に役立つ貴婦人であって、個人の感傷による『運命の姫』ではありません」

　だから身を引け、というわけだ。

「私をここに連れて来たのはカイン王子です。王子の意向に従います」

「なればこそ、貞淑な態度というものが大事ではありませんかな？」

「貞淑な態度？　意味がわかりません」

　愛衣が不服げに問い返すと、ドラグエ公爵は、はっ！　とバカにしたような態度と口調で体ごと伯爵に向けた。

「異世界の住人はなにも知らんようだ。伯爵、説明して差し上げよ」

「いや、もう勘弁……」

　言った瞬間ギロリと鋭く睨まれ、ラドイン伯爵が委縮する。そして申し訳なさそうに愛衣に向けて解説した。

「王家の方が、満を持して御自らお連れになったお方です。今さら妻にするのはやめた、とは言いづらいことでしょう。殿下に恥をかかせないためにも、聖女様から辞退を申し上げることが円満かつスマートなことかと」

　申し訳なさいっぱいの伯爵の顔をぼんやり眺めながら、愛衣は消滅したはずの感情が湧いてくることに悲しくなってきた。

　希望と決意が瓦解する。

（そうよね。その通りだと思う）

　だが、今ここで、はいそうですか、とは言えない。

（私だってカインが好きだし、カインの想いに応えたいし、大切な凜太郎である人を奪われたくないもの。どうすればいいんだろう）

　途方に暮れる。

「勝手なことは許されませんよ」

　高く鋭い声がキンと響いた。エルメが目を吊り上げて立っていた。

「これはこれはアンバリュー侯爵夫人。また懲りずに口を挟むなど学習がないですな」

「いいえ、口を挟む気はございません。ですが、今、わたくしは愛衣様の魔力を磨く教師の立場にいます。いかに公爵でも、国王名で指示が出ている事項に勝手な振る舞いは許されません。物申すのなら相応の手順を踏み、見合う証拠を提示してからにしていただきます」

　ドラグエ公爵が不快そうに片側の眉を吊り上げた。

「なにが言いたい」

「ですから証拠を示すのです。公爵の御名で舞踏会を開いていただきます」

「舞踏会？」

「さようです。実際はお見合いパーティーですわね」

　お見合いパーティー!?　と、そこかしこで反芻が聞こえる。エルメは周囲を見回して、うん、と力強く頷いた。

「そこで殿下に自己アピールをしていただきます。もちろんここでは美しさを競うのではなく、自己の魔力を使った魔法能力の提示です」

「王家の前でいかに王太子妃にふさわしいか示すというのか」

「その通りです。公平でよろしいでしょう？　いかがです？」

「いいですな、その話、乗りましょう」

「決まりですね。では、一週間後、公爵の邸宅にて」

「はははははっ、侯爵夫人、一週間後、ご自身が招いた結果に後悔なさらんようにな」

「そのお言葉、そっくりお返しいたします」

　胸を張るエルメを流し見ると、ドラグエ公爵がもう一度高笑いを上げ、詰めかけた令嬢やその親たちを引き連れて客間をあとにした。最後に心配そうな顔をしたラドイン伯爵が一礼して追随する。

「エルメさん、それ、負け戦です」

　誰もいなくなった客間で、愛衣はエルメに向けて素直な感想を口にしてしまった。

「なにをおっしゃいますか。愛衣様には見事勝ち抜いていただきますわ」

　いや、だから無理だって――そう言いそうになって、愛衣は口を引き結んだ。

（下手なことを言ったら刺されそう）

　エルメの目は決意に燃えている。泣き言など絶対に許さない、といった具合だ。

（なにか秘策があるんだと思うから、従うべし、よね）

　一人考える愛衣に向け、エルメは言い放った。

「本日からの一週間は私が指導する期間です。魔力を感じ、自在に操れるよう、ビシバシ行かせていただきます！　泣き言は許しません」

「…………」

　スパルタ教育を宣言されてしまったのだった。






　そしてまたまた一週間が経った。

　優雅なカインとの時間とは真逆で、エルメとの一週間は地獄の修業期間となってしまった。

　食事は一日一回で、空腹と満腹と食事の最中の変化を感じよ、ということだった。

　庭園の芝生の上に横になり、土や風や匂いを感じよ、ということだった。

　川にも行って滝に打たれた。水の冷たさと水圧を感じよ、ということだった。

　街にも行った。人の気配を感じよ、ということだった。

　宮殿の一室に籠もって、真っ暗な中、ジッと座って瞑想もした。

　毛布に包まり、満天の星のもとで、世界の瞬きを見つめもした。

　だが、なんの変化もなかった。

　時間は無情だ。なにも起こらなくても勝手にどんどん過ぎていく。愛衣を待ってはくれない。

　そして今夜、ドラグエ公爵の、城さながらの豪華な屋敷で舞踏会が行われ、愛衣はカインとともに参加しようとしていた。

（どうしよう……ホントにまったく変化がない）

　まるでガマの油のように、ダラダラと冷や汗脂汗が流れているような錯覚が起きてくる。このまま失神してしまいそうだし、してしまったほうがいいような気がする。

　いやいや、そんなことは許されない。愛衣は手を引くカインに顔を向けた。

「愛衣、行きますよ？」

「はい。えと、今日ってエルメさんも来るのよね？」

「その予定ですけど？」

　それがなにか？　と言いたげな様子に、愛衣は困ってしまって目を泳がせた。耳元でカインがフッと笑う。

「そんなに心配しなくていいですよ」

「…………」

「大丈夫です」

「カインといいエルメさんといい、どんな根拠があって大丈夫だなんて言うの？　私は私のことなのに、ぜんぜん大丈夫じゃないのに」

「そうなんですか？」

「そうよ。魔力なんてこれっぽっちも感じない。至っていつもの私、梅宮愛衣よ」

「愛衣にはちゃんと魔力があります。その出し方がわからないだけなんです」

「その出し方がわからなかったら、どれだけあってもどうにもならないでしょ。今夜、示せなくて、競争に負けたら、私、あなたの婚約を辞退しなきゃいけないのよ？」

　クツクツとカインが笑っている。

「どうして笑うのよ。どうして笑えるのよ」

　悔しくて、涙がこみ上げてきた。

　そんな愛衣に、カインは手を取って甲にキスをした。

「カイン？」

「私はあなたを信じています。あなたも私を信じているはずです。その気持ちがあれば充分です」

「でも」

　カインは人差し指を立て、自らの唇につける。

「カイン……」

「私はあなた以外の女性を妃にする気はありません。国王夫妻もそれを認めてくださっています。多くの貴族、王宮で働く者たちは、あなたを聖女として信じて私たちの仲を祝福してくれています。国民もそうです。王太子婚約に沸いています。反対しているのは、王太子妃の位を狙っている一部の野心を持つ者たちだけです。彼らは誰からも支持を得ていません。心配することはないのです」

「…………」

「この世界、そして我が国は魔力と魔法を重宝し、重要視していますが、それは人が幸福に生きる手段としてです。人の営み、幸福にまで干渉することはできません。やはり心が一番大事なのですよ」

　言っていることはわかるのだが。

「あなたは真面目だから、一番にならなければいけないと思っているようですけど、戦いとは相手を負かすばかりが勝利の手法ではないのです」

「……え？」

「あなたがなにもしなくても、周囲が自滅していけば、おのずと勝利が舞い込んでくるものです。さて、ここでウジウジしていても仕方ありません。案ずるより産むが易しです。参りましょう」

　確かにそうだ。ここにいても仕方がない。ドラグエ公爵が用意した客間から出て、音楽が聞こえてくるパーティー用の広間に向かった。

　大きな扉の前に立つと、カインが愛衣の背中に手をやって、そっと触れてきた。

（温かい）

　優しさを乗せたカインの体温が背中を通って全身に広がっていく。

（自分を信じろ。やるしかないんだから）






『カイン・クレイブ・ローエングリン王太子殿下ならび、聖女愛衣様、おなーりーーー！』






　紹介の声が響いて一斉に注目される。そして拍手が沸き起こった。

　嫌々拍手している様子の参加者はわずかで、多くは嬉々としている。先週、先々週、王太子宮にやって来た数よりうんと少ない気がする。あれはサクラだったのか、それとも具体的に名乗りを上げないといけないとなると怖じ気づいたのか。

　カインが言うように、野心を持つ者は一握りなのだろう。

（とにかく魔力を感じて、放出する。どうやって、なんて考えない！　追い詰められたらなんとかなるもんだから！）

　カインとともに広間に踏み込み、ドラグエ公爵による舞踏会の開始宣言を聞く。そしてしばらくの間、ダンスを踊ったり、参加者と歓談したりして過ごし、いよいよ王太子妃の座をかけた聖女戦が始まった。

　豪華なドレスを翻し、自らさきがけに名を上げたのは北部を守る北方将軍の令嬢だった。

「ミーナ・マクレガーと申します。わたくしは治癒魔法を得意としております。今は平和な世の中ですが、万が一、戦が起こればわたくしも負傷者の治癒治療に赴く所存です。不調を抱える方がいらっしゃれば、わたくしの前にいらしてください」

　ざわついた中から杖をついた年配の紳士が現れた。

「最近、腰の調子がよくなくて」

「腰ですわね」

　ミーナ・マクレガーが老紳士の腰に触れると、一瞬そのあたりが淡く輝いた。老紳士が大きく背中を反った。

「おお、痛みが消えた！」

「健やかにお過ごしくださいませ。さて、殿下、わたくしは殿下や国王ご夫妻になにかございましたら、いつでもこの治癒の魔力を操って、治療いたします」

　高らかに宣言すると、ミーナ・マクレガーは深く腰を折って退いた。

　次に進み出たのは地方豪族の令嬢だった。手には大きな花束がある。

「ハイン州カデルナ領主の娘、アンナ・メルドでございます。わたくしの魔力は土に属しておりまして、直接土壌に注入して活力を与えるものでございます。植物は悠々と成長し、実りを与えてくれます。これはその実りでございまして、切り取ってから数日が経っても、わたくしの魔力のおかげでこの通り美しい花をつけています」

　ミーナはつかつかと歩み寄り、愛衣に花束を差し出した。

「愛衣様、どうぞ」

「……ありがとうございます」

　愛衣が受け取ると、ミーナは勝ち誇ったように微笑し、下がっていった。

　その次は。

「ヘルメイ侯爵家のエリーゼにございます。わたくしは風を操ることに長けております。風壁を創り出し、殿下の御身をお守り申し上げます」

　その次は。

「カンティーナ子爵家のリリーでございます。火に属す魔力持ちでございまして、敵はもちろん、不要なものはすべて焼き払って御覧に入れます」

　その次は。

「コース伯爵家のシエラと申します。水に属しております。領地では常に清き水を提供し、みなみなの生活が潤うよう心がけております」

　その次は。

　前に進み出た絢爛豪華な身なりの令嬢は、愛衣に顔を向け、堂々睨んできた。

（あ！　この人！）

『運命の姫』を証明する約束をさせられた場にいて、みなが帰っていく列の最後につき、愛衣を鋭く睨んでいった令嬢だ。

　体をカインに向けると優雅に淑女の礼を取る。

「お久しぶりでございます、殿下。アンジェリカ・ドラグエでございます。魔力や魔法もさることながら、公爵家に生まれた者として、幼き頃より殿下のお役に立つため精進して参りました。早くその努力の成果を披露したく願っております」

　愛衣は息をのんだ。

（公爵の娘だったんだ）

　国内最大派閥であるドラグエ公爵の娘なら、なるほど王太子妃の座にもっとも近い存在だろう。本命登場というわけだ。

「愛衣様はどのような魔法をお使いになるのでしょうか」

　反り返るようにして胸を張る。その迫力満点の様子に愛衣は圧倒されてしまった。

「どうなのです、愛衣様」

「私は、その」

　焦るばかりでなにも浮かんでこない。湧いてくるのは冷や汗ばかりだ。

（どうしよう）

　追い詰められたらなにか出てくるだろうと思ったのに。

　それに賭けていたのに。

　魂がどこかに飛んでいきそうなほど、なにもない。

　愛衣は両の手をグッと握り込んだ。

「愛衣はまだ自身の魔力をコントロールできない。そういう意味では、今、名乗りを上げた淑女諸君のほうが一歩も二歩も先を行っている。それは認めるところだ」

　愛衣の代わりにカインが答える。

「せっかくこの場があるのだし、私の妃になりたいと望むあなた方への礼も必要だろう。一人ずつ踊りながら話をしようか」

　その言葉に令嬢たちの顔が喜色に染まる。

「愛衣、あなたは先ほど踊ったので、しばらく見学していてもらいましょう」

　カインはアンジェリカの手を取り、優雅に導いて踊り始めた。二人とも洗練された動きで素晴らしく麗しい。誰がどう見てもお似合いに映る。

　聖女に気安く声をかけるなど畏れ多いとでも思っているのだろう。誰も話しかけてくる者はおらず、愛衣は無言で一人ポツンと立ち尽くしている。耳には二人が大変にお似合いだと囁く声が届く始末で、愛衣の胸を激しく焼いた。

　惨めな気持ちが湧いてくる。もう頭はそれでいっぱいだ。

　いつもそうだった。

　努力してうまく行きそうだと思ったり、軌道に乗ったと喜んだりしたら、その弾む気持ちを台無しにするような出来事が起こるのだ。親であったり、弟であったり、クラスメイトであったり、職場のスタッフであったり。

（私は……人に好かれないタイプなのかもしれない。自分では気づかないだけで、嫌なヤツなのかもしれない）

　何度そう思ったことか。そして泣きそうになって、凜太郎を抱きしめたことか。凜太郎に愚痴ったことか。その都度、凜太郎はクンクン鳴いて舐めて、愛衣を癒やして励ましてくれた。

（凜太郎……どうして、私）

　凜太郎は愛想のいい子だった。声をかけてくる人、撫でたそうにしている人、抱き着いてくる子ども、誰にでもフレンドリーで、しっぽを振って応じる。終わるまでじっと待っている。それが誇らしかったし、可愛いと言われるとたまらなく嬉しかった。

　もっと触ってあげて、もっと撫でてあげて、もっと褒めてあげて。

　私の凜太郎をもっと見て。可愛いでしょ！

　そう思っていたのに、今は違う。

　まったく違う。

（カイン！）

　愛しい凜太郎の魂、心を持った男が、自分とは違う女の手を取って踊っている。その様子を目の当たりにして、愛衣は突然、猛烈に吹き荒れる感情と衝動に戦慄した。

（取られたくない！　誰にも奪われたくない！　私の凜太郎！　私のカイン）

　だが今は我慢するしかない。ギリッと奥歯を噛みしめ、燃え上がる感情を押さえ込もうとした時だった。

　背後から強烈な悲鳴が複数起こった。

（なに!?）

　振り返った愛衣の目に飛び込んできたのは、三メートルはあろうかと思うほどの背丈をした熊のような怪物だった。熊ではないのは、頭部に斧のようなものがついているからだ。さらには目が三つある。

「魔獣だ！　逃げろ！」

　誰かの叫び声が聞こえる。

（魔獣？　そんなのがいるの!?）

　魔獣はまっすぐ進む。その先にはカインがいた。

「カイン！」

　愛衣は叫んだが、周囲の悲鳴や怒号のほうが大きくて、まったく届かない。

　このままではカインが魔獣に襲われ、殺されてしまう。

　愛衣は無我夢中でカインに向けて走り出していた。

（嫌だ！　嫌だ嫌だ！　もう失いたくない！　もう別れたくない！）

　凜太郎の息が止まる瞬間。次第に冷たく硬くなっていく肢体。

　あの時の荒波のような悲しみが蘇る。

（嫌だ！　死ぬなら一緒がいい！）

　カインが愛衣に気づき、なにか言っている。

　必死の愛衣にはカインの声も届かない。ただ守りたいと思うばかりだ。

　愛衣の目に魔獣の恐ろしい大爪がカインに至ろうとするのが見えた。愛衣は両手を伸ばし、カインの体を抱きしめようとした。

「カイン！　凜太郎！」

　ありったけの声で叫び、その体を抱きしめた。

　愛衣のほうが魔獣の大爪より一瞬速かった。そして愛衣は自分の体が熱くなっていて、七色の光に包まれていることに気づいた。

（なに!?）

　七色の光が四方八方に広がっていく。その光に触れた魔獣はつんざくような悲鳴を上げて倒れ、それからゆっくりと煙のように揺らぎながら消えていった。

「愛衣」

「…………」

「愛衣、魔獣が消滅しました」

「…………」

「私を庇ってくれて、ありがとうございます」

「カイン……」

「あなたが私を守ってくれたのですよ」

　ふえっと愛衣の顔が緩み、大粒の涙が溢れ出した。

　カインが愛衣を抱きしめた。

「無茶をする人ですねぇ。もし魔力が放出されなかったら、今ごろ大変なことになっていましたよ」

「もう置いていかないで。私を一人ぼっちにしないで」

「当然です。やっとあなたを手に入れたというのに。あなたは私のもので、私はあなたのものです」

「カイン、凜太郎、ずっと一緒にいたい！」

「ええ、ええ、愛衣。私の愛衣」

　カインが愛衣の体を少しだけ引き剥がし、そっと額にキスをした。
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　同時に、わっと歓声が上がる。みなみなが口々に『聖女様！』と叫んでいる。

　愛衣に挑もうとしていた令嬢たちも、敵意のまなざしを失っている。

　誰もが愛衣を聖女だと認めていると伝わってくる。

　カインが手を挙げ、歓声を静めた。

「みなの者、祝福に感謝する。ここに改めて愛衣を聖女の位に据え、我が妃とすることを宣言する」

　カインが愛衣の手を取り、甲にキスをしてから高く掲げた。

　先ほどよりも大きな歓声が巻き起こった。

「カイン、大好きよ」

「私もです。愛しい人」

　二人は人前であることも気にせず、顔を寄せ、熱い誓いの口づけを交わしたのだった。

















余章　『運命の姫』が寝てる間に












「殿下」

　声をかけたのは最側近のブレス・キャトーだ。カインが顔を向けると、苦笑いを浮かべている。

　聖女を示す舞踏会から王太子宮に戻り、一息ついたら愛衣は疲れ果てて眠ってしまった。愛衣を寝室のベッドに運んだカインは、一人リビングに接しているバルコニーで夜風に当たっていた。

「なんだ？」

「しばらくこちらにいらっしゃるなら、一枚羽織られたほうがよろしいかと」

　確かに少し風が出てきた。シャツ一枚の姿ではそうするほうがいいだろう。

「……そうか。てっきり王太子たるもの女にデレデレしてはならない、とでも言うのかと思ったが」

「それはその通りですが、わざわざ言わなくてもよいかと考えておりました」

　カインが口を尖らせる。

「確かに愛衣様といらっしゃる時の殿下はデレデレがひどくて、見ているこちらは気色悪さ極まれりですが、わたくしはそれよりも、殿下の前世が犬だということに釈然といたしません。いえ、犬であることが釈然としないのではなく、殿下が大変喜ばれていることが釈然としないのです。喜ばずともよろしいでしょう」

　カインの顔が険しい。眉間に深いしわを刻んでブレスを睨んでいる。当のブレスはどこ吹く風の風体だが。

「嬉しいんだから仕方がないじゃないか。私は愛衣の愛犬で、ずっと愛衣の傍にいた。愛衣がクズを恋人にしても、なにもできずただ吠えるだけだった。それでも、ずっと一緒だった。同じベッドで寝て、ともに駆けまわり、同じ時間を共有した。愛衣と見た星空は美しくて忘れられない。犬、けっこう。犬でなければ経験できないことだ」

　ブレスは力説するカインから視線を逸らし、右手の人差し指と薬指を揃えて額を押している。

「今度はなにが言いたい」

「いえ、別に。殿下は我が国の王太子なのですから、くれぐれも威厳をそこなわぬように願いたいです」

「そんなことはわかっている。ところで、本当はお前も待っているのだろう？　黒幕がどう釈明するか聞くために」

　ブレスがわざとらしく首を傾げる。

「タヌキめ」

「タヌキ、とは？　意味がわかりません。殿下は愛衣様の世界の知識が豊富で、我らには通じぬ言葉を使われる。まぁ、それでも、なんとなくわかりますがね。さて」

　ブレスが言葉を切り、体を九十度捻る。同時に扉がノックされ、エルメの声が届いた。

「どうぞ」

　ブレスの承認と同時に扉が開き、エルメがやって来た。カインの目の前で淑女の礼をする。

「殿下、このたびはおめでとうございます。ようやく挙式の準備に取りかかれること、心よりお喜び申し上げます」

　カインが、うん、と力強く頷く。

「で、釈明を聞きたい」

「釈明？　わたくし、殿下に謝ることなどしておりませんわよ？」

「愛衣にもしものことがあったらどうするつもりだったと聞いている」

　カインが鋭い目つきで凄むが、エルメはまったくこたえた様子はない。

「あの魔獣からは魔力をかなり抜いていました。殿下と愛衣様には盾の魔法を張っておりましたので、攻撃は届きません。それに殿下は自ら防御魔法を張っておられるので、万が一、わたくしがうっかりしても、同様に攻撃は届きません。愛衣様には荒療治が必要でしたので、あのような茶番を仕組んだ限りです」

　魔獣にカインを襲わせながら茶番と言いきるエルメに、カインとブレスは呆れて深いため息をついた。

「わたくしが睨んだ通り、殿下が他の女性と踊られているのを見れば焦り、奪われたくないと思い、それらによって気持ちが昂ったところに、猛獣に襲われそうになっているのを目の当たりにして、守ろうと感情を爆発させました。ふふふ、完璧な見立てで我ながら震えますわ」

「どこの世界に当人たちを危険に晒す計画を立てる者がいるんだ、まったく」

　カインが言うと、

「その計画に気づいていながら止めなかった殿下も殿下だと思いますが」

　ブレスが横からツッコミを入れる。

「黙れ」

「はいはい」

　窘められ、ブレスが苦笑しながら肩をすくめる。それからアンティーク調の棚からワインボトルと三脚のワイングラスを持ってきて、抜栓するとグラスに注ぎ入れた。

「ところで」

　と、エルメが話を変えようとする。

「殿下から仰せつかっておりました、なんとかタカシとかいう男の件は、結局どうなさるのですか？」

「あぁ、そうだった。うっかりしていた。命までは取らずともよいが、さんざんな人生になるよう手配してくれ」

「では、浮気相手の女に騙されて借金を背負い、これによって会社のお金に手を出して発覚、懲戒免職、その後は職を転々とし、冴えない人生を送るようにいたしましょうか。より有効に効くように制約を施します。己の行動を反省し、真に改心すれば、制約が解かれるようにいたします。まぁ、ないでしょうが」

　ニマリと笑うエルメの顔はなかなかの迫力だ。ブレスが片側の頬をわずかに持ち上げて反応する。

「それでいい。愛衣を利用し、穢した罪は重い」

「殿下、わたくしの魔力は強大ですから、二つや三つ制約を結んでも平気です。タカシなる阿呆だけでは足りますまい。愛衣様を苦しめた両親と弟、ここも手当てしておきましょう。しっかり罰が当たるように」

　カインはあっという顔をして、ポン、と手を叩いた。

「それはけっこうなことだ。よろしく頼む」

「容赦ございませんなぁ、侯爵夫人は。正体を知らず、ケンカを売った公爵はまことに愚かだ。あまりに魔力が強いため、聖女として表に出せずに裏方に回し、陰で王家を支えてもらっているというのに。殿下、このような恐ろしい方を愛衣様の指南役にして、よろしいのですか？　ご自身の首を絞めるようなものですぞ」

「お前こそ、本人の前でよく言えるな。タヌキめ。まぁ、お前たち二人がいれば、なにも心配はない。思う存分、愛衣との幸福な生活を送らせてもらう。乾杯だ」

　三つのグラスはまるでカインの喜びを称えているように、チリンと高く澄んだ音を発したのだった。
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